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第1章 第58回日米学生会議概要

日米学生会議のあゆみ

初期の日米学生会議 (1934年～1940年）

日米学生会議は、1934年満州事変以降悪化しつつあった日米関係を憂慮した日本の学生有

志により創設された。米国の対日感情改善、日米相互の信頼関係回復が急務であるという認識

の下、彼らは「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間の平和にある。その

一翼を学生も担うべきである」という理念を掲げ会議創設に努めた。

当時の学生有志は､全国の大学の英語研究部､国際問題研究部からなる日本英語学生協会(国

際学生協会の前身）を母体として、自ら先頭となって準備活動を進めていった。資金、運営面

で多くの困難を抱えながらも4名の学生使節団が渡米し全米各地の大学を訪問して参加者を

募り、総勢99名の米国代表を伴って帰国した。こうして第1回日米学生会議は青山学院大学で

開催され、会議終了後には満州国（当時）への視察研修旅行も実施されるに至った。

日本側の努力と熱意に感銘した米国側参加者の申し出によって、翌年第2回日米学生会議が

米国オレゴン州ポートランドのリードカレッジで開催され、以後1940年の第7回会議まで日

米両国で毎年交互に開催された。しかし、太平洋戦争勃発に伴い、日米学生会議の活動も中断

を余儀なくされた。

戦後の日米学生会議（1947年～1954年）

戦争の終結によって会議は再開を見たものの、戦前とは異なり、1953年までは日本のみで

の開催となった。翌1954年、戦後初の米国開催として第15回日米学生会議がコーネル大学で

開催されたが、その後、資金問題、日本人学生の参加者の不足、米国における財政援助の中断

などに悩まされ、会議は1955年から1963年まで再び中断された。

今日の日米学生会議(1964年～2006年）

1964年、OB/OGからの会議再開を望む声に応え、会議創始者の一人である故板橋並冶が理

事長を務める財団法人国際教育振興会の全面的支援の下に、会議が再開された。第16回会議

はリードカレッジで開催され、77名の日本人学生と62名の米国人学生が参加した。1973年の

第25回会議では、限られた日程の中での議論をより効率的かつ集中的に行うために、毎回テ

ーマを設定し､期間を1ヵ月とするなど現在の会議の基本形態が整備された。日米学生会議は、

70年の歴史において、学生による企画、運営という方針を貫いてきた。しかし創設時と今日

で日米両国を取り巻く環境は大きく異なっており、会議の形態自体も変化を重ねている。日米

両国が新たな関係の構築を迫られている現代において、日米学生会議は、創設当時の理念を受

け継ぎつつ、時代の変化に対応してゆく柔軟性を求められているといえよう。

第58回日米学生会議 日本側報告書2
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際学生協会の前身）を母体として、自ら先頭となって準備活動を進めていった。資金、運営面

で多くの困難を抱えながらも4名の学生使節団が渡米し全米各地の大学を訪問して参加者を
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戦争の終結によって会議は再開を見たものの、戦前とは異なり、1953年までは日本のみで
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第1章 第58回日米学生会議概要

第58回日米学生会議テーマ
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二国間を超えた未来 ～伝統への回帰と私たちの挑戦～

日米学生会議は1934年、満州事変以降失われつつあった日米相互の信頼回復を目指した

日本人学生たちにより創設された。この日本初の国際的学生交流プログラムは「世界の平

和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべ

きである」という創立当時の理念に基づき、様々な試練を生き抜き現在まで継続されてき

た。日米学生会議は創立以来、学生の相互理解と友情、信頼関係を醸成し続け、毎夏日米

交互で行われる約一カ月間の会議は、すべて学生の手で企画・運営されている。

第58回日米学生会議は「二国間を超えた未来～伝統への回帰と私たちの挑戦～」

''ExaminingtheFutureoftheJapan-AmericaRelationshipwithinaGIobalFramework''というテーー

マの下、ニューョーク州イサカ、ワシントンDC、オクラホマ、サンフランシスコで開催さ

れる。

様々なネットワークが相互に結びつき依存し合う現在、二国間関係を超えたグローバル

な枠組みの中で日米関係を見つめなおすことなしに、日本そして世界の未来を考えること

はできない｡それは､創立以来日米学生会議が掲げてきた理念に回帰することでもある。テ

ロリズム、環境問題、貧困、グローバル化、地域主義、非国家主体、情報化社会など様々

な要因によって世界情勢は日々めまぐるしく変化している。そんな現代において、世界の

平和とは何か、日米関係はその中でどのような位置にあるのか。そして、その実現のため

に私たち学生にできることは何か。第58回日米学生会議の活動を通し、参加者一人ひとり

の答えを見つけて欲しい。その答えを胸に、それぞれの未来へと歩き出してもらいたい。

それが、私たちにとっての挑戦である。

以上の目的を達成するために、本会議における各分科会の活動やプロジェクトは、そ

れぞれ明確な目標を設定し、その成果を社会へ発信することを目的とする。それを参加者

全員が共有することで、日々のグループワークやフィールドトリップは全体の流れの中で

意義付けられ、相互に結びつくことになる。多種多様なテーマと切り口を持った活動は有

機的に繋がり、その中で自由な発想と柔軟性を持つ学生たちが活発に意見を交わす。こう

した異なる価値観を持つ参加者同士の協働によって、より深い相互理解と信頼関係の醸成、

人間的成長が実現されることを切に願い、第58回日米学生会議を開催する。

第58回日米学生会議 日本側報告書
勺

。



第1章 第58回日米学生会議概要

第58回日米学生会議活動概要～

事業内容

主催

財団法人国際教育振興会

後援

外務省 文部科学省 米国大使館 日米文化センター

財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会

企画・運営

第58回日米学生会議実行委員会

期間

2006年7月27日～8月21日

開催地

アメリカ合衆国 ニューヨーク州イサカ、

オクラホマ州ノーマン、

参加者

ニューヨークシティ、ワシントン，.C.、

カリフォルニア州サンフランシスコ

日本側・米国側各36名（実行委員各8名を含む）

会議運営

第58回日米学生会議は、2005年度開催された第57回日米学生会議の参加者から選

出された日米各8名の実行委員からなる第58回日米学生会議実行委員会によって運営

される。第58回日米学生実行委員会は、主催団体である財団法人国際教育振興会およ

び後援団体の協力・監督のもと、本会議のテーマ、期間、開催サイトや分科会の決定、

参加者の選考、会議に必要な資金調達のための財務活動など、会議の運営に関わる諸

般の活動を行い、本会議では会議全体のコーディネートを行う。

会議の運営は、第58回日米学生会議実行委員会発足時に実行委員全員で制定した実

行委員会の憲法である''TbkyoAgreement''に則って行われ、会議テーマに掲げた目標を

達成すべく、委員全員が一丸となった会議運営を行う。

第58回日米学生会議 日本側報告書4



第1章 第58回日米学生会議概要

第58回日米学生会議参加者一覧
日本側実行委員

井上裕太（委員長）

島村明子（副委員長）

慶応義塾大学法学部政治学科

東京大学法学部

慶応義塾大学大学院理工学研究科

慶応義塾大学経済学部

明治大学政治経済学部

慶應義塾大学総合政策学部

東京大学教養学部

同志社大学経済学部

年
年
年
年
年
年
年
年

４
３
１
３
４
３
４
４

井上雅章

唐澤由佳

国松永喜

生板沙織

波多野綾子

山田裕一朗

日本側参加者

青山泰司

池田早希

大原学

小笠原瞳

尾田亜沙美

笠井寛子

川口耕一朗

菅家万里江

小迫由衣

佐藤友紀

真田雄太

杉山亮太

須藤淳

高井竜輔

高橋裕美

長崎智裕

永田隆介

平岡萌子

廣瀬裕子

黄アラム

松田浩道

三窪英里

宮崎あゆみ

源飛輝

安田雅治

安田立

由井啓太郎

王雄撲

東京大学法学部

千葉大学医学部

早稲田大学人間科学部人間基礎科学科

熊本大学法学部法学科

同志社大学経済学部経済学科

国際基督教大学教養学部国際関係学科

東京大学教養学部文科一類

慶応義塾大学文学部人文社会学科

東京大学教養学部文科一類

早稲田大学大学院アジア太平洋研究科

立命館大学法学部政治行政学科

慶應義塾大学法学部政治学科

早稲田大学政治経済学部経済学科

東京大学文学部フランス文学科

青山学院大学法学部法学科

国際基督教大学教養学部国際関係学科

東京工業大学大学院理工学研究科

上智大学国際教養学部

慶応義塾大学経済学部

上智大学国際教養学部比較文化学科

東京大学教養学部文科一類

慶応義塾大学法学部政治学科

立命館大学国際関係学部国際関係学科

早稲田大学法学部

千葉大学文学部行動科学科

岐阜大学医学部

東京大学文学部フランス文学科

東京大学教養学部文科二類

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

４
３
４
４
３
３
２
２
２
１
２
２
３
３
４
３
１
１
２
３
２
３
３
２
３
３
２
２
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第1章 第58回日米学生会議概要

アメリカ側実行委員

Mr.Ken-ChengHsiangWashingtonandLeeUniversityEconomics/EastAsianSmdies

Ms.YOkoKamitani GeorgeWashingtonUniversitylntemationalAffairs

Mr.StantonLawyer AmericanUniversity ComparativeRegionalSmdies

Mr.GeoffrevLorenz DukeUniversitv PoliticalScience
‐

Ms.RachelOlanoH、 TuftsUniversity Biopsychology/AsianSmdies

Mr.BenjaminSeligmanCornellUniversity BiologicalScience

Mr･SheehanScarboroughHarvardUniversity Govemment

Mr.LocVan CornellUniversity Biology/Business

Junior

PostGraduate

M.A.

SeniOr

Junior

Junior

Junior

JuniOr

アメリカ側参加者

Ms.RisaAbe EarlhamCollege SpanishandHispanicSmdies

Ms.TierneyAhrold DukeUniversity Japanese/Psychology

Ms.EricaCarson WashingtonandLeeUniversityUndecleared

Ms.EunKyungChoi CorcoranCollegeofArt&Design DigitalMedia

Mr.MichaelCollins HarvardUniversity History

Ms・KarenthDworsky UniversityofAlaskaAnchoragePoliticalScience

Ms.ElissaFurutani PrincetOnUniversity HistoIyofScience

Mr.LucasHannell UniversityofPennsylvania lntemationalSmdies&Business

Ms・JennifbrHavden BostonUniversitv lnt'lRelations/EastAsianStudies
ｰ

Mr.FarhangHeydari HarvardUniversity Government

Ms.KellyHill HendrixCollege lntematiOnalRelations/English

Mr.KendallJackson UniversityofOklahoma Gennan

Mr.JasonKnudson OccidentalCollege Diplomacy/WorldAffairs/Asian

MsSonyaKuki UniversityofSouthemCalifbrniaBusinessAdministration

Mr・JuStinLong ComellUniverSity China-AsianPacifiCSmdies

Ms.AlissaMarque UniversityofCalifbmia,BerkeleyPoliticalScience

Ms.PaninyaMasrangsanSmithCollege Chemistry

Mr.BrianMiller SonomaStateUniversity BusinessAdministration

Mr・HiroyukiMiyake MacalesterCollege Economics/AsianSmdies

Mr.DanielOrlowitz Simon'sRockCollegeofBardAsianSmdies/ElectronicMediad

Mr.AndrewRuffin DukeUniversitv Economics/PoliticalScience

Mr.CaseySamulski SarahLawrenceCollege CreativeWriting

Mr・PatnckSheridan WashingtonandLeeUniversityEaStAsianLanguages&Litramres

MsErikaSloan PrincetonUniversity Psychology

Ms.RachelStrange UniversityofOklahoma EastAsianSmdeis

Ms・MorganSwartz KalamazooCollege lntemational&AreaSmdies

Ms･MakoTagata UniversityofNebraska,LincolnJoumalism

Mr.PhillipVu DukeUniversity Economics/Japanese

Junior

Senior

IstYear

SeniOr

Junior

Senior

Junior

lstYear

1stYear

Junior

Sophomore

M.A.

Sophomore

Sophomore

Sophomore

Junior

SophomOre

Senior

lstYear

Senior

lstYear

Junior

Junior

Junior

Sophomore

Senior

lstYear

Sophomore

OccidentalCollege DiplomacyDiplomacvDiplomacy/WorldAffairs/AsianSmdies

UniversityofSouthemCalifbrniaBusinessAdministration

ComellUniverSity China-AsianPacifiCSmdies

UniversityofCalifbmia,BerkeleyPoliticalScience

SmithCollege ChemistrV

SonomaStateUniversitv BusinessAdministration
－

MacalesterCollege Economics/AsianSmdies

Simon'sRockCollegeofBardAsianSmdies/ElectronicMedia&Arts

DukeUniversity Economics/PoliticalScience

SarahLawrenceCollege CreativeWriting

WashingtonandLeeUniversityEaStAsianLanguages&Litramres

PrincetonUniversity Psychology

UniversityofOklahoma EastAsianSmdeis

KalamazooCollege lntemational&AreaSmdies

UniversityofNebraska,LincolnJoumalism

DukeUniversity Economics/Japanese
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ブッシュ大統領からのメッセージ
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Isendpeetingsmthosegatheredfbrthe58thJapan-AmericaSmdent
Con企配皿Ce.
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bilateralrelationshi"inmodemtimes.Ournationsareboundbycommon
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た
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ｌ
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に
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Ｓ
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迎
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サ
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す
る
大
原
学
さ
ん
。
参

加
者
の
き
ず
な
を
強
め
よ
う

と
呼
び
掛
け
、
会
識
の
合
間

を
縫
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が
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略語について

日米学生会議には参加者が日常的に用いる略語・慣用語があり、それらは本報告書にも

登場しています。以下、一覧の形でよく使われる略語を紹介いたします。

｢日米学生会議(JapanAmericaSmdentConference)」の略JASC(ジャスク）

JASCer(ジャスカー):日米学生会議参加者の意｡過去の参加者も含む場合がある。

アメリカ側主催団体cGTheJapan-AmericaSmdentConference,Inc''の略JASC,Inc

実行委員あるいは実行委員会ExecutiveCommitteeの略EC

AEC: アメリカ側実行委員会AmericanExecutiveCommitteeの略

JEC:日本側実行委員会JapaneseExecutiveCommitteeの略

デリ：参加者delegationの略

日本側参加者JapaneseDelegationの略ジヤパデリ(Japadele)

アメデリ(Amedele):アメリカ側参加者AmericanDelegationの略

日米学生会議の過去の参加者alumniの意。アルムナイ/アラムナイ

サイト： 本会議開催地の意。サンフランシスコサイト等。

テーブル/RT: 分科会/RoundTableの意。参加者はいずれかの分科会に所属する。

Reflection、反省会の意。リフレクション

JLP:JapadeleLeadPrQjectの略。日本側参加者主導の文化交流企画を指す。

第58回日米学生会議 日本側報告書10
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第2章 事前活動

事前活動とは

第58回日米学生会議では、夏の本会議に向けた準備として事前活動を行った。事前活動

は、会議参加者の顔合わせに始まり、現在進行形の国際社会のトピックについてのレクチ

ャー、コミュニケーションスキルの講座など、本会議をより充実させ、円滑に進行するた

めの活動を指す。本章では、これらの事前活動の様子を紹介する。

春合宿

(2006年5月5日～7日）

2006年5月5日から5月7日にかけて東京新宿

区の国立オリンピック記念青少年総合センターで

開催された春合宿において、第58回日米学生参加

者全員は初めて顔を合わせた。参加者の自己紹介、

実行委員による日米学生会議の歴史説明､主催団体

である財団法人国際教育振興会からの事業説明､分

科会オリエンテーション、基調講演、ワークショッ

プも行われるなど充実した三日間に､参加者はそれ

ぞれのモチベーションと会議の意義を再確認した。

春合宿参加者感想

（第58回日米学生会議参加者 佐藤友紀）

2006年5月5日～7日、国立オリンピック記念青少年総合センターにて第58回日米

学生会議（以下JASC)春合宿が開催された。初めて全員が集う場と言うこともあり、

各々が想いを胸に全国各地から集結した。

3日間は、自己紹介に始まり、英語でのディスカッション、2つの基調講演、パネル

ディスカッション、コミュニケーションワークショップ、OB・OGの方々との交流レセ

プション、そして各分科会に分かれ、これからの方向性の追求と発表を行い、夏に向け

ての課題を明らかにした。発表しあう事で、他分科会との関連性も発見することが出来

たと同時に、莫大な課題の量と不安に駆られた仲間も多いだろう。実際、私もその一人

だが、それ以上にやり遂げた先にあるものが大きい事は明らかなので、この不安は直に

刺激へとシフトした。

春合宿の3日間で、私たちは何を学び、何を覚え、何を感じたのだろうか。日米学生

会議の目的は、「世界平和の構築」である。それに対して何かしたい、共に考えて行き

たい、と言う共通の想いを持った私たち。既にこの想いを共有していた私たちは、秋山

社長のお話にもあったように、互いに信頼し、尊敬し合い、そして日米学生会議の歴史

第58回日米学生会議 日本側報告書12
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とそれに携わることの出来る誇りを持つことを、この3日間で学んだのではないだろう

か。

委員長を始め、実行委員8名のこれまでの膨大な努力は、参加者側に直球ストレート

で伝わり、その熱い思いを共有出来る喜びを参加者28名は感じたのではないだろうか。

それは参加者の春合宿中の真剣な雰囲気と、常に何かを得ようとする積極的に捉えるべ

き貧欲な姿勢、合宿終了後の参加者のモチベーションの高さを見ていると明確だ。

自らを除く35名一人ひとりと語り合う時間的余裕を持つことは出来なかったけれど、

もっと話したい、もっと一緒に居たいと思わせるメンバーばかりと出会うことができ、

今から夏が待ちきれない。

JASCを知った瞬間に、JASCに一目惚れした8人プラス28人。

この春合宿で、JASCと36人の恋がスタートしたのではないだろうか。

この恋の未来は、私たちの手に掛かっている。この恋を実らせる、つまり2006年の

日米学生会議を成功へ導く鍵となるには、各々が責任と誇り、そして春合宿で得た絆と

高い意識を胸に、着実に前進して行くことが不可欠である。その為の強固な基盤を作る

ことの出来た大変充実した3日間であったのではないかと考えている。

藤原帰一氏基調講演（第58回日米学生会議春合宿内企画）

第58回日米学生会議春合宿においては、今後の

活動の指針となるべく複数の講演会･パネルディス

カッションなどの企画を行った｡初日に行われた東

京大学の藤原帰一教授によるレクチャーでは、「日

米関係の現在～Japan-USRelations:Past,Present,

Fumre～」と題し、東南アジアの外交における日米

関係の意義を学んだ。また、対米関係において、現

在少ない親米リベラル思考のあり方についても解

説を受けた。

－ －

－－

基調講演参加者感想

（第58回日米学生会議参加者 黄アラム）

Asafbreignparticipantof2006Japan-AmericanSmdentConference,itissuchameaningfill

experiencetobeabletoperceiveJapan-USrelationsfi･omathird-person'sperspectiveandgeta

wholepictureofhowUS-JapanalliancefimctionsinEastAsia'soverallfiamework.Profbssor

FUjiwarahasprovidedthisbasicunderstandingofJapan-USrelationsandhowithasevolved

throughtimeuntilitreachesthemmingpointofthe9.llincident.

Thepartofthelecmrethathasprovokedmethemostwastowardstheendwhenhehasmentioned
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that@Asia'sdiplomacyandJapan-USrelationsareNOTseparateentitiesbutmustbeconsideredin

relationtotheother'-criticaljudgmentiscrucialinvaryingcircumstances.Thishasalsoremindedme

aboutthecurrentsimationofJapan'slukewannattimdetowardstheEastAsianCommunity(EAC)

agenda,incontrarytotheeffbrtsofothercountriesinEastAsiahopingfbrregionalintegration.Japan

hassolelyemphasizedtheimportanceitsrelationswiththeUSasitscomerstoneoffbreignpolicyand

hasbeenprudentintakinganyactionsthatmayjeopardizeitsrelations.

However,asProfbssorFIjiwaramighthaveimplied,IrealizedthatJapanmustunderstandthat

promotingEastAsianregionalismmaynotonlyserveJapan'sinterestbutalsoinmaintainingand

StrengtheningtheUSalliance.JustlikehowBritain'sPrimeMinister,TbnyBlair,hasrecognizedthat

thestrongerBritain'sinnuenceintheEuropeanUnion,thestrongeritsrelationshipwiththeUS,Japan,

bytakingactiveparticipationintheprocessofregionalintegration,mayfinditselfmoreimportantto

theUnitedStates.ApossibilityofJapantobecomelJbrjitero4si"-assomescholarsinEastAsiahad

alreadybeenkeenabOut-iSnOtallpipedream.

Asthethemeofour58thJapan-AmericaSmdentConfbrenceindicates-6theFutureof

Japan-AmericaRelationshipwithinaGlobalFramework'-theimportanceofJapan-USrelations

cannotbeemphasizedenough・Recognizingitsroleandcarefilllyscrutinizingtherealitycannotbe

neglected.IbelievethatProfessorFIjiwara'slecturehasprovidedus,theJapanDelegates,a

courageous6first-step'towardsthisapproach.

ソーシャルイノベーターズvo1.1(第58回日米学生会議春合宿内企画）

日米学生会議では、企業(＝産)、学生(＝学)、行

政(＝官)の社会的役割を再考し、今私たちが仕事を

通して生み出せる価値を模索していきたいと考え、

ビジネス分野の企画を設定した｡その一つが本企画

である。

第一部では､株式会社インテグレックス代表取締

役社長の秋山をね氏より、「仕事を通して実現した

いこと」と題したご本人のキャリアパスと将来の展

望のお話を頂いた。第二部では、秋山氏に加えて経

済産業省の深宮智史氏、AIコンサルティングジャ

パン代表取締役の松瀬理保氏、さらに第58回会議

参加者の源飛輝と廣瀬裕子の二名が、NPO学習学

協会代表理事の本間正人氏のファシリテーション

の下､企業の役割についてのパネルディスカッショ

ンを行った。

一

’

-'=''-I鳶画一
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ソーシャルイノベーターズVol.1参加者感想

（第58回日米学生会議参加者廣瀬裕子）

CSR､企業の社会的責任｡キヤッチーな名前であり、最近良く耳にする言葉ではあるが、

その文字を見ただけではイメージが湧きにくく、深く追求したことはなかった。しかし、

国際協力という分野への興味が深まり、同じ興味を持つ学生と話をしているうちに今現在

取り組んでいる活動と、就職し社会に出た時の仕事がいかにかけ離れているかということ

に驚いた。その想いを企業のCSR部に活かせないかと考えるようになり、今回のパネル

ディスカッションに思い切って応募した。

講師の方々は私のみでなく、会場の方々の疑問をまっすぐ受け入れ、丁寧に分かりやす

く説明して下さった｡いただいた答えは､企業のCSR部を発展させるということよりも、

社員一人ひとりがそのような意識を持つことが大切だということ。会社を構成しているの

は一人ひとりの人間。目に見える結果やこの場合は具体的な社会貢献活動を求めがちだが、

まずは一人ひとりの想いが大切だということを教えていただいた。

そして、秋山氏も想いの大切さというものを講演会で強調されていた。想いから新たな

ステップが踏める、想いがあるからこそ、困難にも立ち向かえる。最初はその時代に合っ

ていないと思われるチャレンジでも、諦める前に三年は続けてみる。どんなことも想いか

ら始まる。このようにCSRについてだけでなく、自分の根本にある想いを大切にすると

いうことを学んだとても基調な機会だった。これからたくさんの出会いがあり、たくさん

の想いが生じるであろう私達にとってとても心強いメッセージをいただいた。

国際コミユニケーシヨン基礎講座（第58回日米学生会議春合宿内企画）

コミュニケーションスキルは、日々の生活上はも

ちろん、日米学生会議のように様々なバックグラウ

ンドを持つ人間が集う場所ではきわめて重要な能

力である。このため、本春合宿においてもコミュニ

ケーションスキル講座を開催した。

ソーシャルイノベーターズ講演会でファシリテ

ーターを務めたNPO学習学協会代表理事の本間正

人氏に、「国際コミュニケーション基礎講座」と題

した講演をして頂いた。ブラインドウォークを初め

する参加形式のワークショップによって、言葉の重する参加形式のワークショップによって、言葉の重要性、

感などを再認識した。

説明が不足している場合の不安

国際コミュニケーション基礎講座参加者感想

（第58回日米学生会議参加者 小笠原瞳）

春合宿2日目の午後、「国際コミュニケーション基礎講座」と題したワークショップが
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開かれた。「学習学」を提唱される本間氏には、学習することが人類の強みであり、その

ためコミュニケーションがいかに大事かということを様々なアクテイビテイも織り交ぜ

ながら熱心にご指導いただいた。

ペアになってお互いの趣味や性格を推測して言い当てるゲーム、目を閉じたパートナー

をもう一人がガイドするブラインドウォーク、自らのアイデンティティを円グラフで表す

アイデンティティ・ポートフォリオなど、実際体を動かし、五感を活用することで様々な

発見があり、ゲームを通じてJASCerの親睦も一層深まった。

本間氏のまさに｢エンターテイナー」と呼ぶにふさわしいユーモア溢れる言動に､JASCer

は終始大爆笑で、3時間半という長時間にもかかわらず、あっという間に時間が過ぎてい

った。英語学習方法についての本間氏ならではのアドバイスもあり、今後の勉強へのモチ

ベーションも上がる充実した時間だった。

ディベートとロジカルシンキング講座

(2006年5月31日）

5月31日に文京区本郷のLeanology,Co.Ltd・事務

所においてNPO学習学協会代表理事の本間正人氏

による、「ディベートとロジカルシンキング」ワー

クショップを行った。第58回日米学生会議春合宿

において行われた同氏の｢国際コミュニケーション

基礎講座」に引き続くものとして、「デート代は男

性が負担すべきか？」という日常的なテーマを通じ

て、ディベートスキルの実践を行い、またその日常

的なテーマについてのデイベートは参加者の交流

をより深める結果となった。

ディベートとロジカルシンキング講座参加者感想

（第58回日米学生会議参加者 笠井寛子）

NPO学習学協会代表理事本間正人氏を講師として迎え、ディベートとロジカルシンキ

ング講座を行った。まずは、アイスブレーキングとして、アメリカの全州をアルファベッ

ト順に並べ替えるというアクテイビテイを5人程度の班に別れて行った。これがなかなか

難しく、他の班を盗み聞きする等の行為までみられるほどの盛り上がりをみせた。

本題のディベート・ロジカルシンキングとしては「デート代は男性が負担すべきか」とい

う命題のもと、グループを賛成派・反対派に窓意的に分け、作戦タイム(15分）→賛成側

立論（2分）→反対側反論（2分）→反対側立論（2分）→賛成側反論（2分）→賛成側ま

とめ（2分）→反対側まとめ（2分）のl1頂でミニ・デイベートを行った。本来は『デート代
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男性負担」に反対の男性メンバーが、「エスコートの一環として、デート代も負担すべきだ」

と、たじたじの立論を行ったり、ここぞとばかりに『日本の男性はレデイファーストが希

薄すぎる』と、賛成論を繰り広げる女性メンバーもいたりと、会場は非常な盛り上がりを

みせた。

ディベート中は、強固な反論を用意するため、相手チームの立論を予想するのだが、これ

は『相手の立場に立って考えること』の重要性を実感するよい機会となった。ミーテイン

グやデイスカッシヨンなどにおいて、相手が意見を言い終えるまで待てず、自分の意見を

かぶせてしまうことが無意識に行われがちだが、相手の意見を真に理解するためには、最

後まで相手の意見をじっくり聞き、それに対し慎重にレスポンスをすることが大切である

と実感した。今日得たこれらの姿勢を、本会議中のディスカッションにぜひ活かしていき

たいと思う。

防衛大学校見学

(2006年6月9日）

口一.~一電一
安全保障分野は戦後一貫して、日米関係を語る上

ではずせないキーファクターである。この安全保障

分野のレクチャーを受けるため、6月9日、日米学

生会議参加者は横須賀の防衛大学校を訪れた。

防衛大学校では、太田安全保障・危機管理教育セ

ンター長による安全保障講義、課業行進、また安全

保障関係の蔵書では日本随一を誇る図書館におい

て影山館長より明治から平成に至る安全保障政策

の変遷の説明を受けるなど､大変充実した内容であ

った。

また、防衛大学校の学生らとも交流を深め、同世

代の人間としてお互いの考え方を交換するなど活

発な交流も行われた。

■
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防衛大学校見学参加者感想

非常に貴重な体験をしました。私の価値観が大きく変わった一日でした。正直にいうと、

この日以前、文学部の私には、「防衛」や「安全保障」といった事柄は関係ないように思っ

ていました。それは、別世界の出来事で、政府高官とか、軍とかそういった人たちだけが

考えればいいような問題だと思っていました。（そして、それは、ほとんどの日本人が持っ

ている感情だと思います｡）しかし、今回の研修を通して、安全保障が決して他人事ではな
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いということを感じました。自分の安全のために人生をかけて努力してくれている人が、

確かに、そこに、存在している。そして、その人たちは、自分と何も変わらない人たちな

んだということを知り、自分の無知さが恥ずかしくなりました。ある防衛大生の方が言っ

ていました。「(相手を）殺すのは僕たちだけれど、殺させるのはあなたたちだ｡」と。自分

の責任の重さを軽んじていた私は、その瞳をまっすぐ、に見ることが出来ませんでした。そ

して、その責任の重さを日本の何人の人が感じているのでしょうか。それを考えると、私

たちがこの貴重な体験を通して感じたことを伝えていかなくてはならないと強く思いまし

た。

（第58回日米学生会議参加者 菅家万里江）

ソーシャルイノベーターズVol､2

(2006年7月7日）

2006年7月7日（金）、春合宿講演会に引き続く

ものとして国立青少年オリンピックセンターにて

ソーシャルイノベーターズ講演会vol.2を行った。

最近頻繁に耳にする「企業の社会的責任」を多様な

観点から考える企画として､第一部ではタリーズコ

ーヒージャパン株式会社代表取締役会長兼CEOの

松田公太氏に「私の夢～食を通した文化の掛け橋

～」と題したご講演を頂いた。

第二部では、NPO法人学習学協会の永堀宏美氏

のファシリテーションの下、「食を通してつながる

世界～日本食に秘められた可能性にかける想い～」

と題したパネルディスカッションが行われた｡パネ

ルには、農林水産省の高橋一成氏、慶應大学教授の

鈴木透氏らと共に第58回日米学生会議参加者の宮

崎あゆみと須藤淳が参加し､学生の観点からの意見

を披露した。
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ソーシャルイノベーターズVol.2参加者感想

「目的」と「目標」…この二つの言葉をこれほど意識したことは、私にはなかった。タ

リーズコーヒージヤパンCEOの松田公太氏の講演は、私を含む多くの学生に人生の目的と

目標を持つ意味を伝えたと思う。あまりにも漠然とした「夢」よりも具体的な人生の「目

的」を説く氏の姿は、私の脳裏に焼きついている。自分はどのようにありたい、会社をこ

のようにしたい、そういった目的を持って取り組むことが成功への条件だと松田氏は言い
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切った。

タリーズコーヒージヤパンは、その経営理念つまり「目的」を「食を通じた文化の架け

橋」と定め、その実現のために具体的な目標設定を行い成功してきた。使命感とも言える

目的は、松田氏の幼少時代の経験から来るものである。高校時代までの多くをセネガル・

米国で過ごした松田氏は「日本人」としてのアイデンテイテイを意識するようになり、そ

の発端となった「食」に基づいたビジネスを築いたのである。

松田氏の言葉の一つ一つは、私たち若い世代がどのように過ごすべきかを示唆していた

ように思われた。学生の質問にもあったように、現代の若者は「目的」を意識すること自

体が難しい環境にいるのではないだろうか。そのような中で、目的を持つためには毎日の

生活で感じたこと、考えたことを大切にすることだと思えた。特別な生活環境におかれな

くても、このような事を継続することによって、自身の目的＝使命が見つけられるような

気がした。21歳の夏に氏の講演を聞けたことを幸運だと思う。

引き続き、パネルディスカッションでも多くの刺激を受けた。慶応義塾大学の鈴木透教

授は「食を他者との関係の入り口」として、食の持つ文化的要素の重要性を説いた。米国

が現在抱える、人口構成や対外関係といった問題へのアプローチの一つに、食文化を通し

た多様性への敏感さを挙げている点は非常にユニークであった。

一方、農林水産省の高橋一成氏は、日本食を通して繋がる世界を意識していたように思

われた。日本食に対する需要の高まりは、日本の農産物の輸出増加に貢献すると同時に日

本自体への理解を深めることに繋がると氏は言った。

両講師の意見は、「食の多様性」という観点で異なっていた。鈴木教授は特定の日本食と

いうものは存在せず、他の食文化との融合の産物として日本食を捉えているのに対して、

高橋一成氏は、「純粋な日本食」の重要性を説いていたように思われた。この二つの意見は

対立的なものではなく、補完的なものと私は考える。寿司などの古来より続く「いわゆる

日本食」を輸出することで、日本を理解してもらうことは重要であると同時に、海外から

の文化を融合させて生まれた「日本食」も食の歴史を考えるのと同じく重要だからである。

今回、このような貴重な場に学生パネリストとして参加できたことに感謝すると同時に、

もっと多くの学生に日米学生会議の存在をアヒ°－ルしたいと思うようになった。

（第58回日米学生会議参加者 須藤淳）
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第3章 本会議・サイト活動

本会議・サイト活動概要

1934年第1回の日米学生会議は、当時の満州を含む日本国内各地を移動しながら、日本

の実際の姿をアメリカ側参加者に見せることを目的としていた。以来、伝統的に日米学生

会議本会議は日本あるいはアメリカ合衆国の各地を移動しながら開催されている。訪れる

土地はサイトと呼ばれ、その年の会議テーマに沿った形で選択される。目的を持って選択

されたサイトでは、日米双方の参加者が共に施設訪問、講演会、分科会活動などを行い、

その過程で意見の交換、交流を行っていく。現代社会において重要な施設や機関を日米双

方の参加者が共に訪れることは、本会議以外では有り得ない活発な意見交換を生み出し、

また各サイトを回りながら1ヶ月の共同生活を行うことは、他に類を見ない濃密な相互交

流の機会となる。

以下、第58回日米学生会議のサイト活動の様子を紹介する。

直前合宿

(2006年7月26日～7月27日 東京）

アメリカ開催である第58回日米学生会議では、

渡航を前に参加者全員が国立青少年オリンピック

記念センターに集合し直前合宿を行った。

一泊のスケジュールで行われた直前合宿では､分

科会の中間発表､それに対する主催者財団法人国際

教育振興会側からの講評を始め､本会議前最後の勉

強会となる大江博東京大学教授及び橋爪大三郎東

京工業大学教授による講演が行われた。

アメリカ側参加者と合流する本会議に向けての

決意を新たにした参加者は､期待と緊張の面持ちで

バスに乗り込み、成田空港より一路NY州J.F.K空

港へと旅立った。
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第3章 本会議・サイト活動

コーネルサイト

(2006年7月27日～7月30日ニューヨーク州イサカ、コーネル大学）

コーネルサイトは第58回日米学生会議最初のサイトである。本サイトでは、初めて出会

うことになる日米双方の参加者のアイスブレーキングと今後1ヶ月の活動予定確認、分科

会のオリエンテーション等を行う。学内に滝すら有する雄大で落ち着いたコーネル大学の4

日間は、参加者が打ち解ける環境を作り、以後のサイト活動の基盤を作った。

7月27日

一一

＝

長時間のフライトを終えJ.F.K空港に降り立った第58

回日米学生会議日本側参加者は､空港で出迎えるアメリカ

側実行委員と共にバスに乗り込み、最初のサイトである

N.Y州Ithaca、コーネル大学へ向かった。

到着した時点で既に夜10時を回っていたが、コーネル

大学で出迎えるアメリカ側参加者と出会った瞬間､長時間

の移動の疲れも吹き飛び、参加者全ての表情が輝いた。

第58回日米学生会議が始まった。

$，釣？Q
ー

零画蒲

､、－､ﾖ

曇

心

■

職三

な一 一『

今

妬

…･魂曹

一一

7月28日 一

午前9時、澄み渡る青空の下、優しい緑の芝生でブリー

フイングを行うことでコーネル大学での活動がスタート

した。この日は、異文化コミュニケーションを行う際の注

意事項説明､アメリカ側主催団体JASC,Inc.のRobinWhite

代表及びReginaMcGarvey氏による会議の意義の説明、ま

たハラスメントに対する事前の注意等が行われた｡夕方に

は日米参加者合同では初めてとなる分科会セッションが

設けられ､夜には過去の参加者や会議への協力者を招いた

オープニングセレモニーが行われた。

闇 心I

県■ 卓- --

7月29日

分科会セッションで始まった7月29日は、午後にはド

ッジボールやスキット交換による交流も行われた｡夕方に

は初めての自由時間が設けられ､大学敷地外のダウンタウ

ンでの食事や買い物など､アメリカ風のアフター5を日米

双方の参加者が入り混じって過ごした。
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第3章 本会議・サイト活動

7月30日

前日と同じく分科会セッションで始まった本会議4日

目は、早くもコーネルサイト最終日である。午後にはコー

ネル大学の教授陣による国際政治についてのパネルディ

スカッションが行われ、日本側参加者はさながら米国に留

学した様な感覚で講義を体験した｡夕方には日本側参加者

主体のJLP(ジャパデリリードプロジェクト）企画が行わ

れ、日米の参加者が焼き鳥と焼きそばのディナーを楽しん

ず書き、
ノー0

コーネルサイト 参加者日記

朝7時半に目が覚めると、20時間にも及ぶ昨日の旅の疲れにも関わらず不思議とわく

わくした感情につつまれていた｡シャワーを浴び､服を着替えて朝食の場所へと向かうと、

そこには多くのJASCer達がおり、ベーグルを頬張りながら笑顔で楽しそうに話している。

この光景を見たとき、「ああ、いよいよ日米学生会議始まったんだな」と初めて実感した。

本会議1日目から日程はハードでかつ充実したものであった。午前中はECの紹介とこ

れからの日程等の説明を受け、お互いの文化や行動特性を学び、Jascとしてどのような姿

勢で臨むかをみなで共有した。

その後に長い間外交に携わってきたMrs.Robinより、どのように人脈を作るか、また

その大切さについてレクチャーを受けた。それに刺激され、今日1日みな積極的にコミュ

ニケーションを取ろうと努力していたと思う。

午後は初めての分科会と、ビジネスフォーマルでのレセプションを経験した。これから

一緒にやっていくメンバーを知り、またJASCの軌跡を知ることで、学生会議が様々な人

の支えで成り立っていることを実感し、改めて身の引き締まる思いがした。

58thJASCの船は、始まりの合図と共に動き出した。

（第58回日米学生会議参加者 大原学7月28日日記より抜粋）
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第3章 本会議・サイト活動

ニューヨークシティサイト

(2006年7月31日～8月1日ニューヨーク州ニューヨークシティ）

第58回日米学生会議2つ目のサイトは、恐らく世界で最も有名な都市、ニューヨークシ

テイである。世界の経済の中心地であり、ファッションの発信地である街は同時に、2001

年9月11日の悲劇を経験した街でもある。参加者も打ち解け始めるこのサイトでは、日米

学生会議最大の目的である相互理解のための活動が本格的に開始される。日米の参加者が

共にアメリカのビジネスのあり方を学び、また世界の流れを変えた震源地である世界貿易

センタービル、のグラウンドゼロを訪れる事で活発な意見交換が開始されるサイトとなる。

7月31日

奪
叫

前夜にパッキングを済ませた参加者は、午後1時から

予定されている企業訪問のため、コーネルを朝6時出発、

ニューヨークシティに向かう…、はずであった。ところ

がチャーターしたはずのバスが来ないという大トラブル

が発生する。いつバスが来るかも分からない状況に実行

委員全員が顔面蒼白となる脇で、日米の参加者はなんと、

サンフランシスコで予定されているよさこいダンスなど

の練習を始めた。参加者は文句を言わないどころか、自

発的に会議のイベントのための練習を始めたのである。

実行委員にとっては、トラブル中にも会議成功への手ご

たえを感じた朝となった。

目的地に着いたのは午後4時、予定されていた

Japanese-AmericanAssociationでのレセプションの後、眠

らない街のトワイライトを散策した。
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型

8月1日

トラブルのため前日ニューヨークシティのビジネス面

を見ることが出来なかったが、この日は政治面を見る事

が出来た。午前中はあのグラウンドゼロを訪れ、道義性

について、悲劇について、何故9.11が起きたのかについ

て、参加者の自発的な議論が行われた。午後には国際連

合に本政府代表部を訪れ、次席代表である北岡伸一大使

から日本の常任理事国入りについての講演を受けた。

夕方にはこの街に名残惜しいものを感じつつも、ワシ

ントンD.C.に向かうバスに乗り込んだ。

銅蝿熱

‐』.｡E茂… 圃
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第3章 本会議・サイト活動

－ユーヨークシテイサイト 参加者日記

今日はグラウンドゼロ・国連訪問の後にワシントンD.C.へ移動を行った1日だった。グ

ラウンドゼロは、高層ビル群に平然と存在していた。現在は記念館を建設するための工事

が進行中で、遠くから見るとそこが単なる大都会の中の工事現場の1つに見えたことに、

違和感を覚えた。現場に近寄ってみると、工事中のフェンスの周りには、9月11日にアメ

リカで何が起きたのかを時系列に従って詳しく説明するプレートと、被害に遭った方たち

の名前を並べたプレートが掲げられていた。9月11日の時系列のプレートを見ていると、

アメリカ人参加者の「あのとき自分は…をしていた」という会話が聞こえてきて、ワール

ドトレードセンターが崩壊した瞬間、自分がどこで誰と何をしていたかを今でも鮮明に覚

えている人や、後から知ったのだが、未だにグラウンドゼロの場に立つのは辛すぎると、

訪問を避けた人がいたことを知った。また、被害に遭った方たちの名前は、''Hero''としてプ

レートに掲げられていて、そのHeroという言葉の解釈について深く考えることとなった。

9.11がアメリカに与えた影響について深く考える一日となった。

（第58回日米学生会議参加者 笠井寛子8月1日日記より抜粋）

ワシントンD.C.サイト

(2006年8月2日～8月8日 ワシントンD.C.)

ニューヨークシティが経済の中心とすれば、ワシントンD.C.は政治の中心である。ワシ

ントンD.C.では、連邦議会やホワイトハウス、国務省など、政治の中枢となる施設を訪問

することでアメリカ政治の構造を見る事を目的とした。また、アメリカ政治の中心地から

世界の諸問題を見るための企画として、中国人参加者を招いたTrilateralForum、そして世界

各地の紛争問題を紛争地域出身者と考えるConnictResolutionForumを開催した。ハードス

ケジュールに加え酷暑で疲れが出始めた時期であったものの、議会やホワイトハウス、世

界銀行の見学など、第58回日米学生会議テーマ文''ExaminingtheJapanAmericaRelationship

withinaglobalFramework''を考えるにあたり重要な機会となった。

8月2日 →

i

ワシントンD.C.サイト初日となるこの日の午前中は、

これまでの2サイトの経験を全員で振り返るRenectionを

行い、頭の切り替えと経験の整理を行った。

午後にはアメリカ連邦議会を見学し､上院議会での審議

の様子を直接見学する事が出来た｡ホステルに戻ってから

は、JLP企画第2弾となるお好み焼き企画が行われ、ホス

テルの宿泊客を巻き込んだデイナータイムを過ごした。
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第3章 本会議・サイト活動

8月3日

ワシントンD.C.サイト2日目のこの日は早朝から地下

鉄で、中国人留学生を招いてのTrilateralForumを行った。

TrilateralForumは第57回日米学生会議より継続された企

画で、中国人留学生と共に国際政治についての講演を聞

き、意見を交わすものである。

夕方からは在米日本大使公邸にてレセプションを受け、

米国における日本外交中枢の雰囲気を体感した｡久しぶり

の日本食は日本側参加者達にも日本食を再評価させる機

会となった。

錨i

呼名一
鐸
４

8月4日

3日目のこの日は、早朝よりアメリカ国務省を訪れ、施

設見学と東アジア外交に関するブリーフィングを受け、日

米双方の参加者からの質問にもお答え頂いた｡午後にはホ

ワイトハウスを見学し、館内の設備や歴代大統領の肖像、

ニュースでよく見る中庭を見学した｡セキュリティの都合

上カメラが持ち込めなかったが､アメリカの中枢の画は参

加者の記憶に残ったものと思われる。

夕方の分科会セッションの後､過去の参加者とキャリア

について懇談するCareerMentoringNight企画が催された。

新旧のJASCerが会する光景は、日米学生会議の歴史の長

さを感じさせた。ホステルに戻った後は、参加者が思い思

いのトピックについて語るスペシャルトピックの時間が

設けられた。
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8月5日

ワシントンD.C.サイト折り返し地点のこの日の午前は、

それまでの疲れを癒し次の企画に臨むための休養時間と

なった。参加者は不足がちな睡眠時間を補ったり、あるい

はホステル付近の博物館やショッヒ°ングセンターを散策

したりと思い思いの休養時間をとった。

午後からは、前夜懇談した過去のJASCerらを招いた分

科会セッションを行い、夕方からはアメリカ側のJASC賛

助者らとの懇親会が行われた。
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第3章 本会議・サイト活動

8月6日

この日は参加者が待ちに待ったワシントンD.C.の観光

を行った。午前中は、アメリカンインディアン（ネイティ

ブアメリカン）の資料館を訪れ、来るべきオクラホマサイ

トのための準備を兼ねた観光となった。

午後はD.C.の誇る博物館地区の自由散策となり、アー

トの博物館に行くもの、航空博物館に行くもの、あるいは

戦争資料の施設に足を伸ばす者もあった｡夕暮れ時からは

チャーターしたバスでD.C.を回りながら、キング牧師が

あの有名すぎる"Ihaveadream"の演説をしたLincoln

Memorialや、朝鮮戦争やベトナム戦争、あるいは第二次

世界大戦で戦った人々を祈念したメモリアルを訪れた。
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8月7日
遇

〆
実質上D.C.サイト最終日となるこの日の午前は、世界

中の貧困国への支援活動を行っている世界銀行を訪問し、

その活動内容のブリーフイングを受けた。

その後あわただしくAmericanUniversityに移動した

JASCerが次に参加したのはConnictResolutionForumであ

る。このフォーラムは、世界中で絶えず起きている民族紛

争の原因を参加者一同が考え､解決への糸口を探るきっか

けを作るものである｡参加者はまず小グループに分かれて

「紛争とは何か？何故起きるのか？」「アイデンティティ

とは何か？多様性とは何か？」についてのディスカッショ

ンを行った。その後アメリカ国務省アフリカ局のAnyaso

氏らによるパネルディスカッションが行われ､軽食のレセ

プションの後に「NGOを始めるためには？」といった題

でグループディスカッションが持たれた｡紛争の原因分析

から解決策の模索まで､大変に充実した内容に参加者は新

しい価値観を見出した。
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8月8日

1
飛行機の関係で深夜2時､参加者は次のサイトであるオ

クラホマに向け、充実したD.C.サイトを後にした。
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第3章 本会議・サイト活動

ワシントンD.C サイト 参加者日記

cGTheearlybirdgetsawonn.''なんて諺があるけれど、ワシントンD.C.を後にする我々ジヤ

パデリの朝はとても早くって、具体的に言えば朝の2時に起床せねばならず、2時に起き

るということは従って、厳密に言って寝ているかどうかさえ不明なのだけど、その辺の神

学論争には立ち入らないようにして、8時出発をいいことに隣で大の字になっていびきをか

いてるPhilipVuの脚を軽く蹴飛ばしつつ同時に寝ぼけて頭の回らない自分自身をパッキン

グしてしまわないよう気をつけながら、なかなか来ないエレベーターがやっとのことでス

ーツケースを階下まで運んでいくのを見届けた後、時間通り来たバスに満を持して乗り込

んだ。空気に炭を溶かし込んだような漆黒の闇の中を1時間弱かけて空港まで走るバスの

座席で思い出すのは、思い出として整理されることを頑に拒みながら生起し続けるD C・で

の出来事の数々で、それは日米中の知性が集う熱い熱いトライラテラルフォーラムだった

りホステルを満たしたあの香ばしいお好み焼きのにおいだったりリンカーンを背にした息

詰まる接近戦だったりするのだけど、自らの思いを思い出として人類普遍の文字という媒

体を通じて綴り、可視化するなかで総体という名の波に洗われ失われていく断片もきっと

あるんだろうな、なんて考えているうちに定員100名弱の小型旅客機は既に僕らをオクラ

ホマの大地まで運んでいたことを、目の前の客室乗務員の笑顔は知らせていた。

40度を超える気温も湿度が無ければ存外涼しいことは大きな発見で、オクラホマの光る

風を全身に感じながら実りも多いけれど過密なスケジュールから逃れられたことにほっと

一息ついて部屋に戻るとルームメイトとして僕を迎えたのは何を隠そうPhilipVuで、妙な

気を利かして夜間部屋を空けてやるといってニヤリと笑う彼とJASC本来の意義を巡って

拙い英語を駆使して稻々と討論した僕は歓迎レセプションを終えると早速Comellから温め

ていたタレント・ショウの内容を具現化させるべく相棒LuCasの部屋のドアを叩いた。準備

は踊りされど進まず､結局徹夜することになった僕らはearlybirdsにはなれそうも無いけれ

ど、一晩中練りに練った脚本で臨む明日のタレント・ショウはきっとコップの外にも大き

な嵐を巻き起こすにちがいない、そんな夢とも妄想ともつかない思いに火照った体で寝返

りを打って、白みつつある空にお別れすべくそっと目を閉じた。

（第58回日米学生会議参加者高井竜輔8月8日日記より抜粋）
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第3章 本会議・サイト活動

オクラホマサイト

(2006年8月8日～8月13日 オクラホマ州ノーマン、オクラホマ大学）

第58回日米学生会議のサイト決定の基準は、アメリカの政治を見ること、経済を見るこ

と、そして多様性を見ることであった。4サイト目となるオクラホマはジャクソン主義に追

われたチェロキー族他多くのネイティブアメリカン部族が辿った涙の旅路の終着点であり、

現在なお全米で最もネイティブアメリカンの多い地域である。会議参加者はオクラホマに

おいて数々のネイティブアメリカン資料館を見学、また彼らの祭典にも参加し、超大国に

おける少数民族のあり方を学んだ。また、全国的にもキリスト教の影響が強いこの地域に

おいてホームステイを行い、ホストファミリーと一緒にミサに参加することで、人々と宗

教の関わりについて学んだことも意義ある経験だったと言えよう。

8月8日

飛行機の関係でアメリカ側参加者より先に到着した日

本側参加者を迎えたのは、摂氏40℃ほどにもなる灼熱と、

乾燥した空気、そして果てしなく広がる地平線である。東

西海岸の大都市は日本人にも割合なじみの深い場所であ

るが､伝統的にキリスト教保守層の多いここ中部オクラホ

マは､参加者にとって東西海岸とは違ったアメリカ像を見

せることになる。

アメリカ側参加者の到着後､ホストとなるオクラホマ大

学関係者及びオクラホマの市民活動リーダーMollyShi

Boren氏、オクラホマ大学のアジア研究者であったSydnie

Brown氏らを招いたレセプションを行った。

レセプション後､参加者はグループに分かれて翌日に迫

ったタレントショーの練習を行った。
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8月9日

午前中の分科会セッションの後に行われたのが、

ContemporaryNativeAmericanandlndigenouslssuesForum

である。このフォーラムでは、オクラホマに住む数多くの

ネイティブアメリカン部族の構成や文化､歴史などを実際

に部族の方をお呼びして学んだ後､ネイティブアメリカン

の独自の教育システムや医療システム､またビジネスなど

について将来の展望を伺った｡他民族の移民国家アメリカ

においてマイノリテイとマジョリテイの共存のあり方を

鍵
篝

ヨ

鯉

「

■』凸
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第3章 本会議・サイト活動

学んだ事は､現在世界中で起こり続ける民族問題を考える

糸口になるものであろう。

4時間に及ぶフォーラムの後は、参加者が時間のない中

準備を続けたタレントショーの本番である。タレントショ

ーは近年の日米学生会議で継続して行われている企画で

あり、参加者がそれぞれの特技をステージで披露するもの

である。今年のショーでは、手品を披露するもの、組体操

を披露するもの、歌を歌うものや踊りを踊る者などもお

り、中盤を迎えた会議において、参加者はお互いの新しい

一面を発見した。
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8月10日

この日はウイチタ自然保護区と付設博物館の見学に始

まり、ネイティブアメリカン各部族の歴代の長の胸像など

の見学(ディズニーアニメで有名なポカホンタスの胸像も

あった）を行った。夜にはネイティブアメリカンをテーマ

とする祭典に参加し､お祭りの雰囲気を楽しみながらネイ

ティブアメリカンの歌や踊りを見学した。また、祭典主催

者が日米学生会議参加者も一緒に踊ることを呼びかける

という嬉しいハプニングもあり、大地のエネルギーを呼び

込むというPowWowの踊りに日米の学生が参加した。
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8月11日

オクラホマにおける有名な事件に､連邦ビル爆破事件が

ある｡この日の午前は、アメリカ国内にも多種多様な価値

観が存在する事実をまざまざと見せ付けたこの事件の現

場に足を運んだ｡併設されている爆破事件資料館の天井に

は、広島でも見るような千羽鶴も飾られており、いかに価

値観が多様といえども多くの命が一瞬に失われることの

悲しみが世界共通である事を知った｡続いて正午にかけて

MemoriallnstimtefbrthePreventionofTerrorismにおいてブ

リーフィングを受け､現今のテロ形態の変化と対応策を学

んだ。また、オクラホマ州議会を見学、また西部開拓時代

のカウボーイ資料館も見学した。

夜にはオクラホマシティのダウンタウンで自由時間と

なり、買い物に奔走する者、また21歳以上の参加者は久

しぶりにお酒を飲むなど思い思いの時間を過ごした。
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第3章 本会議・サイト活動

8月12日

この日は午前午後の分科会セッションの後､ホームステ

イを行った｡ホームステイは日米学生会議において継続的

に行われている企画であるが、第58回会議ではアメリカ

市民と宗教の関わりを体験するために、FirstBaptist

ChurchofMoore，St.ThomasMoreCatholicChurch、St.John

MissionaryBaptistChurch、NewLifeBibleChurchの四つの

教会にお願いし､教区のホストファミリーを紹介して頂く

形を取った。会議中唯一、参加者がはなればなれになる夜

に不安と期待の入り混じった表情でそれぞれのホストフ

ァミリーとオクラホマ大学大学寮を去っていった。

デ

…

甑当

画

？ 『

8月13日

ロ
この日は前日宿泊させて頂いたホストファミリーと一

緒に集会を体験する日である。日本における、静かに祈る

キリスト教のイメージと異なり、体を揺らしながら熱唱す

るタイプの集会をホストファミリーと体験することは､新

しい形の宗教を参加者に見せることとなった。

夕刻に参加者全員が大学寮に戻った後､分科会セッショ

ンと全体リフレクションを行い､翌日に迫ったサンフラン

シスコへの移動のために早めに就寝する日となった。

畿
画｡

心』
！

■I ﾛ宵，

オクラホマサイト 参加者日記

この日JASCersはホストファミリーと共にFirstBaptistChurchofMoore,St.ThomasMore

CatholicChurch&SmdentCenter,St・JohnMissionaryBaptistChurch,NewLifeBibleChurchの

四つの教会に分かれ､午前中のサービスに参加した｡私はBuddyと共にNewLifeBibleChurch

を訪れ、ここでの体験は私の教会のイメージを大きく変えるものとなった。

"Forpeoplewhothoughtthey'dneverlikechurch(教会を好きになれないと思っていた人のた

めに)”というモットーを掲げるNewLifeでは、朝の11時頃からサービスが始まる。服装

は自由であり、多くの人は半ズボンにTシャツ、靴はサンダルを履いている人が多い。講

堂に入ると前のステージでは教会のロックバンドがポップな音楽を演奏し、皆立ってリズ

ムに手を合わせながら、体を揺らせて歌っていた。一時間のサービスのほとんどは、こう

して皆で歌を歌うのだが、途中で10分程のドラマが組み込まれている。これは子供から大

人のボランティアの方々が毎週一緒に演じており、毎週の聖書のVerSeをより身近に感じら

れるように、私達の生活の中の例をおもしるおかしく、時には感動的に描かれているので

ある。サービスの後は、皆で持ち寄った食べ物を分け合い、一緒にお昼を食べた。初めて
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第3章 本会議・サイト活動

出会う人もお互いを笑顔で迎え、「こんにちは。お元気ですか｡」と声をかけていたのがと

ても印象的だった。また、サービスの始めに「今日は日米学生会議からのお友達も

Welcome!!」と大きな拍手で迎えて下さったことも印象に残っている。

NewLifeでは自由さ、そして聖書をいかに自分の生活に結び付けて考えられるか、更には

コミュニティーの大切さが強調されていたように思う。めまぐるしく変化し、忙しさに追

われる現代、このような自分に合った関わり方を選べ、自分の生活と結びつけやすい形式

のサービスを行う、新しいタイプの教会が益々主流になってくるのだろうと感じた。

（第58回日米学生会議参加者 廣瀬裕子8月13日の日記より抜粋）

サンフランシスコサイト

(2006年8月14日～8月21日カリフォルニア州サンフランシスコ）

第58回会議最後のサイトとなったサンフランシスコは、近隣にスタンフォード大学、シ

リコンバレーを擁する西海岸の中心都市の一つである。ニューヨークシティで実施できな

かった企業訪問がようやく実現し､最先端IT企業であるAdobe社や日系企業のZermrinUSA

など、多くのリーディングカンパニーの現場を体験した。最後の3日間では、それまでの

会議活動の成果を発表するFinalForumを行い､新実行委員の選挙の後、日本人街にてCIosing

Ceremonyを行った。

8月14日
- ,

-

ー
－

弓 II-Iマ＊魂、

一

始まる前は長いと思われた一ヶ月の会議も､いよいよ最

後のサイトとなった｡灼熱のオクラホマとはうって変わっ

て､アラスカから流れ込む海流のため厚手の上着無しには

過ごせないサンフランシスコであるが､その気候の幅の広

さもまた国家の地理的な大きさを教えるものである。

到着した参加者は､サンフランシスコ日本総領事館にお

いて、山口主席領事主催の歓迎レセプションに参加し、会

議の成功への激励を受けた。
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8月15日

この日は終日、分科会毎に、近郊にあるAdobe、NASA、

IntemationalForumonGlobalizationなどの企業､機関､NGO

を見学した。

夕方からは、サンフランシスコ市街地中央にあるUnion

Squareにおいて、会議期間中通して練習してきたJLP企

画、よさこいダンスを日米双方の参加者で披露した。
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第3章 本会議・サイト活動

8月16日

この日は､かつてアジアからの移民の受け入れ処理を行

う施設のあったAngellslandを観光した｡Angellslandは現

在では、半日で登れる手ごろな山と、太平洋を遠望する景

観とで風光明媚な観光地として知られており、近くにはシ

ョーン・コネリー主演の映画、「ザ・ロック」で有名にな

ったアルカトラズ島がある｡参加者は西海岸の爽やかな空

気と景観にリフレッシュし､二日後に迫った一ヶ月の成果

発表会に気持ちを切り替えることになった。

8月17日

この日は終日、明日に迫ったFinalForumの準備のため、

港湾地区のFerryBuildingにおいて分科会に分かれた準備

を行った。

8月18日

話

鰐：
L蕊”鎮溌ル 趣．』

一

この日はいよいよ､各分科会の一ヶ月に渡る議論の成果

や各サイトでの概要を発表するFinalForumである。San

FranciscoPublicLibraryに集まった参加者は、第二次大戦

時の日系移民収容所の生き残りであるMasayeNakamura

による現今の日米交流に対するスピーチの後に､それぞれ

の成果を発表した。

無事に大役を果たした参加者は､夕刻から海岸でバーベ

キューやサッカーなどでリラックスした時間を過ごした。
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8月19日

第58回会議自体の企画は前日のFinalForumで終了した

が、参加者には重大な仕事が残っている。来年2007年に

日本にて開催される第59回日米学生会議の実行委員を決

める選挙である。早朝からLGBTセンターに集合した参

加者は、前日夜までにノミネートされた候補者の、会議へ

の感謝や将来の会議への情熱の詰まったスピーチを元に

新実行委員を決定する投票を行った。

開票・結果発表の後の自由時間では、サンフランシスコ

市街を思い思いに散策する者がいる傍ら､新実行委員会メ

ンバーは早くも来年の会議についての激しい議論を始め

た。
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第3章 本会議・サイト活動

8月20日
E 一

この日も前日に引き続き、新実行委員は第59回会議の

企画に、他の参加者は自由時間となった。

夕刻からは、サンフランシスコ日本人街にあるJapanese

CulmralandCommunityCenterofNoIthemCalifbrniaにおい

てCIosingCeremonyが行われ､参加者は互いに一ヶ月の思

い出を語り合い､惜しみない感謝の言葉を交換した｡また、

1ケ月かけて日米双方の参加者により作成された58th

JASCテーマソングと、第2回会議で作詞作曲されたもの

の一時歴史に埋もれていたオリジナルのJASCテーマソ

ングを合唱した。ホステルに戻った後も、参加者は最後の

夜を語り明かした。
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8月21日

第58回日米学生会議も遂に終わりの日を迎えた。早朝

日本側参加者の出発の時間にはアメリカ側参加者が総出

で見送りをし、ホステル前で泣き崩れる者、再会を誓い合

う者などもあった。しかしながら、別れは別れであって

も''Goodbye!''の言葉より''Seeyouagain!''の言葉が圧倒的

な様子は､たとえ距離が離れようとも友情は変わらないと

いう事をそれぞれの参加者に確信させた。

一

サンフランシスコサイト 参加者日記

8月20日（日）、JASC終了の一日前である。早朝からサンフランシスコにあるタワーに昇

り、日の出を見るという企画があったが、霧のため中止になってしまい大変残念であった。

朝食を済ませ、近くのGlideChurchへ出かけた。ステージ上にはバンドや大人数のコーラス

が迫力の歌を繰り広げていた。井上委員長と話していたのは、アメリカはご存知の通り競

争社会であるが、教会という地域コミュニティーを通して、恵まれない人への援助や、子

育て支援、医療援助というものがある。日本にはそういったものはあまり無い状態である。

教会のような地域の助け合いという基盤が無い中で小さな政府を目指していって果たして

大丈夫なのだろうか。

夕食までは基本的にフリータイムだったので街へ出かけたり、ショッヒ°ングに繰り出し

たりと、皆思い思いの時間を過ごしていた。自分はアメリカンフードに別れをつげるため、

カフェでフィラデルフィアステーキ・サンドイッチを堪能したり、皆へのお礼の手紙を書
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第3章 本会議・サイト活動

いたりとリラックスタイムを楽しんだ。

夕方6時より本会議のクロージングセレモニーが行われた。約一ヶ月過ごした仲間と別

れるのは寂しいが、ここまで皆で頑張って来て良かった、という充実感がいっぱいだった。

59thJASCの実行委員から次回会議の概要が説明され、このJASCはもつともっと良くな

るという期待感を抱かせるものだった。これで終わりではなく参加者皆にとってJASCは始

まったばかりなのだ、ということを感じさせるセレモニーだった。

(第58回日米学生会議参加者 安田立8月20日の日記より抜粋）
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第4章 分科会活動

分科会活動とは
日米学生会議では、日米の両実行委員長を除く全ての参加者が、現代社会のトピック

に即して設置された分科会に所属する。分科会活動では、日米双方の参加者により、ト

ピックに関連する事項の情報交換やディスカッションを行うなど、日米学生会議の中核

となる活動の一つである。また、第58回日米学生会議では各分科会がその活動成果

を''TangibleResult''をキーワードとしたファイナルプロダクトにまとめ､本会議最後に設

けられるファイナルフォーラムで発表を行った。

第58回日米学生会議で設置された分科会は下記の7つである。

外交と国家ブランディング

NationalldentityandlntemationalPerceptions

開発：貧困と発展

IntemationalDevelopment:PovertyandProgress

科学技術と社会

ScienceandSociety:Thelmplicationoflnnovation

市民参加の発展と非国家主体

TheEvolutionofCivicParticipation:Non-StateActorsandTransnationalPolitics

多国籍企業とピジネスモデル

DesigningaGlobalCompany:ResponsibilitiesandStrategies

多文化主義とマイノリティ

GlobalMobility:MulticulmrallssuesandCommunityBuilding

文化とアイデンティティ

GlobalSubculmre:Creationof"Reality''inlmaginedCommunities

本章では、これらの分科会における活動の様子を紹介する。

第58回日米学生会議 日本側報告書38



第4章 分科会活動

外交と国家ブランディング
分科会メンバー

鯵
も
●

鷺
司

生板沙織＊

LocVan*

佐藤友紀

真田雄太

須藤淳

王雄撲

TiemyAhrold

KarenthDworskv

PatrickSheridan

ErikaSIoan

(*印は実行委員を示す）
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分科会設置の目的

市場や文化が交錯するグローバル化した世界では、「国家のブランド」づくりが国家の

「アイデンティティー」を保持ないし主張するための必要不可欠な手段となっている。

政府、多国籍企業、草の根団体、そして個人がこの注目深い領域にますます関与してき

ている。本分科会では、国家のアイデンティティーはどのように形成されたのか、その

歴史を分析し、国家が対外認知度を改善する方法について考察する。現在の日米両国ま

たは日米関係のイメージが与える影響を中心に、クール・ジャパン現象や日本文化のマ

ーケティングが国家のイメージ戦略にどのような役割を果たしているのか、または開発

途上国における米国産ラベルの普及にはどのような意味があるのか、などについて議論

する。

事前活動

事前ミーティング

事前ミーティングは2回設け、ペーパーの書き方や内容について討議を行い、後

述するTAC勉強会などの準備についてお互い意見を交換し合う場であった。

防衛大学校見学

毎年恒例であるJASCの全体行事として防衛大学校見学を行った。そこで、太田文

雄教授(安全保障・危機管理教育センター長)による講義を始め、参加者と防衛大学校
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の学生が分科会ごとに様々なテーマについてグループ討議を行った。NIIPでは『日

米同盟と東アジア安全保障」について討議を行った。東アジアの安全保障に関して、

米国は「アメリカは一翼を担える」と主張するが同地域において、米国は何ができ

るのか？また、日本はどのように対応するべきか？などの問いかけに思考を巡らし

た。

東京アメリカンセンター公開セッション

「アメリカは日本で広報文化外交をする必要があるのか？

－いかにして若者を引き付けることができるのか－」

【日時】6月27日（火)18時～19時半

【場所】東京アメリカンセンター(TAC)

パネリスト：米国大使館広報担当公使 WilliamM.Morgan氏

慶應義塾大学環境情報学部教授 渡辺靖氏

第58回日米学生会議参加者 佐藤友紀

モデレーター： 第58回日米学生会議実行委員 生板沙織

本分科会事前活動において最大のイベントであったTACでの勉強会は、パネルデ

ィスカッション形式で行われ、約50名を招待し開かれた。パネルディスカッション

後は質疑応答の時間を設け有意義な時間であった。

小論文の作成

日本、米国または同盟国として与える印象について、扱う地域を東アジアと中東

地域に焦点を当て、論文を作成した。日本側参加者の論文のテーマは以下の通りで

ある。

・佐藤友紀''ThelmplicationofJapanesePolicyintheMiddleEast''

・真田雄太66TheRoleofSofi-PowerinJapan'sForeignPolicy''

・須藤淳 66NationalBrandandPerceptionsThroughPolicieJ

・王雄撲 66Korea'slmageofJapanandUSA:ExploringitsEffects

ontheBilateralRelationship''

・生板沙織6GJapan'sPotentiallyEffectiveSourceofSofiPower:
ワツ

theDeploymentoftheSelfLDefenseForcesOverseas

本会議中の活動

分科会ディスカッション（以下RT)は本会議中計10回に渡り行われ、その他にもプレ

ゼンテーションの準備時間や臨時ミーティングを設け、積極的に取り組んだ。

第1．2回のRTでは、メンバー間の意見を共有するために、事前活動で書き上げた論
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文を各自発表、質問を行った。国家ブランデイングに対するアプローチも「政策」「観光」

「企業」など多岐に渡った。その後のRTでは、分科会のファイナルプロダクトとして何

ができるかを話し合い、試行錯誤を経た上で最終的に「トライラテラルフォーラムの促

進」に決定し、役割の分担やスケジューリングを行った。（詳細は後述）

ファイナルプロダクトと平行して、積極的にディスカッションを行ったのが我々の分

科会の特徴である。ファイナルプロダクトと直接的に関係はないが、対外認知や国家ブ

ランディングに関する議論をできるだけ多く行った。これは日米学生会議という「最高

の議論の場」を活かすためにも必要だというメンバー全員の意見で行われ毎回活発で新

鮮な議論となった。「靖国問題」「自衛隊と憲法9条」「日米同盟」「イラク派遣」などを

テーマとして取り上げ、メンバー間でも異なる意見を交換し理解を深めた。靖国神社と

アーリントン墓地を比較するというアメデリならではのアプローチも見られ、刺激的で

あった。

また、本分科会トピックを考える上で鍵となる「対外認知」に大きな影響を与えるメ

ディア関係者へのインタビューも試み、ワシントン，.C.サイトにおいて時事通信の記者

の軽部謙介氏、インディアナ州のローカル紙の新聞記者のSylviaSmith氏、またバングラ

ディシュからの新聞記者のArshadMahmud氏と会談を行った。メディアという視点から

様々な事項について、RTメンバーから活発な質問がされた。

このような分科会活動を通して、互いの知識を交換するだけでなく、国家ブランディ

ングに対する新しい考えを得ることができた。

ファイナルプロダクト

今までの議論を通して、JASCの様な個人レベルの対話の機会を与える交流は大変重要

であることは明確であった。しかし、私たちの見解では、日米関係は多くの問題を抱え

ると同時に、これまでにない程、人的交流は盛んに行われており、対話の機会も多い。

学生の留学や、地域間の交流も活発に行われている。

しかし、日米は、東アジア地域、特に中国・韓国との対話の場は多く設けられている

だろうか、という疑問が議論中に挙げられた。

そこで、私たちはJASCを通して如何にして他者を理解し、偏見の溝を埋める事が出来

るかを考えた。特に、今回のJASCを通して私たち自身が、お互いに対する偏見や、先入

観を取り除き、また正しく理解することが出来たように、トライラテラルフォーラムを

通して東アジアに対する正しい理解を促進することは、非常に意義のあることだと考え

ている。JASCにおいて、そのような交流の機会を設けることは、今までの歴史あるJASC

により革新的な一側面を付加し、JASCそのものの魅力を強化することになると言えよう。

これらの主張を、より具体性のあるものにするため、未来の実行委員（以下)ECがより

充実したJASCを作る際に手引きとする、ノウハウが詰まっているECマニュアルに着目
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した。私達は、今まで話し合ってきたトライラテラルフォーラムの重要性を主張し継続

を促す、新たな章を設けることにした。

新たな章は、まずJASC中のトライラテラルフォーラムの必要性を考察し、ECの担う役

割の大きさを明確にした。次に昨年から行われているこのフォーラムが、どのようなプ

ロセスを経て行われたのか、どのような内容であったのか、また反省点を述べた。そし

て、今回のトライラテラルフォーラムに参加した4名の中国デリゲートや、JASC参加者

へのアンケートを基に、印象に残った点や、改善点などを記している。ここでは、外交

上よく見られるような硬い言葉の感想ではなく、素直に心から出たメッセージや、より

多くの交流の機会を期待するといった積極的な意見が見られる。更に、私たちの分科会

の主張が、より広く支持されることを示すために、国際交流に従事しておられる方々か

らのサポートメッセージを掲載した。JASC期間中という限られた時間でメッセージを得

ることが出来たのも、フィールドワークで伺った時事通信の方々の協力や、各大学機関

の方々の迅速な対応のお陰である。そして、来年のトライラテラルフォーラムに向けて、

教育機関のコンタクト先などを記している。企業からのサポートを得たり、先輩方から

の支援を得たりすることの重要性も指摘しており、アメリカ、日本における企業へのア

プローチ方法についても触れている。

また、私たちの分科会はJASC本会議中、比較的順調にディスカッションを行い、掲げ

られていたTangibleResultの作成の他にも、興味関心がある事柄についてフリーディ

スカッションに時間を割くことが出来た。結果的にはこの時間が、メンバー間の先入観

や偏見を取り除く機会となり、また様々な環境でこれまで過ごしてきた我々の価値観を

シェアし、互いを理解する機会となった。この時間が私たちに、より多様性のあるメン

バーと、議論をしてみたいという思いを抱かせてくれた。

分科会メンバーが独自の分析を行い、どの様な情報が将来のECにとって有益となるか

を考えた末に､完成したのが上記の内容を踏まえた7ページに及ぶ我々のTangibleResult

である。
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開発：貧困と発展
分科会メンバー

国松永喜＊

Ken-ChengHsiang*

川口耕一郎

長崎智裕

廣瀬裕子

安田立

RisaAbe
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KendallJackson

PhillipVu

(*印は実行委員を示す）

分科会設置の目的

貧困は飢餓と密接に関連し、世界では3秒に1人の割合で子供たちがその幼い命を

失っている。成す術もない貧困状態は人の心を蝕み、時にテロリズムを誘発する。昨

今、国際会議では貧困問題の解決が急がれているが、今なお多くの人々はその問題か

ら目をそらし続けている。日米二大大国の中にさえ貧困は存在する。しかし、途卜国

における貧困はより深刻で広範囲に及び、発展の大きな障害となっている。このよう

な貧困問題に対して、途上国はどのように対処していけばいいのだろうか。当分科会

では、貧困の根絶と環境に配慮した持続可能な開発を達成するためには、どのような

国際的枠組みが構築されうるかについて検証した。

事前活動

開発分科会は、5月の春合宿から本会議までの約3ヶ月間、厚生労働省やUNICEF、

SHAREなどからレクチャーを受け、政府、国際機関、市民社会という異なる視点から貧

困問題を探った。分科会の目標としてこれらのアクターの協力体制であるグローバ

ル・フレームワークを提案し、それをWeb上に公開することを掲げると同時に、ケー

ス･スタデイーとしてHIV/AIDSを取り上げることを決定し､アメリカ側参加者に提案、

そして合意した。参加者各自がミレニアム開発目標(MDGs)の一つに沿ったRTペーパ

ーを執筆し、開発の様々な分野における各アクターの機能を探り、本会議に挑んだ。

ペーパートピックはそれぞれ、国松永喜…WaterandSanitation、川口耕一郎…

ProvidingPrimaryEducationinDevelopingCountries、長崎智裕…TheRoleofCivil
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SocietyinCombatingHIV/AIDS、 廣瀬裕子…FairTrade-TheAlternativeTrade

Network-、安田立…MigrationofHealthWorkersであった。

また、事前活動の一環として下記機関を訪問し、意見交換を行った。

【フィールドワーク先一覧】

C-faフォーラム、外務省、エクマットラ、UNICEF、HAATAS(国際保健協力市民の会)、

厚生労働省、アフリカ日本協議会、SHARE(国際保健協力市民の会)、

在タンザニア日本大使館専門調査員

本会議活動

本会議では分科会ミーティングが十回行われた。最初のサイト、コーネル大学での

三回は自己紹介、これからの方針決め、各自が作成したペーパーのプレゼンという形

でスタートした｡場所をワシントンに移してからの三回はHIVをモデルケースとして、

貧困解決のためのglobalframeworkについてのdiscussionを進めた。また、ワシン

トンD.C・では議論を深めるためのフィールドトリップとして米州開発銀行

(Inter-AmericanDevelopmentBank)を訪れた。オクラホマからサンフランシスコでの

最後の四回は「なぜ途上国への援助をする必要があるのか｣、「なぜ援助をする際にア

クター間の連携が必要なのか」といった根本からのdiscussionをし、global

framework作りをより一般的なレベルで話し合った。また、サンフランシスコではフィ

ールドトリップとしてInternationalForumonGlobalizationというシンクタンクを

訪問した。最後のForumでは約一ケ月間取り組んできた成果をぐっと凝縮して発信で

きたと思う。

ファイナルプロダクト

当分科会では、議論の成果を開発憲法として集約し、さらにWebを作成した。報告

書では紙面に限りがあるので、憲法の要約版を掲載するが、前文、宣誓を含めた憲法

の全文（英語）はwebに掲載する。

WebのURL…http://www・internationaldevelopment.bravehost.com/

ブログのURL…http://www.jasc58thdevelopment.blogspot.com/

【開発憲法】

第1章 先進国

第1条発展途上国へのODAを増加し、途上国の債務を軽減する。本用件は開発援助のグロー

バルフレームワーク構築に向けての前提となる。

第2条専門知識の共有を通して、発展途上国における人的資源の向上にむけて積極的に関与

する。先進国の人々はグローバルコミュニティーの一員としての自覚を持ち、途上国
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を訪問する、または現状を考察することが望ましい。

第3条発展途上国の発展に寄与するために知的財産権の規制を緩和する。特に伝禦

治療薬の普及に向けて、先進国による厳格な規定は修正する。

第2章 発展途上国

第1条国民の利益を第一に考え、深刻な国内における課題に積極的に取り組む。

開発援助のグローバルフレームワークにおいて、主導的な立場を取る。

第2条国際社会に閉鎖的な姿勢を改め、政治の透明性を確保する。

第3条政策の責任の所在を明確にし、アカウンタビリティーを向上させる。

第3章 国際機関

第1条国際条約を通して、先進国と発展途上国の政府間の関係を促進させる。

第2条各国の多様な利益を反映させる。

第3条各アクターの関係を促進し、開発援助の状況の監視を行なう。

第4章 市民社会

第1条開発援助のグローバルフレームワークにおいて、実際の計画の履行を草の根l

で主に担う。

第2条NGOの活動に見られるような、国境を超えた活動を行なう。

第3条草の根レベルの活動を通して、途上国の現地住民の声を反映させる。

第5章 企業

第1条利益創出を絶対的な動機とするのではなく、自らの社会的な責任を認識する。

第2条途上国の長期的な経済発展につながるような、投資を行なう。

第3条途上国における労働条件の改善、環境に対して配盧する。

特に伝染病の

実際の計画の履行を草の根レベル

【Web】

開発における各アクター間の連携

｜

’ 璋塞鐸鍔

市星善一

開発における各機関の連携の概要

全機関共通の責任

①開発において途上国が主導的な役割を担う
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②社会全体に長期的な影響力を与える事業の遂行

③各機関と事業の責任と透明性を向上させるための評価制度の構築

④固有の文化の維持と人権、環境保護

各機関の責任

先進国 発展途上国

①途上国への援助(ODA)の増大 ①現状に応じた政策の優先順位の決定

②途上国との専門的知識の共有 ②国家の発展への決意

市民社会

①開発分野の連携と個別の事業の遂行と有効性の監視

②途上国における地元住民の利益の反映

国際機関

①個別の機関間の連携の促進

②多様な利益の政策への反映

分科会活動の報告を終えるにあたり

-J45℃，を源して掌ん/たごと､そしてごﾉz"からの人生におし)て実窮したいこと－

貧困とは一体何を指すのだろうか？議論が抽象論に陥るのが目に見えていたので､あえてその議題を取り上

げないようにしながらディスカッションを進めた。それは、私が当分科会のコーディネーターという立場にあ

ったということ､そして第58回日米学生会議の達成目標がTangibleResultを残すことであったということで、

途中で議論が雲散霧消してしまうことはどうしても避けたかった。しかし、だからと言って私が長い間抱き続

けてきたその疑問が消えるわけはなかった。途上国への旅を通して、日本の中の貧しい地域へのフィールドト

リップを通して、映画や書籍、NGO活動を通して、貧困とは何なのかの答えを探していた。しかし、どんな

にあがいてもその答えは“見つからなかった"・いや、正確に言えば、“見えなかった"。それは、私自身が貧

困状態にあったからだ。

しかし、今私はアジアのある街を旅していてその答えの一端を見つけた気がする。途上国では、子供たちが

当然のように毎日働いている。同じ仕事をしていても、見ているだけで彼らの将来を案じてしまい、こちらま

で悲しくなってしまうような子もいれば、貧しいことには変わり無いのに、笑顔がとても素敵で周囲に元気を

与える子もいる。全ての人間に平等にチャンスが与えられればいいと思う。しかし、現時点のそれができて

いない状態では、貧困であるかどうかを半|j断するのは自分自身ではないだろうか？

先に私自身が貧困状態にあったと述べた。それは、日本という世界でも類稀な豊かな国に生まれ育ったとい

う幸運に恵まれたにも関わらず､常に何かに飢え､何かを食欲に求めていたからだ。このことがわかった今は、

自分の現在の境遇全てに感謝して毎日を精一杯生きたいと思う。貧困問題に関心がある無しに関わらず、また

開発に携わるかどうかに関わらず、恵まれた人間がその生命を最大限に燃焼させることはひとつの義務ではな

いかと思う。この考えはノプリーズオブリージュとは異なる。私のこの意見には多分に反論もあるだろうが、

私はこれからの人生をそのような使命感をもって懸命に生きていこうと思う。それが第57回日米学生会議参加

者として選ばれ、第58回日米学生会議の実行委員として選ばれた自分が、これから社会に還元していくべき責

任を果たすことだと考える。 （分科会コーディネータ国松永喜）
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科学技術と社会
分科会メンバー

’
井上雅章＊

StantonLawver*

池田早紀

小迫由衣

永田隆介

宮崎あゆみ

CasevSamulski

ElissaFurutani

LucasHannell

PaninyaMasrangsan

(*印は実行委員を示す）
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分科会設置の目的

本分科会では、春合宿でのミーティング及びアメリカ側参加者との調整の結果、技術の発展が人間

の思想や社会システムに直接影響を与えかねないバイオテクノロジーに着目し、分科会で直接扱う分

野を「生命倫理」分野とした。古来、人間の体は行為や権利の主体であり、その人格と不可分の関係

にあった。しかしながら現在では、人工的な受精や臓器の移植、人類の設計図をタンパク質という物

質にまで還元してしまったDNA解析、出生前の受精卵を操作することで可能になると言われる再生

医療など、人間の部品が、その人格と別離した形で権利の客体として扱われている。

「何が人間を人格たらしめるのか？」、「人間の構成物はどこまで「部品」として扱ってよいのか？」

などの問いに対しては明確かつ統一された見解は未だ得られず、また宗教などの価値観の根幹に関わ

る分野であるために、近い将来統一見解が得られる見通しもない。この統一見解がないために、アメ

リカ合衆国では中絶を行ったクリニックが爆破テロの対象になるなどの事件も起きている。

本分科会では、臨床医療の場において、新しい技術が社会に混乱をもたらすことなく利用されるた

めのフレームワークを考えた。また、その過程で日米問の生命観の差に触れることも目的とした。

事前活動

赤林朗東京大学教授訪問

東京大学で開講されている生命・医療倫理人材養成ユニット(CBEL、参考URL:

http://square.umin.ac.jp/CBEL/about.html)において中心的な活動をされている赤林朗教授を訪

問した。参加者は、生命倫理に属する諸問題の例示、脳死移植の実行の可否を決定する審議の様子
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などについてブリーフィングを受けた後、開講されていたCBELの講座を見学した。CBELの講座で

は、医学系研究者をはじめ、病院関係者、弁護士、また一般の社会人が参加しており、生命倫理関

連の諸問題におけるロールプレイなどを行っている。医者や患者、その家族と、医療に関わる全て

の人間を入れたロールプレイからは､脳死移植など生命倫理に属するとされる問題が単一の解決策

を持つものではなく、関係者全ての合意を取りながら順次進めていかねばならないという印象を得

た。

西川伸一教授勉強会

西川伸一理化学研究所、発生・再生科学総合研究センター教授にお会いした。西川教授はES細

胞などを用いた再生医療の日本における第一人者の一人である。ES細胞を用いた再生医療は、所

望の臓器などを再生する技術として期待され研究が進んでいるが、母胎に戻せば人間に成長する可

能性のある細胞を加工するためにその実用可否については見通しが立っていない。氏はいわば生粋

の研究者という経歴の持ち主であるが、社会制度や経済システムについても勉強されている。一般

に技術の研究者というのは研究活動のみに没頭し研究成果と社会の関わりを考える優先順位が低

い傾向にあるが、西川教授からある技術の是非を考えるにはそれと社会のかかわりを議論しなけれ

ばならないという点の指摘を得られたことは、一線の研究者たるべきものの心構えを示された様に

思われた｡氏の、「ウチらはそりや自分の研究が社会に役立つと思ってるからやってるわけだけど、

本当にその技術を使っていいかは社会の側が決めることじゃないの？」というお言葉が非常に印象

的であった。

椴島次郎氏勉強会

科学技術文明研究所の櫛島次郎先生を訪問した。氏は社会学系の経歴の持ち主であり、生命倫理

関連の諸問題について法整備や行政などのあり方について精力的に研究されている。現在、ヒトク

ローンを始めとする研究についての国家的フレームワークは行政令で管理されているが、氏は、生

命の扱いは国民全体での審議が必要な事項であり、いわば密室に近い場で決められた行政令で管理

を進めている現状の不自然さを指摘された。

講師勉強会中野東禅曹洞宗総合研究センタ

仏教は、あまり意識されこそしないが日本社会形成に潜在的に関わってきた。そういった日本仏

教各派の中でも、曹洞宗は、先端技術の扱いについて仏教の立場からの考え方を提示し続けている

存在である。本分科会では、曹洞宗総合研究センターで生命倫理分野の講師をされている中野東禅

師と、仏教から見た生命の始まりと終わりの捉え方についての勉強会を行った｡仏教の教義中では、

発生途上の細胞をいつから「生命」として扱うかの厳密な定義は難しいとの事であったが、客観的

事実と同時に感覚知をベースに作られている仏教の考え方では、新しい問題に対しては徹底的に科

学的な根拠を持って考えねばならないという点が指摘された。
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本会議活動

本会議での議論のうち、代表的なものを下に紹介する。

脳死移植ドナーカードについて

日米の医療システムにおいて最も差が大きいと考えられるのが、脳死の問題である。アメリカにお

いては、脳死が人間の死であるという考え方が一般的であるために、例えばある児童が脳死状態にな

った際保護者のサインでその児童の臓器を移植に供する事が出来る。また、親族が臓器提供を拒む

場合でも、一般的には延命治療は停止される。これはアメリカにおいて支配的なキリスト教において、

脳は精神、魂の台座であると考えられており、その脳が機能を停止すれば人格の中心である魂もこの

世のものではなくなるという考えが支配的なためである。

日本では、脳死者本人が近年有名になったドナーカードを所持、自らの体の提供を是とし、かつ脳

死後には家族の同意をもって初めて移植に踏み切ることが出来る。アメリカ側との対比を行うと、本

人の同意が必要であるという点に大きな差がある。これは、日本は古来より仏教の影響を受けており、

その仏教が人間の実感に価値判断の重きをおいていることに由来する。脳死者本人はともかく、他人

にとってみれば延命装置付とはいえ拍動も呼吸もあり、顔色も脳死前と大差ない脳死患者は、必ずし

も「死者」とは認識されないのである。死者でなければ自己決定権があり、ならば本人の同意書類無

しには臓器移植は行われえない、というのがその根底の論理であろう。さらに、本人の同意があった

としても家族の判断によっては脳死は死と認識されず、延命処置が継続される場合もある。

このディスカッションにおいては、死生観はそれぞれの文化や宗教において異なっており、文化や

宗教が人間の思考方法を大きく決定する以上、統一見解が難しいということが確認された。

命の始まりはどこからか？

日本人、アメリカ人（黒人、白人)、スウェーデン人、タイ人などさまざまなバックグランドを

持つ本分科会で、「命の始まりはどこからか？」という問を「受精卵はどこから人か？」という問

に置き換えて行った。結果、キリスト教圏では原則、生まれる事が運命づけられた時点で人との認

識が根底にあるものの、実際に出生するまではその生殺与奪の権利は（極限状態において、という

前提の下に）親に依存するとの考えがメインであった。また、仏教の影響の強いタイでは、受精し

た瞬間に既に人として扱うとの考えが強いとのことだった。日本側としてはあまり強い意見は出ず、

よくも悪くも聖書に基づく合理性を基盤とした西洋社会と、感覚知をベースとした日本社会の差が

出た形と言える。ただし、どの参加者もこの間に明確な答えを与えられた訳ではなく、しいて線引

きを行うのなら、という前提付である。ここにおいても、命の扱いの統一見解が得がたい事が確認

された。
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ファイナルプロダクト

以上のようなデイスカッションを経て、生命の始まりと終わりに関する統一見解の

作成が現状難しいことが確認された。

この様な状況に対して、アメリカにおいてはFiveWishesという、自分に対する医療

の行い方（延命を行うか、移植を行うか、など）を健康な時に既に表明しておくチェ

ックシートが普及しており、多くの州でその表明は合法として処理されている（参考

URL:http://www.agingwithdignity.o1g/5wishes.html)。本分科会では、死生観の多様性に

対応するために、日本においても類似のチェックリストを作成、普及させる事を考え

た。分科会成果として、参加者の共同作業で作成したチェックリストを添付する。必

ずしも全てのケースに対応できるものではないが、死生観をそれぞれの人間が選ぶと

いう考え方を日本に持ち込む点において有意義な結果ではないかと考える。

また、日本で初めてカルテをすべて電子化するなど、先端技術の取り込みに意欲の

ある亀田病院に対して、我々の作成したチェックリストの試用を依頼した。結果的に

病院のリソース的に実行部隊設置が難しいという点で実現には至らなかったが、十分

な検討をして下さった事実があり、我々のファイナルプロダクトに一定の価値があっ

た事が示されたのではないかと考える。

下記、チェックリストの項目の一部を紹介する。

事前意志表明チェックリスト（－部）

・治療法の選択にかかわるような宗教を信じていますか？

はい いいえ

･癌などの生命にかかわる病気にかかった場合、医師から病名・病状の告知を直接

族や特定の人に告知してほしいですか？受けたいですか？又は家

・心肺機能が停止した際、蘇生することに同意しますか？

･脳死と心臓死のどちらを死と考えますか？

。上の問いで脳死と答えた人は、脳死になった場合延命装置を取り外すことに同

意しますか？
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市民参加の発展と非国家主体
分科会メンバー

唐澤由佳＊

GeoffLorenz*

青山泰司

杉山亮太

黄アラム

安田雅治

JasonKnudson

MorganSwartz

MakoTagata

AlissaMarque

(*印は実行委員を示す）
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分科会設置の目的

国際政治システムは新たな段階を迎え、従来のアクターだけではなく、NGO、NPOや多国籍企業、テ

ロ組織などの非国家主体の重要性が上昇している。市民が多国籍企業やNGO、NPOの活動に間接的、

直接的に関わるようになり、その活動は国家や国境を越えて影響力をもつ。一方、政府と非国家主体

の間に軋礫が生じたり、協調関係が潤滑にいかなかったりする事例も見られる。このような問題意識

のもと、本分科会では主に冷戦期から現在までの非国家主体の発展を検証し、今後非国家主体が人権

問題や環境問題、宗教やイデオロギーなど、ボーダレスな諸問題に果たす役割を検討する。NGO訪問

などを通して、具体的な事例の中から政府と非国家主体の関係を抽出、実証したい。

事前活動

本分科会では、春合宿において五月からの本会議までの約三ヶ月間の間、環境問題をテーマに非国

家主体の役割を検証するという目標をたて、合計七回のフィールドワークを行い、米国側との問題意

識共有を図るためRTペーパー（小論文）を執筆した。

フィールドワーク先一覧

ピースボート事務局、ほっとけない世界のまずしさキャンペーン事務局、

GreenPeace事務局、アジア開発銀行、三井物産株式会社、JANIC、

アムネスティ・インターナショナル

小論文タイトル

"ExpandingRolesofNon-stateactorr(YUkaKarasawa)

｡GTheUNandNGOs:CantheyPromoteHumanRightsTogether?"(AlamHwang)
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"Theroleandpossibilityofcivilsocietyontheglobalissue3(MasaharuYasuda)

66ThelntemationalPolicyMakingProcess-CaselnTheKyotoProtocol"(YasushiAoyama)

"TheEvaluationofNGO''(RyotaSugiyama).

本会議活動

本会議では、コーネル大学で日米の参加者で問題意識を共有するために各自RTペーパーについて

プレゼンテーションを行い、今後の方針と議論のトピックを話し合った。その後、議論やロールプレ

イ、企業やNGOへのフィールドワークを通してテーマに関する理解を深め、1ヶ月の成果を非国家主

体と企業､市民が連携を深めることを目的としたワークショップのガイドラインにまとめた｡今後は、

このガイドラインを大学のサークルやNGOなどに提言する予定である。

下記、本会議中に行った主要な活動であるロールプレイの様子と、ファイナルプロダクトのワーク

ショップのアウトラインを紹介する。

8月12日 ロールプレイ

1日を通して、ロールプレイワークショップを行った。私達の分科会はNGOと市民社会の可能

性について研究していたのであるが、ディスカッションのみでは不十分と考え、ロールプレイをや

る事を考えた。目的はNGOの可能性と限界をNGO同士また、NGOと他のアクターとの連携を

実際に体感して知るでことあり、そのため参加者が組織になりきって演じたのだった。メンバーは、

自分の組織の名前、設立趣旨、行動目的のみを知らされ、自分の目的を追求するために、他のメン

バー演じる組織と連携を探ろうとした。ロールプレイの舞台は、南方アジアに浮かぶ一つの島から

なる発展途上国。私達が演じたのは8つのアクターであった。それは、人権監視、労働問題、貧困

撲滅、NGOネットワーク構築の四つのNGO・海運と人材の2つの多国籍企業それからメディア

と先進国政府であった。1日を通してさまざまな事がわかった。企業は本質的に利益を第一に考え

るが、消費者、投資家へのイメージも多分にも気にする。メディアとともに企業を叩くのは簡単で

あるが、雇用を減らさずに、効率よく問題の解決に当たるには企業の協力は必須であること、情報

の重要性、ネットワーキングの難しさ．メディア倫理などであった。これらの興味深い結果は、サ

ンフランシスコのフォーラムで発表したTangibleResultにつながるものとなった。

ファイナルプロダクト

市民社会の発展と非国家主体の分科会は、テーマを広く保った議論をすることを目標とした。その

ため、イメージとしてはみな共有していたが、実際に発信する「物」を何にするのかの議論は終盤に

なってからであった。ロールプレイやフィールドワークを通してアクター間の相互連携がいま必要と

されているという結論に達した我々は、コラボレーションを促進するFORUMを開催しようと決めた。

しかし、根本的問題に直面することとなった。

一方では学生として「理想主義」的なほど大きなインパクトを与えられるようなFORUM/WORKSHOP

を考えていて、もう一方では現実的な実現可能性を考慮にいれ、我々で実行するというコミットメン
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トの付いたFORUM/WORKSHOPを考えていた。両者ともが譲ることなく、熱い議論が交わされることと

なった。しかし、実行に移すのが私たち本人でなくてもよいという判断と、大きなプランを掲げ妥協

案になるかもしれない方がもともと可能性を制限してしまった案よりもよいという判断、さらに

TangibleResultとは「手にとって持てる物」を作るというよりも社会に「発信する」ための手段で

あって、短期的でなくても長期的にプランが実現すればいいという判断から、前者の大規模なFORLM/

WORKSHOPの計画書(guideline)を作成することになった。

この計画書には大きく分けて二つの目標があった。

①人権NGOの活動および、団体それ自体を市民に認知してもらうこと

②国家主体間のネットワーク、コラボレーションを可能にすること

この異なる2つの目標を達成するために、二日間のフオーラム(2DayForum)を計画した。

①の実現のためには、各NGOがブースを設けたり、プレゼンテーションをしたりするスペースを作る

こと、またその場に多くの一般市民が入ってこられるようにすることが必要だと考えた。よって、9

時から17時までNGOFAIRと題した催しを開催し、午後にはNGOだけでなく国際企業や国連、政府

など国際政治のアクターを呼んだパネルディスカッションが同時進行で行われる。この議論を公開し、

観客は無料で自由に入ることができるようにする。

②の実現のためには、前線で活躍する人たち同士でのグループディスカッションおよびワークショ

ップを行うことが必要だと考えた。具体的には、まず大学教授などがコラボレーションをすることの

メリット、NGOの弱点、ネットワーク構築や問題解決における方法論についての基調講演が行われる。

次に、前線で活動するNGO職員同士での意見交換の場を設ける。ここでは現実に直面している問題を

共有しあい、相互に協力できる材料を提供しあうことで、縦割りになってしまっている活動に横のつ

ながりを持たせることも目的としている。ここでいったん休憩を取り、レセプションのような形で話

し合い、共感を持てた団体などと実際に連絡先の交換が行われるることを期待する。最後に、参加し

ていただいたすべての団体、NGOから政府までいろいろなアクターで計画を出し合ってコラボレーシ

ョンプロジェクトを立ち上げる。ここでは、団体の自由裁量に任せる。なぜなら私たちはコラボレー

ションがしやすいように場所を提供することが目的であるからして、自主的に共同プロジェクトが発

足することこそが最も望むことだからである。

以下、アウトラインのまとめを紹介する。

TheOutlineforthe2DavNGOFairandthePanelDiscussions

Goals

1.-IbraiseawarenessoftheprivatesectorespeciallythehumanrightsNGOtothepublic.

－→tobecomeabridgebetweentheactorsandthepublic.

2.FacilitatethenetworkingoftheNGOswiththeothernon-stateactorssothattheycancollaborate

easler・

→tobecomeabridgebetweenthevariousnon-stateactorsandstate-actors.

Target:NGOs,Multi-NationalCompanies,andstateactors(notgeneralpublic).

第58回日米学生会議 日本側報告書 53



第4章 分科会活動

Schedule:

Davl(Aiminqforooalone)

9:00-17:00TheNGOFair:onebootheachtopromotetheiractivitiestothepublic

☆Atthestagetherewillbeafixedtimeforeachrepresentativetomakeashortspeechontheir

organization,andhowtheyareseekingforassistance.

Thepaneldiscussionsareoptionalforthepublic,andtheycanchoosewhichonestogoto

1:00-2:o0WhatisanNGO？Howcano｢dinarypeopleparticipate？

2:30-3:30Humanitarianaid/relief

4:00-5:00Women'srights

☆Firstpanel-bigfamousNGO(maybeCommonGround,AI,HRW)withagoodhistory

☆Secondpanel-IocalNGOsorinternationalNGOsworkinginhumanitarianaid/relief

*Thirdpanel-internationalorganization(UN),professorintroducingJapaneseaudienceorprominent

businesswoman.NGOcanalsojoin.

Dav2(Aiminqforqoaltwo)

TheNGOFair(alotofboothsrepresentedbynon-stateactorsareopentopublicfromlO:30-17:00)

10:00-10:15Welcomeguestspeaker

‐→talksaboutthemeritsofcollaborationandsomeoftheproblemsinageneralsense

10:15-10:30BranchoffofguestspeakerandBrainstormhowtoimprovebarriers

12:00-1:00Lunch

1:00-17:00PanelDiscussion(optional)

☆Aftereachpaneldiscussions,thepanelistareprovidedwithasmallworkshopinadifferentroom

discussing@$howtheycancontributeandworktogether"

★Thethemesareundecidedherebecausethepanelistsshouldcomeupwiththeirown・ThisisaplacefOr

themtotalkandsharetheirdifncultiesieadingtocollaboration.

☆basicstructure:repsfrom3NGOs,onepreferablystudent,oneMNC,onefromgovernmentsector

(includesUN)-talkaboutwhattheyneed,etc.

終わりに

本会議の報告は分科会のブログにおいても行っておりますのでご参照ください。

（ブログU皿:htlp://ecpjasc58.blog62.fb2.com/)

末筆ですが、フィールドワーク、勉強会にご協力頂きました各団体、企業の皆様に感謝申し上げます。
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多国籍企業とビジネスモデル
分科会メンバー

山田裕一朗＊

BenSeligman*

笠井寛子

尾田亜沙美

平岡萌子

源飛輝

BrianMiller

HirovukiMivake

AndrewRuffin

(*印は実行委員を示す）

分科会設置の目的

社会が企業に求めるものは時代とともに変わりつつある。利潤最大化、マーケットシェ

アの拡大、事業継続は企業にとっての至上命題であり、今後もそうあり続けるだろう。し

かしながら、売上高が一国のGDPを超えるような企業が存在し、その影響力が深刻な環境

破壊や南北格差の拡大に寄与しかねない現代において、企業は経済性だけでなく、社会性

や人間性も考慮すべきではないだろうか。

当分科会では、米国企業訪問を通して、多国籍企業の戦略や役割について学ぶ。また、近

年注目される企業の社会的責任(CSR)という理念を念頭に置きつつ、企業が求められる社

会貢献と利潤追求を融合したビジネスのあり方を考え、提案していくことを目指す。

事前活動

私たち「多国籍企業とビジネスモデル」分科会メンバーは事前活動中、直接企業を訪問し

お話を伺い、特にCSR(社会貢献）活動ついて学び知ることができた。

また、勉強会を通して、CSR活動には大別して3つのケースがあることを学んだ。，つ目

は「本業がそのまま社会貢献となっている」ケースで、例えば資源会社による天然ガスの提

供やクリーンエネルギーの開発は、企業の本業であり、同時に環境に対する取り組みともな

っている。2つ目は「本業を活かした社会貢献活動」で、海運会社がNPOと協力し、自社

の輸送船を利用して援助物資を海外に無償輸送しているという例がある。3つ目は「本業と

は直接関係ないけれども、信頼醸成や企業評価向上のため、社会貢献活動を展開する」とい

うケースである。例えば、環境保全を振った企業が野鳥の会を支援している例などがある。

消費者や投資家の目が肥えてきた昨今､企業がサステイナブルであるためには社会への貢献
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が不可欠だといっても過言ではない。私たちには、特に上記のケース1．2のように、大幅

な追加コストがかからないCSR活動がサステイナブルであり、このようなCSR活動を行う

企業がサステイナブルでありえるのではないかと考えた。

下記、事前活動で行った企業訪問時のメモを紹介する。

企業訪問メモ

日本郵船

･諒餌のない瀕切ば鑿戒される

「国際的に、援助＝お金だけ出す、という日本は海外から理解されがたく、メッセージ性が欠

如しているばかりに不思議に思われることもしばしばある。日本の陰徳の美の文化は万国共通

ではないので、善意のお金がそう受け取られないこともある｡」

※企業が国際的にCSR活動を行う際には、日本文化を相対化し見つめなおし、

自分たちの基準を国際的な文化に合わせることも時に必要なんだなあ。

日本検査キューエイ株式会社

今凌の企業のあるべき姿とは、衣物であること・透坊であること／

「企業が透明であるためには、

①平常時でも外部とのコミュニケーション・情報開示を怠らないこと

②不祥事発生時などの非常時には説明責任を怠らないこと、

という二点が必要である。企業は不祥事が起こらないよう、事前に原因を十分阻止する必要が

あるが、万が一問題が生じた場合には、不祥事を隠蔽するのではなく、

原因の説明と今後の対応の内容や手順を明確にすることが大切である｡」

※人間のすることなら不祥事が起こる可能性はゼロとは言えない。

大切なのは不祥事発生時の対応と、そのときのためのプロセスを事前に用意しておくこと。

本会議活動

（参加者源飛輝、尾田亜沙美の文章をそのまま掲載しています｡）

およよ1いつもは可愛いあのBenの目つきが、RTではとても鋭いのだ。ONとOFFがはっきりし

ている、アメリカのできる学生の象徴的な行動だった。そしてボクの目は…おっと閉じそうになって

しまった。いかんいかん1昨夜は遅くまでビジネスプランを考えていて寝不足になってしまったもの

の、結局納得のいくものができなかった。そんな自分がもどかしくなる。

思い起こせば、コーネル大学での初めてのミーティング。日本側はこれからのビジネスで一大テー

マとなりつつあるCSRを軸に用意をしてきた。しかし、アメリカの学生は大した興味を示さない。

CSRについてのスタンスや定義も日本のそれとは違うようだ・・・。「なんだこれは1ビジネス雑誌

に書いてあった日米の違いというのはこのことなのか！」予想外の、いや、予想はしていたのかもし

れないが、大きなカルチャーショックだった。更に皆でディスカッションをして一つのTangibleResult
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を形作る、という事が簡単にできないくらいメンバーの個性は多様だった。声の大きい奴が勝つ、最

初はそんな雰囲気も否めないまま、そこで一体何を話し合うのか、どのようなものを結果として残す

のか、正直、そういう事から丁寧に議論を始めなければならなかった。いや、しかしこの状態、この

感覚、多分これが「グローバルビジネス」なんだ！

見切り発車に次ぐ見切り発車は続いた。焦っていたし、一時は諦めかけたかもしれない。議論のス

タイルの違い、バックグラウンドや予備知識、考え方の違い、旅の疲れ。だが、それでも同時に共通

する多くのものを共有できた。勿論、笑い声もよく響いた。一人一人の信頼関係のようなものもます

ます濃くなっていった。それらの蓄積からであろうか、そしてなにより全員が楽天的に振舞う能力が

あったからだろうか、時間が経ち、ゆっくりではあるが気付けば議論が形になっていった。

時には結果を残さなければいけないという重圧や焦りを感じ、時には英語の壁があまりにも高くて

自信をなくした。しかし場面ごとにメンバーの誰かがリーダーシップを発揮し、お互いがお互いをフ

ォローし合ってチームワークを発揮し…そうしてだんだん話がまとまってきた。気がつけば皆で協力

して何かを作りあげていることに居心地のいい幸せを感じ、そして時には手助けをしてくれるメンバ

ーのやさしさに夜ベッドの中で涙が止まらなかった。20日間という短い期間の中、皆それぞれその時

に出来る精一杯の事をしていた。GIobalBusinessについて考えた事はもちろん、それ以外にもたくさ

んのことを私たちに与えてくれたRrだった。Globallssues,KyotoProtocol,Marketing・・・本当に盛り

だくさん、あちこち迷走した会議だった。もちろん楽ではなかった。「協調」と「妥協」は違うことも

認識した。それでも、毎日いろいろな事を吸収しながらみんなで濃い経験を積めた。何よりみんなダ

フだ、本当にお疲れ様。皆で一つのものを創り上げた感動、嬉しいことも大変なことも皆で共有した

時間、これは何にも代えがたい、決して色槌せない、輝く真夏の素敵な思い出になった。

Emst&YoungやaCCenture、CPAのリチャード木綿氏、そんなところをこのメンバーで回ったのを思

い出す。文字通りビジネスマンの格好良さに憧れた。やる気が出た。励ましあった。さて、これから

21世紀のビジネスはどうなっていくのだろう。あの夜に語り合った未来像がそのまま実現するのだろ

うか。あの夜に語り合った夢や理想が叶えられるだろうか。そしてビジネスが達成してくれる世の中

とはどうなっていくのだろうか。このRTは決して終わらない。

久しぶりにRTの集合写真を見た。よくもまぁこんなにタイプが違う人間が集まったものだ。自然

と笑みがこぼれてくる。超面白い！また第2ラウンド、やろうね。

ファイナルプロダクト

「本会議を自分達の自己満足で終わらせたくない｡｣それは､分科会メンバーの共通した思いであった。

学生会議というだけあって、分科会は主に会議、つまりディスカッションやフィールドワークが中

心に進んでいく。日米両国から、異なった文化背景を持つ学生達が集まってディスカッションをする

というのは、それだけで非常に面白いものである。だがそれゆえに、何かについて議論をするという

だけで、充実感を得てしまいやすいというのもまた事実である。しかし、日米学生会議の存在意義を

考えたとき、せっかく多くの人々の支えのお陰で成り立っているこの会議を、参加者の満足、充実だ

けで終わらせてしまうのでは勿体無い。議論を通して何かを学び吸収し、そこから何かを創造し、さ
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らにそれを会議外へも発信していくことが私たちの責任であるはずだ。

そういった思いを胸に、「多国籍企業とビジネスモデル」分科会の私たちは、TangibleResultとして

一つのピジネスモデルを作成した。日米両国で起こっている社会問題として、高齢化社会と働く女性

の子育てという二つの問題に注目し、それをビジネスという手法を用いて解決する道を探ったのだ。

そして、本会議中に出来上がった一つのビジネスモデルを、日本とアメリカそれぞれに持ち帰り、コ

ンテストに応募するなどして、出来る限り多く社会に提示する機会を持とうということになった。

日本側では帰国後、「ecojapancup2006～ソーシャルビジネス賞～」と「SOHOCITYみたかビジ

ネスコンテスト」に応募した。日米両国に共通した社会問題を選んだとは言っても、各国の社会状況

はあらゆる面で違うため、コンテスト応募に際して、より日本社会に適合するような形に変える必要

があった。その作業過程では、本会議中には見えなかった問題点なども多く見つかり、会議終了後に

も関わらず非常に興味深く充実した議論が行われた。

本会議終了時に提示したTangibleResultは一つのスタート地点と考え、今後も他のコンテストに応

募したりプロフェッショナルの意見を聞いたりして、何らかの形で社会に提示していく道を探り続け

たい。 （分科会参加者平岡萌子）

（分科会の活動内容は、第58回日米学生会議ブログhttP://jasc58.blog33ib2.cOmでも紹介しています｡）

総括

2006年5月5日春合宿。ぼくたちのはじまり。それまで8ケ月間、実行委員としてひたすら準備に

勤しんできたぼくには、その日から、架空の世界で思い描いてきた分科会という存在に、参加者が集

い、血液が流れ始めたことに強い喜びを感じたことを今でも鮮明に覚えている。敢えて、ぼくが総括

としてまとめなくても、この半年間みなと一緒に感じたこと、目指したことは、分科会メンバーのみ

んなが、事前活動、本会議、TangibleResults編で書き綴ってくれた。英語力も高くない。ずば抜けた

知識があるわけでもない、そんな分科会のコーディネーターだったが、みんなと一緒に助け合って分

科会を作っていけた、その事実にぼくは、心から喜びを感じる。みんなありがとう。

最後に、事前勉強会というかたちで、私たち日米学生会議メンバーに貴重な機会を与えてくださっ

た企業、大学、OB/OGの方々にこの場を借りて御礼申し上げたいと思います。本当にありがとうござ

いました。 （分科会コーディネーター 山田裕一朗）

訪問先企業一覧

宝酒造株式会社

石油資源開発株式会社

日本検査キューエイ株式会社

富士通株式会社

三洋電機株式会社

日本郵船株式会社

東京ガス株式会社

帝国石油株式会社

第58回日米学生会議 日本側報告書58



第4章 分科会活動

多文化主義とマイノリティ
分科会メンバー

庶、線､ろ，い
ふ

VL

1

島村明子＊

RachelOlanoff*

小笠原瞳

高井竜輔

松田浩道

三窪英里

SonyaKuki

FrankHeydari

JustinLong

JenniferHayden

(*印は実行委員を示す）

凸

ｎ
コ

ー

「1
14
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分科会設置の目的

近年、グローバル化の進展につれ国を越えた人々の移動(GIobalMobility)がますます盛んになってい

る。旅行やビジネスなど一時的な滞在者だけでなく、移民や難民の流入が増え、異なる民族やエスニ

シティを持つ人々といかに共生していくかが今日の世界的課題となった。日本でも、少子化による労

働力不足を補填するため移民を受け入れようとする動きが広まる一方、古くから「閉鎖的」と評され

るように外国人やマイノリティヘの差別は根強く、行政の対応も遅れていた。「多文化共生」という

文言が国の政策に登場したのはやっと昨年の2005年のことであり、外国人を同じ生活者として尊重

し、共に社会を築く取り組みは最近始まったばかりなのである。他方アメリカは、「人種のサラダボ

ウル」の言葉が表すように歴史的に移民の国で様々なルーツを持つ人々が共存している。しかしその

実態は、ネイティブアメリカンの抑圧の歴史を持ち、未だに黒人やマイノリティヘの差別も残ってい

る。近年の急速なヒスパニックの増加もアメリカのこれまでの社会構造に大きなインパクトを与えて

いる。

状況の違う二つの国の比較やマイノリティ・難民の問題等の考察を通して、様々な角度から「多文

化共生社会の実現は可能なのか」を考察した。

事前活動

渡邉彰悟弁護士氏訪問

7月1日、私たちは在日ビルマ人難民申請弁護団・事務局長である弁護士の渡邉彰悟氏を訪ね、

お話を伺った。渡邊弁護士は難民の定義から現在日本の入管行政が抱える種々の問題点まで資料と

ユーモアを交えて丁寧に説明され、入管による入国管理の基準の不透明さと、難民受容に対する日
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本の国としての意識の低さを最大の問題点として挙げられた。二十年以上にわたってビルマ人難民

の支援をしてこられた氏の言葉は迫力と説得力に満ちており、本会議に向けた問題意識とモチベー

ションが培われた。

山脇啓造明治大学教授訪問

5月7日、総務省多文化共生の推進に関する研究会座長（2005年度）などを務める明治大学の山

脇啓造教授にお話を伺った。「多文化共生」という概念が日本に登場するまで、各地での取り組み、

今後の課題などについて、実務・理念の両面において幅広くお話くださった。先生は過去の日米学

生会議参加者でいらっしやり、JASCでの経験を活かし多文化共生に取り組む先生のご活躍を拝

見できた意味でもとても有意義なインタビューであった。

在日大韓民国民団中央本部座談会

5月7日、在日韓国人最大のコミュニティである「在日大韓民国民団中央本部」から、私達と同

じ世代の学生会の代表3名を招いて座談会を行った。在日韓国人というマイノリティして日本で生

きることの不都合さなどを学生会の方に自身の経験を交えて話していただいたり、「多文化共生」す

るにはどうすればよいかについて同じ学生の視点から建設的なディスカッションをしたりと、和や

かな雰囲気で交流することが出来、とても良い経験となった。

法務省入国管理局訪問

6月16日、法務省入国管理局を訪問し、東京入国管理局総務課広報係の東郷康弘係長、ならび

に難民認定室の中村淳補佐官からお話を伺った｡両氏は日本の難民認定は件数でこそ他のG7諸国に

比べて少ないものの率ではこれを上回るか同程度の水準にある点、ならびに新しく導入された参与

員制度が認定基準の透明性向上に資する点などを説明して下さった。先に伺った弁護士の先生とは

相反する立場の方から意見を伺えたことは、「多文化共生」について多角的な視野を得る貴重な機会

となった。

上記の訪問先の他にも新宿多文化共生プラザや難民支援協会など実際に「多文化共生」の現場で働

かれているNPOやNGO、個人、政府関係者と様々な関係者の方々から貴重な説明や意見を得ること

が出来た。私たちのために貴重な時間を割いて下さった関係各所、関係者の皆様に心より御礼申し上

げたい。

本会議活動

本会議中の活動としては、主に各自のプレゼンテーション、フィールドとリップ、サーベイの作成

と調査と分析の三つのものがあった。
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プレゼンテーション

GlobalMobility分科会では、各参加者が事前に書いたレポートについて一人ずつ発表し議論を行っ

た。マイノリティの問題を、各自の関心のあるテーマに焦点を当てて活発な議論が行われた。その中

で、移民国家といわれるアメリカとマイノリティが少ないといわれる日本との違いを知った上で「多

文化教育｣、「難民認定｣、「在日問題｣、「移民問題」などについて意見交換をすることができた。ヒス

パニックや日系2世の問題、差別はなぜ起こるかということについても幅広く議論することができた。

フィールドトリップ

フィールドトリップでは、CISという移民問題を扱うシンクタンクをたずねて移民政策についてお

話を聞いた。ビルマ問題対策について専門的に仕事をなさっている方を分科会に招いてレクチャーを

していただいたのも非常に有意義であった。AsianLawCaucusではアジア系移民に関する人権問題の

話を聞き、マイノリティに関する問題を扱うNGO団体が一つのビルに集まっている施設も訪問した。

フィリピン人のアファーマティブアクションについての団体､ReproductiveJusticeについて研究してい

る団体など、様々なアプローチからマイノリティ問題に取り組む人々から多くの刺激を得ることがで

きた。

サーベイの作成

個人のプレゼンテーションと並行して、アンケートの目的、方法を話し合い、各自の考えた案をま

とめてアンケートを作成、収集した。

ファイナルプロダクト

サーベイアンケートの目的

「移民の国」と呼ばれるアメリカで最近ヒスパニック系の移民に対して国家を二分するような議論

が白熱している。このことはメディアや政治、そしてデモの存在などで伺える。だがその一方で、メ

ディアを通じて我々が認識しているアメリカの世論は、どれぐらい現実と適合しているのだろうかと

いう疑問もある。日本の移民問題に対する世論とどう異なるのであろうか。そして、人々の認識がど

れだけ政策に影響を与えるのだろうか。これらの疑問を探求するために、アメリカで開催された本会

議中に調査を行うことにした。また、アメリカで5つの都市を訪問するチャンスを生かして世論の地

域差の有無を検証しようとした。具体的には、人種、収入ないし経済力、支持政党などが移民政策や

不法入国規制に対する立場に影響を与えているという仮説を立て、アンケートを分科会で作り上げた。

また、もう1つの副次的な目的として、分科会として街頭調査を行うという明確な目標を立て、そ

れに向かって分科会として協働することで、出身も国籍も異なる分科会メンバーの相互理解を促進す

るというものもあった。

サーベイの調査方法

本会議中にワシントンDC、オクラホマ、サンフランシスコにおいてホテルや大学内、公共施設周辺
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や道端などを中心に無作為に街頭調査を行った。人種、経済力（国家・個人)、政治的選好、移民との

接触度合、居住地域、性別など移民政策に対する態度に影響すると思われる要素を基に作成した約20

項目からなる質問をした。結果計92人からサンプルを採取することができた。

サーベイの結果とその解釈

線形回帰分析を用いて標準偏差をだした。その中で相関関係が上がった統計として意味をなす変数

のみをとりだし、それ以外の変数は決定的でなく意味をなさないものと考えて除外した。

1．まず経済的観念に着目した分析結果によると、概して自己または国の経済的将来性をあまり見込

んでいない人は移民の寛容政策に批判的である。しかし、一方で移民が経済効果に利をもたらす

と考える人は、移民のための多言語サービスを支持する傾向がある。具体的には、対象が市民権

を持つ、持たないにかかわらず、法的書類や議事録などといった公の文書の多言語翻訳や通訳と

いったサービスが必要だと考える人がより多い。

2．次に年齢、思想の順に着目した結果を述べる。年齢については、高くなるにつれて移民に対して

不寛容で、市民権を持たない人が市民と限りなく近くまたは同等に、公的多言語サービスにアク

セスする権利を受け入れようとしなくなるということが明らかになった。

3．政治的イデオロギーないし支持政党は､ある部分では非常に重要な意味を成してくる。はじめに、

民主党により強い帰属意識を持つ人は公的教育、福祉、失業者補助などといった移民に対する公

的利益の充実についてより肯定的である。

4．国境管理や警備の強化を求める人はより高い頻度で強制退去の免除を認める際により長期的な課

程を必要とする政策を支持するか、いかなる場合においても免責を否定する政策を支持している。

5．人種に関しては、相関関係をみることはできなかった。また性別と移民との接触度についてもそ

れら単独では明確な傾向を読み取ることは不可能であったが、それら2つの変数を組み合わせる

ことで、有意水準を示すことができた。それは、女性の中で移民との接触度が高い人は不法移民

に関してより公的利益や福祉、また言語面でのサポートの必要性を支持していることだ。

6．これらのデータは、西海岸、東海岸、南部といった地域間においても比較されたが、明確な違い

を見出すことはできなかった。

今後の社会還元の方法

さらに広く多様な例をとり、調査の日本語訳、日本人被験者への改正を行った結果日米間の比較に

より新たな移民に対する人々の思い、多文化共生社会への可能性を思索し、GlobalMobilityの進む世界

においての問題点や改善点を見つめなおす。自由に発表できる場を設けより多くの人に認知してもら

うことが社会還元への一歩だと思う。
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文化とアイデンティティ
分科会メンバー

波多野綾子＊

YokoKamitani*

大原学

菅家万里江

高橋裕美

由井啓太郎

EricaCarson

EunKyungChoi

KellyHill

DanielOrlowitz

(*印は実行委員を示す）

分科会設置の目的

かつて、「日本文化」や「アメリカ文化」など、国家の枠組みで捉えられてきた「文化｣。しかし今、

日本の若者はヒップホップに酔い、アメリカ人もmangaに夢中になる。国境を越えて広がる「サブカ

ルチャー」は伝統文化を破壊すると同時に、過激な表現により時に偏見を生み出す害悪なのか。それ

とも、日本やアメリカといった国民文化を超えた、新たなアイデンティティを生み出す鍵なのだろう

か。本分科会では、日米問そして世界の異文化コミュニケーションの重要なファクターとなった「サ

ブカルチャー」に着目し、グローバリゼーションの渦中における文化の伝統と近代化、メディアリテ

ラシー、ナショナリズムやソフト・パワー論の理解に新たな光を当てる。

事前活動

本会議に備えて、議論の基盤となる知識の共有化をはかるため、またプレゼンテーションの練習を

するため、2週間に一回程度の「文化とアイデンティティ」に関するトピックを扱った文献の講読会

を行った。各回担当者が発表し、それに関して質疑討論を行うという形で行った。

ぶちナショナリズム症候群（香山リカ著、中央公論社、2002年）

W杯サッカー、内親王ご誕生、日本語ブーム等、ポップで軽やかに“愛国心”を躯歌する若者。

その意味を考えることもせず、屈託もなく「日本万歳」と言えてしまう現代の若者中心に広がって

いる状態を「ぶちナショナリズム」と名付け、精神分析的な観点から分析したのが本書である。米

国テロ事件、欧州極右の撞頭等、世界情勢が混迷する中、この「愛国ごっこ」であるぶちナショナ

リズムがラディカルなナショナリズムに転じていく可能性に対して、様々な具体例を取り入れなが
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ら強い警告を発している。筆者はYOSAKOIソーラン祭りのような「和」の要素を少しだけ取り入

れた上で自由度を高くした祭りや、異なる階層間の結託といった処方妻を示してるが、それでも十

分なものとはいえない。こうしたぶちナショナリズムを何も考えずに受け入れ、流されてしまうこ

とが、非常に危険なことになりうるということを理解した。

日本放送出版協会 2005)(北ﾉ||暁大著、瞳う日本の「ナショナリズム」

セカチューや、冬ソナには目もくれなかった2ちやんねる層が支持した純愛物語「電車男｣。これ

には、「ベタな感動とアイロニカルな感性の共存」がみられる。また窪塚洋介に見られる「世界思想

と実存主義の共生｣。これらの互いに相容れない思想が共存しているという2つのアンチノミーが現

在の日本で流行している原因を、日本の歴史を振り返りながら探求していった作品。これにより、

アイロニーの行き過ぎや、何でもネタになるコミュニケーションの共同体、他者との連帯への欲望

から、「ベタな感動とアイロニカルな感性の共存」が、「自分が直接世界に働きかけたい」という感

情や、反省への欲求から、ナショナリズムが選択され、「世界思想と実存主義の共生」という現象が

起こるようになったことを理解した。

(ベネディクト・アンダーソン、NTT出版、1997年）想像の共同体

国民とは、「想像されたもの」であり、「限られたもの」「主権的なもの」「共同体」である。そし

て、ナショナリティ、ナショナリズムは、文化的人造物であり、政治的イデオロギーではない。ク

レオールの歴史や、宗教的共同体がどのように変化していったかを考察することで、この作品はナ

ショナリズムの文化的根源を探っている。この作品を通して、今の日本文化を見直そうとする動き

はなぜ起きているのか、といったことを討議し、理解を深めた。

国家の品格（藤原正彦著、新潮社、2005年）

世界における日本の独自性、その美しさを主張し、「日本を見直そう」という動きに大きく貢献し

た作品が「国家の品格」である。この本では、欧米の近代的合理精神が限界に達し、それが現代の

ひずみにつながっていると述べ、世界で唯一の「情緒と形の文明」である日本は、論理よりも情緒、

民主主義よりも武士道精神を重んじ、「国家の品格」を取り戻すことが大切であると述べている。そ

して、欧米支配下の世界における「孤高の国」として、世界に範を垂れることこそが、日本の果た

しうる、人類への世界史的貢献である、と結論付けている。この作品に対する、肯定的・否定的意

見の双方を検証することによって、現代日本人の中の愛国的感情とアイデンティティについて討論

した。

オリエンタリズム(E.サイード著、平凡社 年 ）1993

オリエンタル（東洋、東洋的、東洋性）は、西洋によって作られたイメージであり、文学、歴史

学、人類学等、広範な文化活動の中に見られる。それはしばしば優越感や傲慢さ、偏見とも結びつ

いているばかりではなく、サイードによれば西洋の帝国主義の基盤ともなったとされる。「相互理解」
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を妨げ歪める人間の偏見がいかにして形作られ、社会に、世界に肥大していくのかを事例をあげな

がら考え、その現代的なインプリケーション、例えばアメリカにおいての日本の表象はオリエンタ

リスティックといえないか、現代日本では「他者の視点（オリエンタリズム）の内面化」が行われ

ていないかといった点などを議論した。

本会議活動

本会議では、参加者が事前に用意したレポートを基に、下記のようなテーマについて議論した。

．様々な文化体系の中でのサブカルチャー、その力

・ポップカルチャーのインパクト

・文明としてのサブカルチャーの可能性

・韓国における日本文化規制の開放

・若者のサブカルチャーの商業化

・オタク

・日本のコンテンツビジネス

・学生の国際文化交流の現在の検討

また、ワシントンD.C.において、まだ著名でないローカルアーティストを支援するDCCAH(Dismctof

ColombiaCommissionontheArtsandHumanities)という団体を訪問し、またEth-Noh-Tecというアジアの都

市伝説を演劇の形で発信する団体を訪問し、文化のメインストリームとサブカルチャーの相互関係につ

いて意見交換を行った。

ファイナルプロダクト

サブカルチャーというものが、漫画やアニメに象徴されるように、非言語的で視聴覚的な要素を最

大の魅力として、国境を越えた広がりをもつこと。そして、それは高度なリテラシーを要求するハイ

カルチャー（活字文化）に対抗する形で誕生したこと。そして、その文化を享受する人々はオタクと

いう名称を与えられ、その爆発的な増加にも関わらず、どこか社会と無縁なところで閉鎖的な共同体

をつくっていること。当初私たち日本側の学生は、そのようなイメージでサブカルチャーというもの

を考え、その魅力や将来の重要性は十分に承知しながらも、サブカルチャーが生み出す不気味な文化

空間というものに警戒の意識をもっていました。しかし、本会議の活動において、アメリカ側の学生

たちと充実した議論を交わし、訪問先のサイトで出会った様々な「文化実践者」の話を聞くことで、

サブカルチャーの本質について私たちの視野は大きく広がり、さらに見通しのよいものとなったので

す。

アメリカでは、社会で主流となっているメインストリームの文化に対置するマイナーな文化を広く

サブカルチャーとして定義しています。社会に抑圧されたり差別されたりする人々や、現状の社会が

提示する文化的なモデル(それは､休日に聴くべき音楽だとかレストランでの振る舞い方にまで及ぶ、

日常的な生活様式を規定する規範）に納得、あるいは満足できない人々が、主体的な選択にもとづい
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て能動的に作り出す文化、それがサブカルチャーだというのです。したがって、アメリカのサブカル

チャーは、主張であれ批判であれ、社会に向けてなんらかのメッセージを含むものであり、日本のオ

タク集団のように狭い領域で自足する共同体は存在しないのです。

文化の輪をどんどん閉ざしていき、一部の精通した者だけが享受できる奥義のようなものを建立す

ることが文化の成熟ではないのです（華道や茶道といった日本の伝統文化にもこの傾向はある)。文化

は、人から人へと広がっていくこと、すなわち伝達していくことにその本質があります。そして、人々

が様々な文化的モデルの選択肢の中から、自分の価値観にあったものを選びとり、組み合わせていく

こと。組み合わせのヴァリエーションが一人一人の個性を形成するのです。

サブカルチャーのもつすぐれた伝達性、社会を活性化するエネルギー。私たちは、日米学生会議と

いう経験を通して、日本にいるだけでは決して知り得なかったその有効性を理解することができまし

た。そして、次のように考えるようになったのです。「日本とアメリカの学生が、国境を越えて知識や

喜怒哀楽といった感情を伝達し合い、共有し合い、世界平和に向けてメッセージを発信しつづける日

米学生会議こそがサブカルチャーである」と。そして、この思いを誰もが自由にアクセスできるイン

ターネットの世界に開くこと。私たちの分科会は、日米の学生が共同でホームページを開設すること

にしました。

ホームページの内容は以下の通りです。まず、上述したような分科会の活動やその成果を掲載しま

した。日本とアメリカにおける「サブカルチャー」の定義の違いなどは、実際にそれを議論のなかで

体験した私たちだからこそ、伝えることのできるトピックではないかと思います。その他にも、日米

学生会議全体の様々な活動の記録を映像とともに盛り込み、私たちが一ヶ月間アメリカでどのような

経験をし、どのように成長したのか、非常に分かりやすく見ることができます。こうしたサイトを通

して、より多くの人々が日米学生会議のことを知り、その伝統と未来の可能性に興味や関心を抱いて

もらうことが私たちの願いです。また、「マイ・サブカルチャー」と題して、アクセスした人が自由に

意見交換をできるスペースがあります。様々なバックグラウンドをもつ人々が、自分の文化的活動の

報告や文化に対する考えを交換し合うことで、サブカルチャーの可能性がどんどん広がっていくこと

を期待しています。

最後になりますが、私たち「文化とアイデンティティ」の分科会では、これからも具体的には、ホ

ームページの維持･発展や学校等を訪問して講演をするという活動を通して、自分たちが喜びや苦しみ

とともに味わった経験を伝えていくことにしたいと考えています。なぜならば、人々の知的好奇心や

生活意識を刺激して、そこから新たな行動を引き起こすことこそ、文化の最良の特質であり、日米学

生会議を通してそのような経験をした私たちには、今度は逆に人々に向けてメッセージを発信してい

く使命があると考えるからです。 （分科会参加者 由井啓太郎）
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第5章JLP

JLPとは

近年、健康志向の高まりを背景に海外において日本食が注目され、また日本の伝統芸

能やマンガやアニメなどを始めとしたポップカルチヤーの人気が高まるなど、日本のソ

フトパワーが認知されつつある。日本の文化に直接ふれる機会の比較的少ないアメリカ

開催回である第58回日米学生会議では、ソフトパワーの面からの日米交流に注目し、

日本文化の紹介と、参加者同士の交流を深めることを目的としてジャパデリ・リード・

プロジェクト(JLRJapadeleLeadPrQject)活動を行った。

JLP活動では、日本側参加者がイニシアチブを取りつつ、アメリカ側参加者と共同で

日本の料理や踊りなどを体験した｡第58回会議最初のサイトであるコーネル大学では、

広い空の下、芝生の上で焼きそばと焼き鳥を調理した。ワシントンD.C.では、オタフク

ソース株式会社様のご賛助で提供されたお好み焼きセットとアメリカで手に入る食材

を用いてお好み焼きを作り、滞在していたホステルの宿泊客にも振舞った。（オタフク

ソース株式会社様には、本会議前の事前活動においてもお好み焼きの作り方のレクチャ

ーを頂きました。重ねて御礼申し上げます｡）本会議最後のサイトであるサンフランシ

スコでは、本会議開始直後より少しずつ練習を重ねていたよさこい、ソーランを街の中

心であるユニオンスクェアで披露し、街行く人々の喝采と賞賛を受けた。

今回、日本側代表者が率いる文化交流プログラムを設けたことは、言語という壁を乗

り越え、アメリカにおいて日本文化を発信する有意義な機会となった。常に真剣でまた

過密とも言える本会議のスケジュールの中に、気楽な気持ちで文化交流を行う機会が設

けられたことは、参加者の交流をさらに促進したものと言える。

以下、各サイトで行われたJLP企画の中心人物からの感想を掲載する。

コーネル大学 焼き鳥プロジェクト

（第58回日米学生会議参加者由井啓太郎）

男たちは、本会議が始まってから最高潮の緊張を感じていた。コーネル大学の学生

寮の庭先には、即席のバーベキューセットが設けられ、テーブルの上にはひとつひと

つ丁寧に串を通された焼き烏の材料がずらりと並ぶ。ここまでは、女性陣が頑張って

くれた。さて、ここからが俺たちの勝負だ。アメリカの学生たちに日本の食文化を理

解し、味わってもらう。これが最大の使命だ。いやいや、男たちの腹蔵にはもうひと

つ壮大な野心が秘められていた。ここで、アウトドア派の男らしさ、寡黙にみんなの

喜びを下から支える高倉健のような男らしさをアピールしたい。「わ－、～君て素

敵ね」「ワオ、ユーアー、クール」もちろん女性からの黄色い歓声がなによりも期待

された。

競うように焼き烏の串を奪い合い、自分の定位置を確保して、男たちは仕事を開始

した。熱したバーベキューセットの周りには、それよりも暑苦しいほどに所狭しと男

第58回日米学生会議 日本側報告書68



第5章JLP

たちが集い、思い思いに「焼き」を試みる。

いつ串をひっくり返すか、タレはどれくらいつけるか、そこに個性が出ると信じて

…。と、そこに何やら怪しい集団に興味を感じたアメリカの男子学生たちが近づいて

来た。「オオ、イッツ、インテレステイング」結局、さらに暑苦しい集団が完成され

た。気になる女性たちは、焼き場からはるか遠いテーブルで楽しそうに焼き鳥を食べ

ながら、談笑している。周りには、日本とアメリカの男、男、男。

しかし、不思議なもので男たちは、いつしか「焼き」そのものに楽しさを感じ始め

ていた。くるっ、くるつと串を回転させる自分の手のグリップに酔いしれ、「はい、

タレちょうだい」「了解！」「カモン、イズ、ディス、オーケー？」「イエス、グッ

ド！」そんな掛け声に国境を越えたチームワークを感じていたのだ。

医学部の日本人学生が持参した注射器が、タレを串にかける最高のアイテムとして大

活躍した。慣れないアメリカ人学生を手ほどきするなかに、心と心の交流があった。

気がつくと、焼く人、食べる人、男の子、女の子、日本人、アメリカ人の区別な

く、みんなが楽しそうに焼き烏パーティーを満喫していた。ただ、「焼き場」の男た

ちの笑顔だけは炭で黒く汚れていた。そして、最後に日米双方の男たちは、「ヤキト

リー」という大歓声を上げ、串でつながった友情を確かめ合った。その日以来、会議

全体にひとつの絆が生まれたことは間違いない。下準備を頑張ってくれた人たち、

「焼き」にひたすら打ち込んだ人たち、そして何よりもおいしそうに楽しそうに食べ

てくれた人たちがいたからこその絆だ。当初の目的は果たせなかったものの（？）、

男たちはタレよりも濃い友情を手に入れた。
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ワシントン，.C. お好み焼きプロジェクト

（第58回日米学生会議参加者 佐藤友紀）

ジャパデリリード企画の’つとなったクッキング。今や世界的に愛されており、ヘルシ

ーでおいしい日本食を、JASC中に一緒に作ろうと、クッキングチームは春合宿時より行

動を開始した。楽しく作れて、おいしい、そして日本をもっと知ってもらえるきっかけに

なれるメニューは…。おにぎり、トン汁、てんぷら、カレーなどなど、2晩72人分の夕

食になるという、責任の重さを感じながら、限られた調理器具と限られた材料で作れるメ

ニュー、そしてなにより、アメデリの好みに合うかどうかを熟考し、結果考えたメニュー

は、お好み焼き、焼きそば、焼き烏の3品。このうちワシントン，.C・サイトでは、お好

み焼きを調理することに決定した。アメリカに経つ以前に、お好み焼きソースといえば、

おたふくの、おたふく株式会社様の全面的な協力を得て、なんと約十名のJASCerは、お

好み焼き研修を受講させて頂いた｡戦後まだ食料が不足していた当時のお好み焼き誕生の

ことを学びつつ、いかにおいしくお好み焼きを作るかというポイントを伝授して頂いた。

また、お土産セットというお好み焼きパックも大量に寄付していただき、このパックを2

つずつ詰めてジャパデリ全員はアメリカへ旅立ったのである。まず、コーネル大学で焼き

鳥を、そしてワシントンD.C.のホステルでお好み焼きを作った。

D.C.でのお好み焼きは、ホステルのキッチンスペースでの調理ということもあり、一枚

ずつフライパンで行うことは、全く効率的でないことを考え、一度に大量に作り出す為、

オーブンでの調理となった｡お好み焼き研修を開催してくださったおたふくの皆様には非

常に申し訳ないと思いつつも、備え付けのオーブンをフル活用し、ラザニア用の巨大プレ

ートに油を敷き詰め、生地を流し込み、シーフード、豚肉などを敷き詰め、焼いた後ひっ

くり返すという工程を繰り返し、72人分の胃袋を満足させることが出来た。アメデリの

口に合うかどうかと心配していたのは全くの見当はずれで､みんなとても気に入ってくれ

たようだった。4回おかわりに来てくれたあるアメデリに対しては、嬉しい気持ちと胃袋

を心配する気持ちと両方抱いたが、アメデリ、ジャパデリ共に、準備、調理、片付け共に

大変協力的に動いてくれたので非常にスムーズに行われ、クッキングチームもとても楽し

むことが出来たのではないだろうか。

最終的に、バックステージで買出しや野菜切りなどの非常に地味な作業をしてくれた

人々の助けのおかげで、このクッキングは成功することが出来た。コーネルでもD.Cで

も、目的以上の結果、つまりアメデリジャパデリのたくさんの「おいし～！」を聞くこと

が出来、非常に楽しく、おいしく、また強いチームワークを培った企画であったと感じて

いる。
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サンフランシスコ よさこいプロジェクト

（第58回日米学生会議参加者 大原学）

これまで留学先やサークルなど色々な場所で踊ってきた自分が今回任されたよさこい

プロジェクトだったが、これまでと今回が決定的に違ったのは、メンバーがみな「踊りを

やりたい」というモチベーションが高いわけじやなかったことだった。言ってみれば踊り

なんかしたことない、むしろみんなの前でそういうことやるの好きじやないって人もたく

さんいた。だからこそ、やる気がでた。場所もサンフランシスコの中心街ということで、

一般の人も巻き込んでできたらこれもまたおもしろいじやないか、と。

本番までに何度か有志を募って練習した｡時間なんてほとんどないからいつも練習は朝

の7時から1時間とか夜11時時から1時間とか、予定の隙間を塗って踊りの練習する感

じだった。一人じやとても教えきれない人数だったんだけど、ある程度教えたら自主的に

他の人に教えてくれる人や、興味を盛ってくれる人が増えた。本当ありがたい。どんなに

疲れてても、「楽しい」って言ってくれる人がいれば、人間なんとかなるものだ。

本番は8月15日の夕方。

近くの電気屋でデッキを買う。音をチェック。

ユニオンスクェアにつくと、すでに自主的に練習してる人たちの姿。ああ感動。

まだ一度も練習したことがなかった人もいたので、30分くらい練習。

一般の人は、「何してんだあいつら？」みたいな感じで興味深々。ああいう感じはたまん

ないね－。

実はそこで踊ることの許可などを取っていなかったらしく、警察とか来る前に早く終わ

らせてと言われたので、予定より早く始めようということになった。

みんなで踊った南中ソーラン、こいや丼はめちやくちや楽しかった。たぶん、誰よりもオ

レが楽しんでたと思える自信がある（笑)。

それが終わったあと何日か経ったある日、日本に帰る直前のこと。

ユースというアメリカ側参加者が帰り際興奮して涙ながらに言ってくれたこと。

「私はシヤイだから、みんなの前で踊るなんて絶対いやだったし、これからも一生そん

なことはないと思ってた。でもやってみたらすごく楽しかった。あのときから、私もJASC

もすごく変われた。ありがとう｡」

一生忘れない一言が、また増えた｡学生会議に出て、よさこいやって､本当によかった。
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第6章JASCテーマソング

JASCソングとは

1934年に生まれ、戦争期間などを挟んで断続しながらも今日まで継続されてきた日米学

生会議には、その長い歴史に埋もれてしまった貴重な遺産が数多く存在する。そのような

遺産の一つに、1935年に作詞・作曲された会議のテーマソング、JASCソングがあった。こ

の会議オリジナルのテーマソングは、2004年、日米学生会議の70周年を祝う記念誌の編集

中に偶然発見され、山本東生OB会幹事長の指揮の下、第28回会議参加者の竹内幸美氏ら

の多大なる尽力により作曲当時の形に復元されている。2005年に開催された第57回会議に

おいて参加者全員の合唱により正式に会議に復活した美しいメロディは、2006年の第58回

会議でも歌われ、また将来も歌い継がれるであろう。

第58回会議ではさらに、参加者の自発的な交流の結果新たに生まれた58thConference

Songも歌われた。以下、これら2つの歌の楽譜と、58thConferenceSong作曲のリーダー

シップを取った参加者、松田浩道の稿を紹介したい。

58thJASCSONG作成の試み－作成の経緯と理念

共に一ケ月を過ごした仲間と別れてしまう前に、このすばらしい58thJASCを自分たちなりに

何らかの形に残すようなことはできないだろうか。そのような思いから、オクラホマにて新しい

JASCSONGを作る企画がスタートした。58thJASCSONG作成責任者に立候補した私は、オク

ラホマでのルームメイトであったCaSeyに相談し､彼のアイデアをもとにしながらまずオリジナ

ルバージョンが出来上がった。せっかくの機会であるから、なるべく大勢のデリゲートが関わる

形で完成させたいと考えた私は、会議期間中、なるべく多くのデリゲートに曲を歌って聞かせ、

意見を聞いてまわった｡たくさんのアイデアをなるべく取り入れ生かしながら何度も書き直しを

行い、多くの変更がなされたあと、最終日のレセプション直前に完成したのがこの58thJASC

SONGである。大急ぎで十数名の有志を集め、レセプションの場で歌い初披露をすることができ

た
イーO

この58thJASCSONGを作る上で念頭に置いたことが2点ある。まず第一に重要視したのは、

第58回日米学生会議のテーマの一部である｢伝統への回帰と私たちの挑戦｣という理念である。

新しい曲を作る際には伝統のある従来のJASCSONGの精神を尊重し、私たちなりに継承しなく

てはならない。私は従来の曲の精神を「文化を超えた友情」ととらえ、軽やかなメロディーの中

にもしっかりとそのメッセージが伝わるよう、全体の雰囲気と歌詞に気を配った。

第二に、もう1つの重要な我々のテーマは"glObalframework'!というキーワードであった。第

58回の会議中、あらゆるところで我々が強調したのは、現在の日米関係を考えるにはもはや二

国だけではなく世界的な視点が必要だ、という点である。ならば、58thJASCSONGを日本語と

英語だけで作るのは不十分であろう。その思いから、歌詞はなるべく多くの言語で作ろうと試み

た。とりわけ、第58回会議のTrilateralForumで注目した中国、そして今回会議参加者に3名の

留学生を得た韓国は第58日米学生会議にも縁が深いため、中国語、韓国語の歌詞の作成をすす

め、現在までに日米中韓4カ国語の歌詞が完成している。

日本側参加者､アメリカ側参加者が共に一つの音楽に取り組むというのはすばらしい交流のあ

り方である。完成した歌をともに歌うのもすばらしいし、共に一つの作品を作る過程は強い友情

を育む格好の機会となる。この新しい58thJASCSONGは第58回デリゲートが「文化を超えた

友情」を育む形で誕生したといえる。多くの仲間とともに曲をつくることができて光栄である。

（第58回日米学生会議参加者 松田浩道）
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青山泰司 つか数年アメリカで働き、新しい技術を日本

に持って帰りたいと思っている。でもアメリ

カにはほとんど行ったことがなく、アメリカ

がどのような国なのか知らなかった。

②医学部の仲間としか話す機会がほとんどな

かった。違う価値観や違う夢をもった同年代

の学生と話す機会がほとんどなかった。でも

将来患者さんはいろんなbackgroundを持つ人

なのでいろんな分野の学生と話す機会を切望

していた。

③小4から中3まで英国に滞在していたのだ

が、英語力以外でその経験を活かすことが通

常の生活ではほとんどなかった。自分の経験

を他人に伝えたい、そして英国以外の文化に

触れて違う人と視点からみてみたい、そう思

っていた。

今こうして､JASC中につけていた日記をパ

ラパラと見返してみる。言葉の断面から感じ

られる感情の中で、凛とした存在感を放ち、

目に留まるものがある。非日常に対する新鮮

な驚きと言葉の壁を越えられないことへの悔

しさ。ただそれを具に言語化することに抵抗

を覚えるのは、ひどく主観的な満足や陶酔を

いたく陳腐で凡庸なものに変質させることを

少し恐れているからなのかもしれない。

何もかもが未知なるもの。日々ルーテイー

ンの中を生きていた僕には、この上なく目新

しく、心を躍らせる。

「もうこんなチャンスはない」という想い

といまだ知らぬものへの好奇心が僕を掻き立

てる。「とりあえず、やってみよう！」

この，ヶ月意識や無意識に関わらず心の内

にずっとあった想い。

一方で、相手の想いを完全に理解できない

ことへの未練。ただこの想いもまた僕を大き

く育ててくれる不可欠な栄養源だ。

環境が人を育てると良く人は言うけれど、

これほど、刺激的で魅力的な環境の下におか

れて生きたのはひさしぶりだ。

正直に言ってこれまでアメリカという国家

が好きかといわれればそうではなかった。国

際社会の世論に耳を閉ざし、裸足でどかどか

と他国の主権の中に入り込むかの行為は、反

国際協調的におもえた。ただ、論壇がいかに

極言しようと、政治がいかに強談しようと、

心の琴線に触れる僕らだけの交流は絶やした

くない。ずっと繋がっていたいと心からそう

思えた。自分の上に背負っているものを少し

取り払って、ひとりのひととして。

そのような私が、たまたまJASCのポスター

を発見したとき、一目ぽれをする感覚で行き

たいと思ったのは必然的なことなのだと思う。

そして、刺激的な1ヶ月は、じわじわと私の

人生に影響を及ぼしている。

元気300％

JASC中､私は仲間と一緒に思うぞんぶんはし

やいだ。まるで高校の頃のころのように。ふ

ざけあい楽しむ機会JASCにはたくさんあっ

たのだ。日本のアニメのキャラクター大集合

のSkitをしたり、TalentShOwでアカペラをし

たり、ドッジボールをしたり、CrazyClubと

いう変人のあつまったグループを結成してふ

ざけたり…。そう、CrazyClubのPresidentで

あり、運営委員でもあるRachelとは意気投合

してはしやいだ。普通の通りで歩きながらバ

レリーナっぽいダンスを一緒にしたり、街中

でCrazyClub(CC)のテーマソングを作って振

り付けも披露したり、SanFranciscoのAngel

Island行きのフェリーではタイタニックごっ

こしたり、道で大声で歌ったらホームレスに

声かけられたり…かなりの迷惑行為もした気

もするがCCの活動は本当に楽しかった。笑

いすぎて腹直筋が鍛えられた。

池田早紀

JASCに参加する前の私は.…

①小さい頃からアメリカに憧れを抱いていた。

スケールのでかさ、研究への投資、医師の質

の高さ、いろんなテクノロジー発祥の地。い
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知識不足による劣等感、そして前進 大切なパートナー

春合宿や事前合宿、そして本会議中、私は自

分の知識のなさを感じることが多かった。い

かに自分の視野が狭かったのか思い知らされ

た。

帰国子女で理系の私は帰国直後、高校で文型

科目に力を注ぐ余裕がなかった。英国でも通

信教育で日本の社会を勉強し、現地校で社会

の勉強もしていたが、政治・経済・世界情勢

については年齢的に学習しなかった。私はこ

れらのことと、大学生活での忙しさを言い訳

にして、専門外のことを学習することを怠っ

ていた。しかし、知らなくてはいけない、学

びたいという気持ちは常にあった。

JASCでは､視野の広い仲間や大学で政治や経

済、法を専門とする学生と交流することがで

き、数あるフォーラムや講演、museumや

monumentなどを訪問して新しいことを学ぶ

ことができた。自分の無知や他の学生の知識

や考えの深さを知って、私は劣等感を感じる

ことがしばしばあった。また、自分の専門か

らかけ離れていても、知識があり、講演でも

たくさん質問ができるアメデリに感心してい

た。

そんな私が自分のだめさに落ち込んでいたと

き、まわりの仲間がアドバイスをしてくれて、

前向きに考えられるようになった。これらの

新しい経験が、新しいことを学ぶfbotinthe

doorになれたらいいのだと考えられるように

なったのだ。それ以降、心が軽くなった。

さてさて、私のbuddy,Tiemeyついて述べよう

と思う。ComellUniversityで迎えてくれて、

大学の寮やホスト先も一緒で、一緒に企画を

したりもした。私は彼女を本当に尊敬する。

強く（彼女はkarateをする)、しなやかで、知

性があり、教養があり、芯がしっかりしてい

る。それなのに、ときには奇声をあげ、馬鹿

騒ぎも一緒にしてくれる。本当にバランスの

とれた子だ。大学では副専攻の日本語の他に

GenderPhysiologyを勉強しているので、女性

の労働環境についての話題には火がつい

た。''I'llimprovetheworkingenvironmentof

Japanesefemaledoctors!''と私は彼女に約束し

た。EverymOmentspentwithherが楽しかった

（いつも彼女と一緒にいた、BFのGeoffには

ときどきやきもちをやいていた笑)。彼女と深

く議論したり、不安なことを相談したことを

忘れない。彼女は私にとって大切なパートナ

ーとなった。

SSファミリー

私の分科会、ScienceandSocietyRoundtableは

家族だ。ECのStantOnとまちやがママとパパ

で7人の子供と一匹の猫で構成されている。

JASCの3分の1は一緒に過ごした｡摩擦が生

じることもあるが、深い議論を通して、本当

の家族のようになれたと思う。「生命倫理」の

様々なトピックに関するお互いの考えをもっ

と交換できたらよかった。

そして、自分には知識はないけれども、それ

以外の部分で貢献することに努め、役割を果

たせたと思う。SkitやTalentshowはもちろん

だが、TrilateralForumでmoderatorをし、

ConnictResolutionのフォーラムではSmall

DiscussiOnを受け持ち、夜のSpecialTbpicsで

は''WhatkindofMenandWomenarepopularin

USandJapan''という企画をTierneyとした。楽

しみながら頑張れた自分や、背中を押してく

れたみんなに感謝したい。自信がついたと思
戸

フ。

Ｌ一

弔

i卜畷

勺
鍜
剣

陸一
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これは、僕と二人のアメリカ人との、ある

ひと夏についての物語だ。正直に言えば、僕

と個性溢れる71人についての壮大なクロニ

クルを書きたいのだけれど、僕たちがいつか

地球から飛び出すという決断をするまでスペ

ースというものは常に限られている。いや、

そんなときが来たってちっとも変わらないの

かもしれない。でも、そういう制限が生み出

す緊張はときに人を輝かせる。この物語にも、

ピントを絞り込むことで幽かでも光を宿すこ

とができればと思う。

これから

JASCが終わってしばらくは燃え尽き症候群

や寂しさで、無気力だった。

本会議が終わって2ケ月近くがたった今では、

私は前と同じような単調な日々を過ごしてい

る。夏の経験を活かすかどうかは私次第なの

だと感じた。ときどき振り返って、そのとき

感じたことを思い出し、日々の生活に活かし

ていきたい。

そして、これから世界視野で物事を考え、社

会での自分の役割を果たせる人になりたい。

まずは、“あるひと夏”のちょうど1年前か

ら話をはじめなければならない。僕らの物語

は、いきなり衝突からはじまる。1年後、ど

んな夏を過ごすか｡そんな簡単なことなのに、

考え方も、生きる社会もまったく異なる僕た

ちは、合意に至れる気配すらなかった。誰か

と何かをともに形作るという作業は、いつだ

って困難だ。カントだって言っている。人間

は社会を形作る生き物である。でも、それは

信頼から生まれるものではなく、お互いに大

嫌いでまるで信用なんて出来ないからだ。だ

から、危なっかしくて放っておく事なんて出

来ないのだ、と。

JASCでいろんな価値観に触れたこと、本音で

ぶつかったこと、密の濃い1ケ月はじわじわ

と私の人生に影響を及ぼしている。かけがえ

のない仲間ができて本当によかった。

井上雅章

現在私は、800名ほどの留学生を擁する国

際寮に日本人学生アシスタントとして住んで

いる。そこでは実は、日米学生会議の経験を

他人に話す事は警戒を要する。何故かと言う

と、全員が全員ではないものの、住人の一部

は「アメリカは国際社会において横暴で勝手、

国内でも有効な社会保険政策もなく社会は崩

壊間近」というイメージを持っており、平た

く言えばアメリカの評判が必ずしもよくない

からである。アメリカと日本の相互理解を目

指すプログラムの実行委員までした、などと

言えば、自分がアメリカの意見の代弁者だと

いう風に思われてコミュニケーションに支障

を来たす可能性もある。

だが、彼らとアメリカについて話すとき、

自信を持って言えることがある。「アメリカ人

は話せる連中だ」と。二度の日米学生会議を

経験した私には言える。

僕らはぶつかり合い、とことんまで話し合

った。怒って席を立ってしまう日本人もいた

し、涙を浮かべながら自らの想いを吐露する

アメリカ人もいた。そんな色とりどりの絵の

具が無造作に盛られたパレットを使って、青

写真を描く作業を引き受けたのが、僕とスタ

ントンだった。やっと1人目の登場人物を紹

介することが出来る。彼は、ヒップホップと

セクシーな女の子をこよなく愛する、愛矯の

ある大男だ。会議場を出てアトリエに入った

とき、彼は言った。

「お前は必ず手を挙げると思ったよ。だか

ら俺もやることにした」井上裕太

お前の思い通りにはさせない。そう顔に書

いてあった。牽制し合い、じっくりと皆の想
r世界ﾉ万民”見地/ごおﾉﾅる蜜遍更の理念／／ご

ついての一考察
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いを咀噌しながら、僕たちは絵を描いていっ

た。そして、“あるひと夏”の設計図が出来上

がった。アトリエを出るときに、スタントン

がにやりとしてつぶやいた言葉。

にするにはあの夏は眩しすぎる。誰だって太

陽を見据えるには、目を細めなくちやならな

いだろう？ここに書くことが出来たのはあの

濃い夏の、ほんの一部分だけだけれど、その

溢れんばかりのエネルギーや、眩いばかりの

輝きをうまく切り取れていたらと願う。｢裕太。お前、出来る男だな」

それから一年間、それぞれの国へと帰った

僕たちは設計図の実現を目指して文字通り走

り回った。今から考えると、よくもまあ辿り

着けたものだと思う。長く曲がりくねった道

の果てに、“あるひと夏”がはじまる。太平洋

を渡り、1年ぶりに再会したのがもう一人の

主役、シーハンだ。ハーバードに通う、透き

通った眼をした敬虐なクリスチャン。“あるひ

と夏”は、僕たちふたりのものと言っても過

言ではない。こんなことを言うと山のような

反論が押し寄せるかも知れないけど、僕がそ

う言うのは自由だ｡表現の自由よ、永遠なれ。

そういえば、あのドイツ人はこうも言って

いる。仕方なく社会を形作る人間は、否が応

にもいずれ世界中で同じ枠組みを共有するこ

とになる、ってね。そうなれば、この星に生

きるすべての人びとは分かり合える。なぜ

か？僕らがそれを証明して見せたからさ。

っ
画

一

I

Ｉ
魔
匿

心
偽
画

墜
識

“相棒”と僕は、1ヵ月間いつも一緒にい

て、本当にいろいろな話をした。彼は寡黙な

男だから、大抵は僕がしやくってそれにシー

ハンが反応するというスタイルだった。日本

の社会について僕が何を考えているのかを話

せば、相棒はアメリカについて引き合いに出

しながら自分の考えを述べる。時には僕は人

生観を語り、それとキリスト教の教えを比較

してシーハンが応える。そんな風にして、僕

たちは1ヶ月間を過ごした。“あるひと夏”が

終わりに近づいたとき、シーハンがゆっくり

と噛み締めるように言ってくれた言葉を、僕

は忘れない。

大原学

日米学生会議を終えて

～もどかしさと、悔しさと～

手を挙げるのが遅かった。日米学生会議は

終わってしまった。

全日程の最終日、みなに向かって発言でき

る最後の機会をオレは逃した。言いたいこと

はたくさんあったはずだし、言いたいことも

決まっていた。なのに、英語でどういうかを

考えたりして手を挙げるのを渋っていたら、

残り時間はあとわずかになっていた。勇気を

出して手を挙げたが、ジェフから×のサイン

が出た。遅かった。

最後のRTプレゼンテーションのときは、

自分のチームにある質問が来た。「その質問に

「僕は、小さな頃からキリスト教の教えを

受けて育った。唯一の正しい道は、イエス・

キリストだってね。でも、裕太と話してそれ

は違うってわかった。世界にはいろんな考え

方があっていいし、正しい道はひとつじやな

い。」

そろそろ、終わりにしなければならない。

最後に、本当のことを言おう。すべてを文章
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答えるために自分はここに来たんだ｡」という

ような質問だったが、自分が口を開こうとし

た瞬間、自分の前にいるメンバーがそれに答

えてしまった。オレは落胆した。結局、言葉

でうまく表現できないまま、言いたいことも

言えないまま終わってしまった。

思えば、こんなことの連続だった。発言し

ようと思うときになって、時間切れというこ

とが何回もあった。みなと共有したかったこ

とをできなかったという悔しさが残る。何を

ためらうのか、自分でもよくわからないがた

めらうことが多かった。

この悔しさをオレは大事にしたい。毎日が

挑戦という環境の中、他のみんなががんばっ

ているのを尻目に、ここぞというときにうま

く自分の意見を表明できなかった自分がいた

ことを絶対に忘れたくない｡JASCは予想した

以上に、ものすごく楽しかった。楽しかった

からこそ、思い出は美化されるからこそ、あ

のときに抱いた悔しさを忘れてはいけないの

だ。

人生で一回きりのJASCという経験。そこ

で出会った素晴らしい仲間、最高の思い出、

そして「ためらった」というあの悔しさ、そ

れら全てが宝物。「終わってからがJASCだ」

という言葉の意味が、今なら理解できる。

SeeyOuguys,again.

えるか？思いやりを忘れずにいられるだろう

か？分科会でやっている「移民」の問題と一

緒で、対立というのはエゴとエゴがぶつかる

本当に余裕のないところで起きるものだ。自

分が日頃考える理想がどんなにきれいごとで

表面的なものだったか、実際自分が精神的に

つらい状況になって初めて気付いたのである。

JASCは「国際交流」なんていう浅い付き合い

ではないのだから。

落ち込んでいた間、それでも親切に話を聞

いてくれたJASCerたちの存在が本当に心の

支えになった。それ以外のときも、様々な場

所を訪れる中で持つ違和感、問題意識…それ

らはいつも暖昧だったり感覚的だったりして

いたのだが、毎回何か感じる度に、いろんな

友人に話を聞いてもらい、意見を交換するこ

とができた。

会議も終わりに近づく頃、私の中では自分

のことで精いっぱいで人のために働いたり、

会議に貢献したりできなかった、と後ろめた

さが募っていた。でもそんな私を救ってくれ

たのも、また友人の言葉だった。「めんどくさ

いフォームに応募書類書いて、めんどくさい

春合宿に来て、めんどくさい事前合宿も参加

して今めんどくさい会議にきてるんだから、

何も貢献してないことなんてない」と言って

くれたEC、自分もかつて別の会議に参加した

が何もできず恥をかいたが今回の会議でその

体験を元に同じ課題に取り組み成功を収めた

と体験を話してくれたEC、「大事なのは、人

がどう見るかじやない、自分の弱さを自覚し

て自信を持つことだ」と教えてくれた友達…

本当に救われて、涙が出るくらい感動した。

その頃にはあんなにストレスだった｢集団」

がいつの間にか心地よいものになっているこ

とに気付いた。毎日がとても貴重で理想に溢

れた場所にいたんだな、とJASCが終わった

今さらにみんなとこの場にいられたことへの

感謝の思いが強くなる。帰国してからJASC

での楽しそうな写真を眺め、みんなからの

JASCMailを読んで、「確かに私はJASCに参

加したんだなあ、確かに楽しかったんだなあ」

と改めて感じてなんだか不思議な気持ちにな

小笠原瞳

72人で共同生活をしたJASCの1ヶ月間、私

が向き合い続けたのは、結局他でもない自分

自身だった。旅も国際交流も大好き、楽しく

ないはずはない､と参加したJASCだったが、

現実には高いレベルのレクチャーやディスカ

ッションについていけない自分や集団行動が

苦手な自分がいて､2週間目のDCサイトの頃

にはストレスが極限に達していた｡いくら「人

とコミュニケーションするのが好き」とか｢世

界を平和にしたい」などといっていても、余

裕のあるときならみんなと仲良くできて当た

り前だ。でもそうでないとき、余裕のないと

き、自分がつらいときに人に対してどう振舞
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ったのを思い出す。 不安と緊張をスーツケースに押し込み､京都を

旅立つ｡久しぶりに再会した35人の笑顔｡私た

ちを待っていたのは快晴の夏空｡ついにその幕

を開けた本会議､まだ実感はわかない｡初めて

のUnitedAirlines､やがて緊張の離陸｡高度3万

3千フィートで食べられるとは思ってもみなかった

カップラーメン｡JFK空港で迎えてくれたAEC・

車窓から流れ去る景色､ここはもうAmericaなん

だ11

真夜中のCornell大学､出迎えのAmedeleを見

て長旅の疲れも飛んでいった｡…でも私の

Buddyはどこ？？ﾍｯﾄですやすや｡今だから笑

えるRisaとの出会い｡始まったJASC本会議｡夢

のようなCornellのキャンパス｡水のしぶきが気持

ちいい､キャンパスの滝｡焼きとりパーティーにド

ッチボール､スキット｡時間がここだけ切り取られ

たかのようにゆっくりと濃厚に流れていく。

徹夜で待った早朝のバスはAmericantimeで到

着｡NewYorkの街角｡劇場から出て来た有名人

(？）に黄色い歓声があがる｡暑さで全く食べら

れない｡渡米前の熱がぶり返して､NewYorkの

夜はホステルでひとりぽっち｡ベッドにそっと食べ

物を置いていってくれた友達｡すっかり元気にな

った翌朝。「ヒーロー｣たちの眠るGroundZeroは

あまりにも無機質だった｡あの時目の前にあった

がれきの山はどこにいったのだろう。そしてあの

時誘われた涙は…。5年を経た｢あの場所｣は何

の感情も抱かせてはくれなかった｡ただ事実とし

て受け止めようと､呆然と立ち尽くすより他になす

術がなかった｡太陽をいつぱいに反射してそび

え立つ国連本部と翻る万国旗、捻じ曲がった銃。

世界平和への取り組みがここで営まれている。国

連大使のレクチャー、国連の限界や課題、日本

の立場に思考を巡らせる｡NewYorkの喧騒を離

れ､バスはやがてAmericaを具現化した街へ。

合衆国の首都､数々の歴史の舞台、

WashingtonD.C.。首都の名にふさわしい様相を

呈している｡Smithsonian博物館で学んだ

Americaという国。軍事･宇宙はAmericaの力強

さを感じさせる｡Americaの､そして世界の歴史を

彩る大統領｡暗殺の歴史もまた歴史｡5年前

Pentagonに掲げられていた星条旗､ぽろぽろに

なって博物館にその姿を現す｡'FREEDOMIS

JASC中に何かを残すとか､やり遂げられた

わけではないけど、あの1ヶ月で見たもの、

考えたこと、出会った人、そして事前活動で

勉強した様々なことはずっと私の中に残って

いく。そしてこれからの新しい勉強や経験や

出会いとある日有機的に結びつくこともある

だろう。だから今形にならないものも、あり

のままにあたため続けよう。そして｢社会を、

世界をもっとよくしたい」という純粋なJASC

の問題意識を忘れたくない。私は来年就職す

るのでECにもなれないけれど、JASCの社会

発信という目的は、一生をかけてやっていく

べき課題であり、自分なりに自分のスタイル

で取り組めばいい。

今、私の先にもJASCという長い道は続い

ている。

~＝ …藻 瑠嗜

P

や』

茅
１
１

蝿

L

剖醗

尾田亜沙美

~JASCからの贈り物･JASCへの贈り物～

デスクにはきらきらの笑顔が詰まったアルバム。

春から共に過ごした分厚いJASCノート｡スタバの

Washingtonタンブラー。NewYorkTシャツ。

Oklahomaベア｡SanFrancisco時間のまま時を刻

む腕

時計｡温かいJASCMailoそしていつの間にかひ

と夏の夢に思いを馳せている。
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人生が終わった人々・悲惨な歴史は繰り返され

るのか｡よく分からなかったけれどジョークが飛び

交う州議会訪問｡カウボーイ博物館､ガイドはカ

ウボーイだったのか…？夜中のOklahoma大学

をランニング､広すぎて息が切れる｡突然言い出

したHulaダンスと｢涙そうそう｣、たくさん参加して

くれて本当に嬉しかった｡みんなのパワーが爆発

したTalentShowoアカペラに感動｡初めて踊っ

たよさこい｡そして楽しかったhomestay･湖のほと

りで真半分の虹と日没を眺めながらのディナー。

とても暖かい雰囲気で迎えてくれたパパとママ、

SOONERの心意気を教わった｡今までの教会の

イメージがすっかり変わった、lstBaptistChurch

訪問｡そしてOklahomaの夜は澄んだ虫の音色

に包まれる。

Rocky山脈の広大な自然を眼下に飛行機は霧

の町SanFranciscoへ迷い込む｡寒くて凍えそう。

日本領事館でのレセプション。緊張の企業訪問。

飲めない大ジョッキの黒いビールを片手にジャズ

を聴きながらAIDSのSpecialTopic｡赤いJASCT

シャツ､UniOnSquareでのよさこい､心に残った。

Angellslandから一望したSanFranciscoの坂道、

息もつけない絶景｡Alcatrazの｢ザ･ロック｣が眼

前に浮かぶ｡Fisherman'sWharfでの豪華なディ

ナー､凍えた体が温まる｡一日中ホステルにこも

ってのフォーラム準備。翌日のフォーラムは厳か

な雰囲気の中行われた｡1ヶ月の私たちの結果、

それがついに形となって現れた｡会議は終わる

んだ､そんな気持ちを抱きつつ｡あれだけ気にし

ていた日焼けも体重も､SanFranciscoに来てか

らすっかり忘れてしまった｡毎日食べたマスカット。

足繁く通ったベーカリーにクレープ屋さん､スタ

バにおしやれなバー｡浜辺に座り､霧に佇む

GoldenGateBridgeを眺めながらのBBQo個性

が光るECElection､熱い気持ちが伝わってくる。

2時間かけて往復したGoldenGateBridgeo日本

庭園のあるGoldenGateParkをさまよう。バスで

SanFranciscoの街を堀爽と走りぬける。高層ビル

から見渡したSanFranciscoの町並み｡分からな

くても気遣ってくれたRTのメンバー｡Benちやん

の"GlobalBusiness!!"って声が今でも耳に響く。

話についていけない焦り、準備してきたことを生

かせない腹立たしさ､それでもみんなが助けてく

NOTFREE.'戦争の惨禍は静かに語り継がれる。

石に彫られた名前は一人ひとり生身の人間だ。

その一人の人間と､それを取り巻く人々の巨大な

悲しみは､想像だにできない｡かっての日本人

はこの国の人々と戦ったのだ｡それをたやすく理

解することはできなくとも､歴史はそう語っている｡

戦争の悲しさ､愚かしさ、言葉にならない感情は、

世代を経て､なおも受け継がれる。日米学生会

議にとって､これらの戦争はその原点ともなって

いるのだ｡VietnamVeteran記念碑､紙と鉛筆で

名前を写し取る遺族の姿に悲しさを覚えた｡私は

この場を訪れ､何を考え何を感じたのか、自分に

問いたい｡ホステルで気が遠くなるほど大量に作

ったお好み焼き｡お好み焼きは平和の味がする、

本当にその通りだね。日本大使館でのレセプショ

ン､たくさんのOBにお会いし改めてJASCの伝

統を感じた｡ヒーローを生み出すWhiteHouse、

華麗な宮殿さながらだった｡熱くビジネスを語っ

てくださったAlumniNightのゲスト。LifbGoalに

ついて語り合ったAlumnio理想の恋人について

語り合ったSpecialTopic｡JASCの伝統を感じる

FoundersDay.幾許もの歴史を見守ってきた

Capitolとそれを見つめるLincolnの一途な眼差

し｡ReHectingPoolに映える夕日とWashington

Monument｡Rooseveltの名言が過去から甦る。

PotomacRiverを眺めるJeffersOno独立宣言書は

静かにそこに佇む。日没の主都は赤く染まり､瞬

く間に夜の帳が空を覆う｡紛争解決の可能性を

探るフォーラム､悲惨な迫害を目の当たりにし、

そしてアクションを起こす人々の熱意を感じた。

金融機関の可能性について考えるきっかけを与

えてくれたWorldBank訪問。帰国してからやっ

てみたい事が見えた｡小さな行動の積み重ねの

大切さを学んだNGO訪問｡そしてWashington

最後の夜は久しぶりの中華料理に舌鼓。

Chicagoを経由して早朝の飛行機は轟音をあ

げる｡乾燥しきった赤茶色の大地､Oklahomao灼

熱の太陽と彼方に広がる地平線｡石油掘削機が、

のんびりと動いている｡のどかな街､これもまた

Americaなのだ｡野生のBuffIoにPrairie-dogo

NativeAmericanのフォーラム｡迫力の太鼓。

NativeAmericanExpo､彼らの円陣で彼らのリズ

ムで共に踊った｡テロの跡地､一瞬で理由もなく
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れた｡GroupRenection､その場にいるだけで温

かくて心地良かつた｡皆が皆のことを考えている、

理解しようとしている｡JASCFamilyoそして

CIosingCeremony､Yokoさんの歌声､JASCソン

グが今でも耳に残っている。永遠にここにいたい。

永遠にJASCerといたい｡そんな願いも空しく、コ

ンチェルトはやがて別れの章をつむぎだす｡また

会う日まで。

JASCが終わって何か大きな事を成し遂げたよ

うな､それでいてぽっかりと穴が開いたかのような

寂しさが胸の中を交錯しています｡長くなりました

が､最後にもう少し書いてJASCの感想にしようと

思います。

私のJASCは一通のメールで始まりました。「私

は障害があります｡それでも参加する資格はあり

ますか｡」そのように聞かずにはいられなかった

のです｡社会は障がいをもつ私を認めてくれな

い､という気持ちがありました｡今こうしてすばらし

い58thJASCのメンバーである事を誇りに思いま

す｡JASCerは私を受け入れてくれた､それも想

像以上に。

当初から私のJASCでの目標は｢日本のことを

知る、自分のことを知る｣というものでした｡約10

年前､アメリカの火星探査機マーズパスファイン

ダーは地球を飛び立ちました｡火星を知ることは、

地球を知ることでもある､と｡地球の生い立ちを学

ぶために人類は火星へと向かったのです｡そし

て私も､アメリカという外の世界へ行くことで内面

を見つめようと思ったのです｡その目標はある程

度達成されたと思います｡私は日本人としての私、

アイデンティティを自覚した自分を理解するよう

に努めました。自分はどういう人間で､どういうこと

ができて､どういうことができないのか､それを常

に考えていました。

JASCは私にとって試練でした。日本語でさえよ

く聞こえないのに､英語で､しかも新しい環境で

の生活は慣れるのに時間がかかります｡話した

い、聞きたい､そういう気持ちだけが空回りしてし

まったこともありました｡それでもJASCerの中に

いると温かい空気を感じずにはいられませんでし

た｡隠していたい､そういう本心とは反対に､私は

皆にアピールしたつもりです｡お互いを理解する

ためには私のことも言わなければいけないと思っ

たから｡JASCerは私を本当に全ての面において

サポートしてくれました｡そして私の話に耳を傾

けてくれた。聞こえない私を励まし､ポジティブな

アドバイスをくれ､そして涙を見せてくれた友達。

こんな経験は全く初めてだったし､その時私は

JASCに来て本当に良かったと心から思いました。

これが私がJASCで得るだろう最も大きなことなの

だと漠然と感じていました｡大学に入ってから障

がいを持った私は､ずっとずっと､大切な自分を

認めてあげる事ができませんでした｡聞こえてい

たら出来たかもしれないという悔やしさや､怖くて

逃げている自分､聞こえないことで自信をなくし

本来の私でいられない苦しさ､一人で耐える辛さ。

でも､JASCで､それも全部含めて自分なんだ､と

思えたのです｡障害がなければ､もっと何でも出

来たかもしれません｡けれど障害がなければ､こ

んなに素敵な自分にはなっていなかったかもし

れない､そう思ったのです。

私には聴覚障害がありますが､それは決して悲

しいことではない､と今なら思えます｡誰にでも克

服するべき事はあります｡私にはそれが障害であ

っただけ｡それが私の可能性を否定するものだと

は思えないし､きっと私にはそれ以上にすばらし

いところがあるのだから､それをもっと生かしてい

こうと思うようになったのです｡障がいは与えられ

たものです｡けれど、自己実現は決して与えられ

るものではない｡それは私自身が追い求めるもの

なのです｡JASCはそれを教えてくれた。日米の

平和や世界の平和について考えたこと､追い求

めた崇高な理念は私の糧になりました｡しかしそ

れ以上に私は私自身のあるべき姿を見出し､そ

れに対して自信を与えてもらったような気がする

のです｡私の勝手な解釈で良ければ､JASCはそ

のような場、自分自身を見出し成長させる場だと

思います。

そしてもう一つ､JASCの選考の時から考えてい

たことがあります｡それは､私が一体どのような形

でJASCに貢献できるのか､ということ｡そしてつ

いに私はその答えを見つけられませんでした｡と

てもネガティブな言い方かもしれませんが、実際

私がJASCに貢献できたことがないような気がす

るのです｡私はいつも聞こえなくて困っている立

場だから､いつも助けられている｡今回もそうでし
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た｡これは今後の私の課題ですが、自分は何に

どのような貢献ができる人間なのか考えていきた

い｡そして､私がこれからJASCに貢献できるとす

れば､それはさらに成長することなのでしょう。

JASCで得たもの､今までの人生で培ったもの、

それらを土台にして､さらに新しい人生を歩んで

いくこと､これこそがJASCへの貢献だと思います。

私はJASCから多くを与えてもらった､今度はそ

れをJASCに与える番だと思います。

スピーチの苦手な私が､最後のセレモニーで

どうしてもみんなに言いたかったこと、'Alllhave

tosayisthankyou,thankyou,thank

you..…(endless)'これは心から皆に捧げた言葉

です｡この場を借りて､支えてくれた58thJASCer

全員にお礼を言いたい｡ありがとう。Thankyou.

一番迷惑をかけたRTのメンバー､みんなのおか

げで楽しめたよ｡そして､私たちの会議を一年間

かけて準備してくれた実行委員のみんな、その

努力に感謝と敬意を｡私たちの会議を支えてくだ

さった多くの方々に、心からの感謝の気持ちを。

行く先々で出会い、楽しい時間を共に過ごした

全ての方に、出会えたことに感謝の気持ちを｡運

命の出会いを果たした72人の絆がこれからもま

すます固いものとなりますように｡そして最後に、

これからも日米学生会議の精神が脈々と受け継

がれ､悠久の時を越えて日米の、そして世界の

平和に貢献できるものとなりますように。Long

LiveJASC!!ILoveYou,JASC!!Thankyou.

笠井寛子

次のひとにわたす

この夏、私が日米学生会議で得たもの。

。 「私、ぴろの悪い部分もわかった上で、

ぴろのことすごい信頼してる」「びるがい

ない58thJASCは考えられないよ」「これ

からもずっと付きあっていきたいから」

と言ってくれた友達

・企業の社会的貢献についての理解

・国際政治に関する知識と問題意識

・ 無意識に自分が誤ったアメリカのイメー

ジをもっていたことへの気づき：アメリ

カってそんなに日本と変わらないし、ど

の国にもいろんな人がいる

・ 尊敬されるリーダーとは：人の話を最後

まで目を見て聴ける・失敗したときの対

応ができる．言い訳や文句を言わない．

今自分にできることを考えられる．人を

思い込みや偏見で判断しない．視野が広

い．人間味が感じられる．時に何かを犠

牲にできる。上手に仕事を割り振れる．

上手に人にお願いができる

・ 自分の強みや弱み、価値観を知ったこと

・組織の中での自分の役割：きっと組織っ

て、Aが得意でBが苦手な人と、Bが得

意でAが苦手な人の集合体なのだと思う。

だから私に欠点があっても、それを自覚

している限り誰かが助けてくれる。チー

ムワークってすばらしい。

・ 寝ないと集中力が下がること

・ けじめをつけることの大切さ

。 どんなにやりたいことが溢れていても、

自分のキャパはオーバーさせない

・行動力：「この人に会って直接お話が聞い

てみたい！」なら、電話しろ！

・ディスカッションのすすめ方:''Areyou

tryingtosaythat…?''｡6Then,whatdoyou

think?''@GIpersonallybelievethat.…，，

・自分の気持ちを正直に言うことの大切

さ：そのためには信頼関係が必要

’1、､』ノ勺
§i愚'零

’1屯膳 噂齢灘．

侭

噸 海錘y

塗－1．． 〆 竺睡謹■L：鐘
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私はこの夏、様々な方の親切に支えられ貴

重な機会をいただき、これから取り組むべき

多くの課題とパワーを得させていただきまし

ブー
ノーO

私は今から「次の人に渡す」ことに取り組

みたいと思います。自分が与えていただいた

機会や学びを、次の人に渡す。そうやって私

が例えば五人の人に渡して、その五人がまた

新たな五人に渡して、どんどん波が広がって

いけば、日米学生会議は世界を少しずつ変え

ていく存在になりうるかもしれません｡いま、

次の人に渡そう。

ム、分科会FW、NativeAmericanfbrumなど

の個々のプログラムであり、ひいては第58回

日米学生会議である。

日米のみならず、タイ、中国、韓国、オー

ストラリア、米国、ベトナム、台湾、フィリ

ピン、イギリスなど様々なバックグラウンド

を持つ学生が集い寝食をともにする第58回

日米学生会議という比類なき空間、そこに存

在する独特の空気･momentso過ぎ去って行く

一瞬一瞬をつなぎとめたくて、日記を書こう

と試みたが、前半のサイトのコーネルやワシ

ントンDCでは、1年間の成果が試されてい

るような緊張感と日々日米のデリゲートの間

で育つgoodchemistlyを目にする充実感とと

もに、疲労が押し寄せて気絶するように眠り

についた。そして、オクラハマやサンフラン

シスコでは、日記を書く時間を惜しむほど、

一人でいるよりは皆とともに会議で起こって

いる「奇跡」の目撃者になりたかった。ここ

で「奇跡」と呼ぶのは、恐らく何万分の一と

いう確率で出会った参加者たちの間で生まれ

ていく友情や数々のストーリーである。

会議が無事幕を閉じたいま、72名の叡智が

集いこの人たちと一緒ならば何でもできるの

ではないかと、勇気と希望を与えてくれた一

人ひとりの仲間を始め、日米学生会議の活動

で出会えた全ての方に感謝したい。また、実

行委員の活動期間中に、就職活動という人生

の大きな決断のときを迎えたこともあり、多

くのアルムナイの皆さんに出会い、それぞれ

の人生においての日米学生会議について様々

のお話を伺うことができたことは私の大きな

財産である。

あのアツイ夏が終わり、日米学生会議で得た

ものは余りにも大きすぎて、365日JASCing

の日々からどうもとに戻ればいいかと途方に

暮れたときがある｡また､｢JASCの終わりは、

始まりである」ことを痛感し、半年後に一社

会人となるわたしは、どうやって今の想いを

持ち続け歩んでいけばいいのか、ふと心細く

なるときがある。

最後に、そんな折、私の心の中に浮かび、奮

い立たせてくれる言葉を紹介したい。

唐澤由佳

1年前の夏、1934年世界情勢の悪化を危

倶し、相互理解の大切さを体現した学生達に

よって発足した日米学生会議のバトンを60

年という年月を経てこの手に握り、1ヶ月や

り遂げた充実感、今後の責任の重さ、来年仲

間に再会できる喜びが私の中に渦巻いていた

のを覚えている。

r世界の転流7は太平洋にあり、太平洋の享藏7

ば日米厳の平流7にある。その一翼を堂生も麹

ぅべきであるj

実行委員の活動を通して、いつの日からか

暗唱できるようになったこの言葉は､第58回

日米学生会議の阪二露を超えた未乗～広溌

への回帰と獄たちの銚撰～jというテーマの

下、「わたしたち学生は社会にどう貢献できる

のか」という壮大な問いかけとなり、私たち

を（少なくとも私を）動かし続けた。

実行委員としての1年間は、戦後60年が経

ち、日本社会も日米関係も周辺諸国との関係

も変化する今、私たちは「学生」として、ま

た「第58回日米学生会議」として、世界の平

和のために何ができるのだろうか、そして何

をしなければならないのかという問いに答え

るために日々奮闘した1年であった。そうし

てもがいて出した自分達なりの答えが、ソー

シャルイノベーターズ、よさこい、焼き鳥・

お好み焼プロジェクト、耐ilateralForum,

ConnictResolutionForum、ピジネスフオーラ
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を''thousandJと記述することも可能である。

しかし、これでは原爆による被害は正確に伝

わらず、原爆投下は正当な目的の下で行われ

たとの印象を与えてしまうのではないかと危

倶した

これ以外にも、ベトナム戦争を例外とし、

独立戦争から湾岸戦争までアメリカが関与し

てきたすべての戦争において、アメリカの正

当性が強調されていた。圧制的な勢力に対抗

すべくアメリカが立ちあがってきたという記

述は、「テロとの戦い」を掲げ、国際問題の解

決手段として武力行使を正当化させる現在の

ブッシュ政権と通じるものがあると思う。

しかし、高校の時は十分な知識もなく、日

本人としてこの問題をどう捉えるかという意

識に欠けていたため、帰国後もずっと心に問

題意識を抱えたまま、答えを求め続けていた。

そこで、1ヶ月アメリカに滞在し、彼らの世

界観、特にアメリカ人の聖戦意識を支える愛

国心にもう一度触れ、日本人としての立場か

らの意見交換を通じて、今後の日米関係、世

界のあり方について考えてみようと思い、参

加するに至った。

日米学生会議の特徴は、なによりも日米両

国の学生が文化や背景の違いを認め合った上

で、自らの価値観をぶつけ合って議論するこ

とができることである。それを通して、相互

理解が可能となる｡

第58回会議では、ニュヨークでグラウン

ド･ゼロ、ワシントンD.C.で第二次世界大戦、

朝鮮戦争、ベトナム戦争のメモリアル、そし

てオクラホマでは連邦庁舎爆破事件跡地を訪

れる機会があり、そこでのアメリカ人学生と

の議論を通じて、改めて彼らの愛国心に触れ

ることができた。特に、グラウンド・ゼロで

感じたことを終夜、皆で話し合ったことが一

番の思い出である。同時多発テロにより、ブ

ッシュ政権が推し進めていた「テロとの戦い」

が正当化され、その過程でグラウンド・ゼロ

が愛国心を鼓舞するために政府によって窓意

的に利用されたかどうかが議論のテーマだっ

た。そこで感じたのは、彼らはたとえブッシ

ュ政権の政策には批判的であっても、国とし

′'"to”seん“たe〃ん"r"ん〃we""m加9曲

ﾉ"亜α‘力”加娩eoce"".B"""eo""""0""b2

""6ec""seq/rﾙαr〃'応""g"".''--Mo""

歴だ$α

素晴らしい16名のチームメートと目標に

向かって走り続けた1年を終えたいま、「私」

として再び歩み始めるが今の気持ちを忘れず

に今後も「大河の一滴」のためにもがき続け

てゆきたい。
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「アメリカ人の愛国心にもう一度触れた

い｡」

それが私の日米学生会議への応募動機だっ

た。アメリカの首都ワシントン，.C.で高校3

年間を過ごした私は、自国に誇りを持ち、自

国の価値観を「正義」と捉えるアメリカ人特

有の意識を常に感じてきた。アメリカが関与

した戦争の正当性を常に強調するような記述

が目立った高校でのアメリカ史の授業、同時

多発テロ後の愛国心の高揚、イラク戦争につ

いて同級生との議論、どれもがアメリカ人の

世界観を理解する上で有意義だった。中でも

広島の原爆投下に関する教科書の記述には強

烈な印象を植え付けられた。そこには原爆投

下により、戦争終結が早まり、世界中の何千

万の人々を救ったと書かれている一方で、原

爆による被害者は''thousandTとされるにとど

まっていた。確かに、英語には万という単位

は存在せず、20万人以上の被害者数
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てのアメリカには強い愛着があり、それが｢人

種のサラダボウル」と呼ばれる多民族国家ア

メリカを統合する一つの大きな原動力になっ

ていることであった。興味深かったのは、彼

らの本音を知るために、意図的に批判の矛先

を、政府から「アメリカ」「アメリカ人」に変

えたとたんに、彼らの顔色が急変し、一瞬に

して私が四面楚歌の状態で議論をする羽目に

なったことだった。アメリカ人の学生の反応

は当然予想していたことだったが、その急変

ぶりには正直驚かされた。

しかし、日米学生会議は単なる意見交換、

相互理解の場ではない。1ヶ月の間寝食を共

にし、時には恋愛について話したり、我を忘

れてはめを外して遊んだり、また時には困難

に直面し、それを共に乗り越えることで、お

互い強い絆が生まれる。そして、彼らと自分

の相対化により今まで気がつかなかった自ら

の隠れた一面を見出すことができ、達成感を

得られると同時に自己の再発見、啓発の場で

あると言えよう。

最後に第58回日米学生会議参加者､特に日

本・アメリカ側実行委員16人に感謝の意を表

したい。この1ケ月は私の人生の中で最高の

ものだった。そのような機会を提供してくれ

た、実行委員には本当に感謝している。5月

の春合宿以来、日本側実行委員の会議に対す

る情熱とその真蟄な姿勢から多くを学び、日

本側・アメリカ側両実行委員長の強力なリー

ダーシップとカリスマ性には幾度も感銘を受

けた｡そういった思いを礎に､本会議の企画、

運営の仕事に携わるべく、この度第59回実行

委員長に就任することになった。過去58回の

参加者が築いてきた伝統を継承し、更なる信

頼関係を実行委員の間で作りあげながら、第

59回を史上最高の会議にしていきたいと考え

ている。

である母親の影響を受けて参加した58th

JASCは､母親の話と私の想像を遥かに超越し

た素晴らしい会議だった。一生忘れられない

夏になったと、心から思う。

確かに、全てが「楽しかった」わけではない。

言語の壁にぶつかり、自分の知識と経験のな

さ、自分の小ささを痛感し、自己嫌悪と孤独

に悩んだ日々もあった。全く違う価値観に出

会って戸惑ったこともあった。アメリカの文

化や社会に対し、違和感を覚えたこともあっ

た。でも、自分の感じたことを、周りにいる

参加者と共有することで、その感情は少しず

つ消化されて、新たな感情を生み出した。ま

るで濾過のように、私の中に湧き上がった感

情が､参加者達の多彩な価値観を経て､一滴、

一滴、透明な雫となって私の中に滴り落ち、

泉を作っていく感覚を覚えた。深い充足感と

啓蒙される幸福感につつまれたあの感覚は、

本当に忘れられない｡JASCに参加していなか

ったら、こんなにも自分と社会と世界につい

て考えることはなかっただろうし、考えられ

もしなかったと思う。改めて、JASCの全てに

感謝したい。

JASCは私に大きな試練と喜びを与え､私に揺

さぶりをかけ、突き動かし、海のような包容

力で私を受け止めてくれた。こんなにも自分

が変わったと思える夏は今までにない。
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夕暮れ、夏の気倦さの中に秋の涼しさを感じ

る時、私はいつも、ノスタルジックな切なさ

と共に58thJASCのことを思い出す。Alumni
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国松永喜 な教会と比べると、とてもノリのいい感じだ。

一方、牧師さんはものすごく力強く聴衆に呼

びかけ続ける。教会に集まる人たちも、みん

な同じフレーズで答える。こんなに信仰深い

人たちに会ったのは初めてだった。"StandUp

fbrJesurこの日の朝の賛美歌である。このフ

レーズを何度も繰り返していると、私は何だ

か怖い気持ちがした。私が思い出したのは、

N.Yのグランド・ゼロにあった、建築材で組

み立てられた大きな茶色の十字架だった。イ

スラム教と対時しているように感じられた。

アメリカのヒーローとされた9.11の犠牲者。

キリスト教が正義？キリストのために戦う

の？正しい戦争なんてあるの？もし宗教が戦

争の原因になってしまうのなら、どうして私

の目の前にいる人たちは、こんなにも熱心に

信じているの？私の頭の中で、らせん階段を

駆け下りるように質問が次々と生まれた。

オクラホマのホームステイ先で、私はホス

トマザーに尋ねた。彼女は、宗教戦争は宗教

の悪用なのだと説明してくれた。なぜ教会に

毎週通うのか、と聞くと、この習慣が彼女を

支えているようだった。何かつらいことがあ

った時に聖書を開くと、そこに必ず答えがあ

るのだそうだ。アメリカ人のメンバーでクリ

スチャンの人も、神は自分が一番必要な時に

支えてくれる、と言っていた。OklahomaCity

BombingMemorialで生存者から体験談を聞い

た時も、彼女は死を予感した時、神とのつな

がりを感じた、と語っていた。フィールドト

リップの際、ネイティブ・アメリカンのバス

ガイドさんと話していて驚いたのは、ネイテ

ィブ・アメリカンにクリスチャンが多いこと

だった。私は、キリスト教は彼らにとって敵

の宗教だと思っていたからだ。しかしそのキ

リスト教は、ネイティブ・アメリカンが独自

に伝統的な信仰と融合させて形を変えたもの

なのだそうだ。こうやって宗教は、それぞれ

の形で、それぞれの人の一部になっている。

こうやって多くの人を支えている。

私の所属する｢科学技術と社会｣の分科会で

は、バイオエシックスについて議論した。宗

教の違いが、人間の根本である生命の始まり

胸一杯の希望を抱えて始めた大学生活。

何か煮え切らない自分。

世間に溢れる矛盾。

何もできない、いや何もせずに言い訳ばかり

上手くなっていく自分。

広い世界へのパスポート。

閉じこもっていく自分。

私とJASCとの出逢いは2年前に遡る。

57thJASC「共に創る明日」～戦後60年を振

り返る～

整理できない感情の群れ。

泣けない自分。

58thJASC「二国間を超えた未来」～伝統へ

の回帰と私達の挑戦～

虚勢と現実の自分とのギャップ。

深く深く堕ちていく・・・

でも、いつもあいつらがいた。

“自分”という不自由からの自由。

“世界”の相対的位置変化。

「修身斉家治国平天下」

太平洋を超えて、二国間を超えて

いつもあいつらがいた。

涙がとまらない。

小迫由依

全身を使って歌う聖歌。体を左右に振り、

手を叩き、何度も同じフレーズを歌う。私は

無宗教だが、オクラホマのこの教会で宗教の

パワーを肌に感じた。今回訪問したSt.John

MissionalyBaptistChurchは、三角の塔の教会
のイメージとは全く違い、まるで学校のよう

だった。牧師さんの後ろにはゴスペル隊がひ

かえる。WaShingtOnD.C.で行ったフォーマル
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の違いにつながる。事前活動でうかがったN

HKのディレクターの方が、こんな話をして

くれた。「人間の心はどこにあると思うか？」

という質問を30代40代の若い科学者に聞く

と、例えば脳神経だとか自分の研究している

専門分野を答える。一方ノーベル賞を受賞し

た70代の科学者は、「わからない」と答えな

がら、人間が横になっている絵の上に何かが

あって、それと人間の身体が結びついている

絵を見せたそうだ。この話を聞いて、どこか

宗教的なものを感じた。

今回のJASCで、宗教について様々な視点

から考え、経験することができた。行く先々

で宗教が関連し、日本とは全く違う状況に驚

いた。しかし、まだ宗教については良くわか

らない。それでも、宗教が多くの人にとって

大切な役割を占めていることに、何か大きな

ことがある気がする。私の｢今｣を支えてくれ

るもの－それはどの宗教というわけではない

けれど、今までの経験であり、出会った人た

ちであり、その人たちとのつながりであり、

そしていつも応援してくれる家族である。こ

のJASCが、私の｢今｣と「これから｣を大きく

支えてくれるだろう。

しくなるのが分かっているので、ちょっと切

ない気持ちになる事もある。実際、この夏が

完結するなんて事は一生かけてもないのだろ

うけれど､気持ちを整理するのが苦手なのは、

JASC後も以前と変化は無いようだ。

71人と一緒に過ごした1ヶ月弱は、集団生

活と言うよりも、家族で生活をしているよう

でとても心地が良かった。大学、地域、地元

に居る家族、友達と沢山のコミュニティーに

属している私だが、「居心地のいい場所」はそ

う簡単に見つけられるものではない。その中

でもJASCerと一緒に時間を過ごした時間は、

沢山の刺激と、沢山の安心、そして沢山の愛

情を与えてくれた。時間が過ぎ、話を深めて

いくにつれて無意識的に、相手を理解し、受

け入れ、認める作業が私の中で行われていた

ようである。完全に理解し合うよりも、理解

する体勢をお互いに用意しながら、仲良くな

っていくことは、とても心地のいいものであ

った。

在り来りだが、一番印象に残っているワン

シーンについて書いてみようと思う。オクラ

ホマというアメリカ人でもなかなか訪れる機

会の無い、大変興味深い土地に足を踏み入れ

ることが出来た私たちは、内陸特有のネイテ

ィブアメリカンの歴史を、目で、耳で、肌で

感じ、沢山のネイティブアメリカンの人たち

と直接お話をして、学ぶ機会を得た。歴史專

攻の私が、この1ヶ月で最も、「うずうずして

いた」瞬間かもしれない。この「うずうず」

は、かなりポジティブな「うずうず」だった。

歴史の継承が困難であること、政府との関係

が広い視野で考えてもなかなか友好的でない

こと、プライド、葛藤、現実。今でもあの時

のAnquoeさんの、ちょっと切なそうだけど、

現実を受け入れないといけないのかな、と思

っている節を感じさせる表情が脳裏に焼きつ

いている。その後、歴史や伝統の継承につい

て、数人のJASCerと話をしていた時の事だ。

歴史や伝統を重んじる姿勢に対して私はいつ

も積極的な意見を持っていたが、そうでない

意見に出会った。先人たちも、伝統を時代に

合わせて変化させながら、より生活しやすい

~

b I
g

主

佐藤友紀

得た事が山よりたくさんあるこの1ヶ月間

を文字にするのは、私には、なかなか至難の

業の様にも思える。文字にしてしまうと、思

い出が整理され夏が完結してしまって少し寂
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真田雄太環境を創造Ldて来たにも関わらず、ここにき

てなぜ継承に拘っているのか。途絶えてしま

うその文化・習慣も、途絶えるということが

歴史の一部ではないのだろうか、という趣旨

の意見だったように思う。少なくとも私の理

解ではそうだった。衝撃というか、悲しかっ

たというか、なんとも言われぬ気持ちを抱い

た。歴史の継承が難しく、多くの「デントウ」

が途絶えているのは、全世界で見られる現象

である。もちろん、それも歴史の1ページで

あり、次に生まれてくる新しい「もの」がま

た新たな歴史の側面を創造していくのだろう。

しかし、私たちを生み出した先人への感謝と

尊敬の意を込めて、先人が築き上げてきた土

台を保ち、維持していくのは現代を生きる私

たちにとって、とても大きな意味を持つので

はないだろうか。こんな抽象的な言葉でしか

気持ちを表現出来ないが、新しい1ページを

創造していく事が出来るもの、先人のおかげ

なのだ。時間が流れ、様々な世界で次々とイ

ノベーションが行われる現代でも自分ひとり

では何も出来ないし、過去があっての現在で

はないだろうか。対極の意見に出会って、自

分の意見を再確認することが出来たとてもい

い機会であった。そんな経験が出来るのも

JASCならでは。とても興味深く、心に残った

瞬間であった。

アメデリには非常に申し訳ないが、関東に

かなり集中しているジャパデリは夏以降も頻

繁に交流し、非常に活発に戯れている。刺激

し合え、支えてくれる存在が近くにいると言

う事が、どれほど私にとって心強く支えても

らっているだろうか。関東以外に住んでいる

はずのデリも、かなり自然に出現したりする

ので、距離の感覚が麻庫してしまいそうだ。

得たものは山よりも多く、これからもっと増

え続けて行くだろう。

4月に第58回日米学生会議の参加許可が届

いた時に最初に思ったことは信じられないと

いうこと、そして次に喜びがこみ上げてきた。

けれども一方で大きな不安もあった。それは

うまく参加者の人たちとコミュニケーション

ができるかということであった。使用言語は

英語であるということは英語圏内の国に留学

などしたことのない私にとっては大きな壁で

あった。しかし結局私の不安は杷憂であった。

私が自分の思っていた以上に英語を運用でき

たというわけではない。通訳してくれたジャ

パデリに私のつたない英語を理解しようと努

力してくれたアメデリのおかげで、私は彼ら

とコミュニケーションがとることできた。

日米学生会議の間にいろいろなことを「知

り」、そして何より大切で大きな収穫であるた

くさんの「すごいやつ」に出会うことができ

た。自分に足りないものを沢山見つけて、そ

してきっと永遠の財産といえる友に何人も出

会うことができた。一緒に1ヶ月を過ごした

みんなに感謝の気持ちでいっぱいだ。本当に

楽しい時間だった。第58回日米学生会議の本

会議は終わった。けれど、委員長が最後に言

った「JASCerはずっとJASCerだ」という言

葉がすごく胸に残っている。この会議で得た

もの、自覚したものを今後の私の人生に生か

そうと思う。

搦織 等到

蝋蝋脳 険

肝

V
＆

公■
少

妙△
ザ

2006年の夏の終わりを悲しむよりも、これ

からのJASCを考えて、積極的に、ずっと「う

ずうず」して行こうと思う。
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島村明子 いる。寝食を共にするだけでなく、一緒に歌

ったり、ドッジボールをしたり、飲んだりし

ている。米軍再編とイラク戦争について議論

し、一緒にグラウンドゼロを見て、一緒に泣

いたり笑ったりしている。議論に議論を重ね

て、一緒に会議を企画運営している。1ヶ月

間自分と他者を見つめることで、成長してい

く。希望の灯火が次の代へと受け継がれ、日

米学生会議を経験した人たちが、社会に羽ば

たいて行く。

このような未来に向かう歴史の積み重ねを

絶やさないことが、一番大事なのではないか。

財務活動などを通じて、安定している日米間

で会議を開催することの意義を疑問視する声

も聞いたが、安定していると言われる時だか

らこそ、気を抜かないで日米間の結束ないし

協力関係を促進する意義があるのだと思う。

そして、そのためにはまず自国のこと、そし

て自分のことを知り、自分から変えて行くこ

とが重要だと思う。

自分はとてつもない愚か者なのである。

一年間のJASCを通じて学んだことはたく

さんあるが、自分の未熟さをより理解するこ

とができたというのが一番重要で大きな発見

であろう。

/0ノ(を変えるごとができなノガzば；

ノ”ノ(を変えることが､できなしら

/00ノ(、ノ0”ノ(を変えることが､できな/がzば；

迂会ば髪討わらなし＄

という格言を私は信じきっていた。1934年、

日米学生会議の創設者たちも、まずは自分た

ちのできる範囲で日米の学生の相互理解を深

めることで、学生、そして社会を変えていこ

うという理念でアメリカに渡ったのであろう。

誤解を恐れずに言えば、日米学生会議も人を

成長させる一つの人材教育機関として、その

企画・運営に関わることができることに喜び

と使命感を感じていた。自分は何と傲慢だっ

たことか。一つ重要なことを見逃していた。

上記格言は一部真なのだが、補足ないし訂正

が必要である：

最後に、最も印象に残っているエピソード

を紹介させて頂きたい。

2006年8月1日の朝、私は、ほとんど不眠

の状態で荷物片手に、仲間と一緒にコーネル

大学の寮の前に立っていた。午前5時であっ

た。道路の向こう側から、登場するはずのバ

スを待ちわびて、首を長くして待っていた。

異変に気づいたのは、午前6時である。来る

はずのバスが来ない。午前8時、太陽の光も

強くなってきたので、とりあえず脱水者や病

人が出ないように飲料水と食べ物を買出しに

行く。午前8時、バス会社と連絡がとれるが

バスの運転手は「あと30分後に着く」とH愛昧

にごまかし続ける。午前9時、とりあえずお

昼を確保するために、ネットでNY周辺のケ

ータリングを検索する。結局バスが到着した

のは予定よりも5時間遅い午前10時であった。

自分を変えることか､できなノガzば；

他人も在会も変えられない。

自分を知ることか､できなノガzば；

自分も変えられない。

そして、日米学生会議は自分をより良く理

解し、変える大きなきっかけとなった。

日米学生会議が創設された1934年から

2006年まで、世界平和は一度も訪れたことが

ない。軍事技術の進化などで戦争・紛争・テ

ロなどで死ぬ人数は20世紀前半と比べると

格段に増えている。

けれども、同時に私たちは着実に一歩を踏

み出している。61年前まで殺し合いをしてい

た国の若者たちが、1ケ月を寝食を共にして

けれども、5時間待たされても、ニューヨ

ークシティでの企業訪問がダメになっても、

参加者は不満や文句を全く言わない｡逆に｢楽
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しく歌を歌い、よさこいを練習できたから気

にしないで」「今まであんまり話すことができ

なかった人と喋れた」と実行委員を励まして

さえくれる。実行委員をやっていて良かった

と思えた瞬間である。同時に、何事も楽しむ

ことが大事であると参加者に教えてもらった

瞬間でもある。

Priceless

どの場面をとってもそれは自分にとっての

JASCのかけがえのないOnepieCeoそしてそ

のピースはこの72人の最高のJASCerによっ

てしか作ることが出来なかった世界にひとつ

だけのmasterpieCe・お互いのことをまったく

知らなかった72人がこうして一ケ月を通し

てかけがえのない友情を育むことが出来たと

いう奇跡はJASCLOVEの本当の姿なのだ

と思う。

参加者の皆、最高の夏をありがとう。実行

委員の皆、こんな私でも一緒に活動してくれ

てありがとう。そして、協賛者、主催者財団

法人国際教育振興会の方、支援してくださっ

たOBの方々、ありがとうございました。 これからも日米学生会議が友情の輪を一生

つなげていけますように。

自分は愚かである。だからこそ、学ぶこと

がたくさんあって楽しいし、謙虚に色々なこ

とを吸収していきたいと思う。

雪

■
，
Ｉ

１む
．
一

ｕ
ｊ
ｌ

杉山亮太

日米学生会議で過ごした1ヶ月は人生の中

で最も充実した1ヶ月であったと思う。色ん

な人と出会い、色んな人と話し、色んな人と

分かり合った｡JASCが終わって1ケ月が経ち、

結局なんだったのかと聞かれると答えられな

い。ただ確実にいえるのは、いい面も悪い面

もあったけど、それらすべてひっくるめてト

ータルで本当に本当に楽しかったということ

だけである。

側B
ｰ＆、

寺 ‘：′診

■ 。‐
毒塑一一聞期趣”

＃

須藤淳

私の過ごした21歳の夏は人生で最も刺激

的で、濃密で、最も物事を考え、感じた季節

であった。3ヶ月前までは全く未知の71人の

人間が、2006年の夏を経て友になり、親友に

もなり、自分を支えてくれる大切な存在にも

なった。

日米学生会議とは自分にとってなんだった

のか？この質問の意味はとても大きいもので、

現在でもはっきりとした答えを見出せない自

分がいる。これからの大学生活や社会人生活

を送る際に少しずつその答えが見えてくるの

だと思う。ただ、一つ言える事は、JASCの存

在がなかったら今の自分は存在し得ないし、

そこで得た友人たちも当然のことながら存在

初めてアメデリに会った時の事、一緒にド

ッジボールやサッカーをした事、BARにくり

出して杯を交わした事、カラオケで踊り歌っ

た事、レセプションから抜け出して散歩した

事、誰が可愛いかで盛り上がった事、インデ

ィアンとダンスした事、夜の散歩でカップル

と遭遇してしまった事、Homestay先でのハプ

ニング、Angellslandの頂上で見た景色、極寒

のBeachでの異常な盛り上がり、cIosing

ceremonyでの涙、出発を惜しんでした数え切

れなhug、そして飛行機で読んだ沢山の手紙
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しない。

不思議なもので、72人で訪れたアメリカの

各サイトは個人で訪れるのと較べて72倍の

意味を持っていた。自分は常に日本の学生と

して意見を求められ、日本の学生として質問

をする｡JASCに存在する前に持っていたアメ

リカ像が少しずつ崩れ、少しずつ形成されて

いった。以前に持っていたアメリカ人像も半

分ほど崩れ、新しい半分が加わった。

JASCの報告書を初めて読んだ8ヶ月前は

「そろいもそろって照れるような文章を書き

ますねえ」と考えていた私だが、今現在は彼

らが報告書を書いていたときと同じ心境であ

ると確信している。同じ場所、同じ時間を共

有し、異なる意見を交換、ぶつけあって新し

い自分の考え方を作りあげる。同じ朝食（文

字通り毎日同じ時も…）を食べ、同じ公園を

散歩しながら、異なる価値観に巡り合い、新

しい人間関係を築いていく。このプロセスを

一ヶ月間続けることがJASCなのだと今は思

う。

72人のJASCERには72人のJASCと未来

がある

今後も自分を含む72人は58回のJASCER

として生きていく

一人ひとりにとってJASCの意味は異なる

けれど、共有した時間を再共有していく

JASCFOREVERというのは本当のことなの

だろうと感じる。

JASCに応募を考えている人が、この文章を読

んでいるとしたら、私は間違いなくこの素晴

らしい会議を作り上げることを勧める。

人は死ぬのだ｡思えば君に出会うまでの僕は、

夢を失い、心が徐々に、その働きを弱めてい

くのを自覚しながら、ゆっくり死んでいくだ

けの存在だったのかもしれない。

「実学を超えた、人間存在の深淵に迫りた

い。心の奥底で人間を突き動かすシステムに

触れたい」希望に満ちた心でミネルヴァの門

をくぐった僕の心を現実という名の処刑器械

は瞬く間に打ち砕いた。教授、級友、駒猫、

学食のおばちゃん・・・駒場的価値観の一切

が僕を落胆させ、これ以上なく失望させた。

そうして僕は、金輪際「大学なるもの」への

接近はするまいと心に誓い、ひとり渋谷駅前、

TSUTAYAの2階のスターバックスで世界文

学全集に向き合う日々を送った｡18歳だった。

君と出会った切っ掛けは何だっただろう？

君と初めて交わした言葉は？あの夜、君は、

何を見、何を考えていた？語りたい。伝えた

い。言葉は溢れ、記憶は足場を失う。行き場

を失くした思いは走馬灯のように頭を駆け巡

る。キーを打つ手は止まり、僕は天を仰ぐ。

こんなの、初めてだ。

本会議中の君について、ここに詳しく書く

つもりは無い（千言万語を費やしても表せな

い、というのも事実だけれど)。コーネル、ワ

シントンD.C.,オクラホマそしてサンフラン

シスコ。直前合宿を含めこの夏の君は、どん

な烏も飛べないほど高く僕の心を高揚させ、

世界中のありとあらゆる光を集めても到底か

なわないくらいまぶしく輝いていた。君から

教えられたことは数え切れない。ただ反対に、

僕から君に与えられたものが少しでもあった

だろうかと考えると、少し、胸が痛む。

新学期を向かえた文学部の教室で授業を受

けながら、友人と談笑しながら、あるいはひ

とり夜空を見上げ家路に着きながら、折に触

れて思う。この夏君に会えてよかった。もし

君に会えなかったら、あるいは僕は夢を見る

ことも無く、心を閉ざし、身体は冷え切った

まま、ゆっくりと生の機能を停止させていく

だけだっただろう（かつて自分が、そうであ

ったように)。君に出会って久しぶりに、自分

の心臓が鼓動する音を聞いた気がする。

高井竜輔

いつの間にか夢を見なくなっていた。正確

に言うなら夢を失っていた。腐臭と偽善に塗

れた2年間の汚辱の日々に僕は将来に思いを

馳せる力さえ無くしていたのかもしれない。

人はいつ死ぬのだろう。心臓を弾丸で打ち

抜かれた時？致死量の毒物を仰いだ時？はた

また挑戦する心を忘れ、未開の荒野を開拓す

る精神を失った時？違う。夢を無くしたとき、
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今僕は再び夢を見ている。2つの夢だ。1つ

は来年の第59回JASCを絶対に成功させるこ

と。これは第58回に参加した皆との約束でも

ある。そしてもう一つは外交官になること。

サンフランシスコの日本大使公邸で会った斎

木昭隆駐米公使から受けた鮮烈な印象は、僕

に生涯を傾けるべき仕事の存在を教えてくれ

た。

こうしてまた夢を見られるのも、君のおか

げだ。君は今までそうして来たように、これ

からもずっと、若い人の夢を育む場所であっ

てほしいと思う。

最後に。

繰り返しになるが、言おう。

この夏、君に、会えて、本当に、よかった。

君の名はJASC｡l年後実行委員として成長

し、再び君に会えるのを心から楽しみにして

いる。

byyouall，Youcandothisbysharingyour

opinions,stimulatingmythought,andmaking

melaughandsmile@asyoualwaysdidfbra

month!!Basically,youneedtokeepintouch

withmethroughoutmylifb!!

長崎智裕

高橋裕美

lか月に及んだ会議の最終サイトであるサン

フランシスコを離れ、日本へと帰国する日を

迎えた朝。それまでに身体に溜め込んだ睡眠

不足と疲労からか意識がもうろうとしていた

僕は、まったく「準備」が出来ていなかった。

アメリカ側参加者と別れる準備、日本に戻る

までにこれまでのlか月の体験を整理し、ふ

り返る準備､そして第58回日米学生会議を終

える準備。それでも、ぼんやりとしたままス

ーツケースを運び終え、JASCerひとりひとり

に‘‘とりあえず”のさよならの言葉をかけ始

めた途端に流れ出して止まらなくなった涙は、

この夏の体験がいかに自分にとって大切な意

味を持つものになったのかを再確認させるも

のとなった。

JASCHOLIC---

aの addictedtoJASC/JASCers,CauSed

byparticipatinginJASC

〃o"".apersonwholovesJASC/JASCers

toomuchandcannOteaSilystop

thinkingaboutit/them,sothatithas

becomeanillness

FYT Thissyndromecanbeseeninmostof

(ormaybealloOJASCers.Itis

highlycontagiousamongJASCers.

SymptomSincludeinsomniaduring

theconference,afbndnessfbr

discussion,andaddictiontofbrums,

vourroundtableandvourfellows.
ゴ

Patientswiththissvndromeofien
″

havesubjectivesymptomsafierJASC

Thediseaseoftenchangespatient's

life.Notreatmentfbrthissickness

hasbeenfbundvet.
ヴ

日本とヨーロッパで生まれ育った自分がなぜ

今、「アメリカ」なのか｡単純に好奇心から「行

きたい」という答えの他に、アメリカという

良くも悪くも現在世界で最も注目を集めてい

る国を実際に自分自身で確かめたいという理

由があった。メディアや音楽、食べ物など自

分の周りに氾濫する様々なアメリカ的なもの

So.…JASCers!!!Ineedyourhelp.Please

takefilllresponsibilityfbrmydiseasecaused
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を通じて間接的に触れてきたこの国を、もっ

と直接知り、理解したいという思い。このよ

うに感じていた僕の欲求は、会議でさまざま

な場所を訪れ、参加者との交流を通じること

でますます強まっていったように思う。

とと、それを消化しきれていないことが原因

にあるようだ。そこで、今回はまとまりを気

にせず、ただ思うままに書き綴ろうと思う。

JASCに参加して一番の経験は個性ある素

晴らしい仲間との出会いであり、それを通じ

て｢人間の魅力」について知ることができた。

彼らは固有の魅力に溢れていて、そのような

仲間と約四週間を駆け抜けたことで、人を引

きつけ、心を動かす魅力の素晴らしさを実感

できた。そして、自分はこれが好きだ、これ

なら誰にも負けないという軸こそが人間の魅

力を引き出すということも学んだ。それは、

理系の大学院生でありながら、自分の研究に

身が入らない自分にとって耳が痛いことであ

った。しかし、今の自分の中に研究を頑張ろ

うという気持ちがあらたに芽生えている。自

分と異なる文系の世界を覗こうとしてJASC

に参加したが､結果的に自分を見つめなおし、

研究へのモチベーションへと繋がったのであ

る。これから就職をどのようにするかは決め

ていないが、自分の軸を持った上で選んでい

きたいと心から思う。

その他にもJASCにおいて多くの貴重な経

験をした。異文化交流、勉強会、フィールド

トリップ、ディスカッションなど挙げればき

りがない。それらの経験の持つ意味、可能性

は計り知れないものである。しかし本会議を

終えた今、その可能性を活かしきれたのかと

いう自問に不安を覚えることがある。もっと

ああすれば良かったという後悔がついてまわ

るのである。そこで取り上げたいことは｢我々

はスタートラインに立つ学生である」という

ことである｡今､真っ白な学生という立場で、

JASCから多くの課題をもらった｡それは知識

やコミュニケーション能力であったり、生き

方であったりする。これにより物事で最も重

要な方向性、目標を定められたといえる。後

は自分の軸を支えに、ひたすらに前に進むだ

けである。幸い、魅力に溢れた仲間という最

高の羅針盤が自分には備わっている。何も恐

れずに仲間と進める未来が楽しみである。

夏のlか月の間､71人の仲間と生活を共にし、

四六時中誰かと一緒に食べ、飲み、語り、笑

っていた｡それは､同じ時間と空間を共有し、

互いの感情と考えを通わせ､理解し合うとい

うもの。JASCは僕にとって、今までに経験し

たことのないような特別な体験だった。「対

話」を通じて互いを理解し合うという言葉は

よく使われるけれど､第58回日米学生会議に

は自分にとって、それを超える何かがあった。

単純に、言葉を通しての交流だけではなく、

身体全体で感じ取ったJASCの日々は自分に

とってかけがえのないものとなった。

日本とアメリカ｡2つの国で学ぶ学生たちが、

期限付きで集まり、融合するのがJASC｡1ヶ

月に及ぶ会議を経た今、家族のように親しく

なった参加者たちが自分の周りにいないこと

に寂しさを感じると共に、ひとりひとりの存

在がこれからの自分の活動の支えとなってい

くことを感じている。会議終了直後にカリフ

ォルニアでの留学生活が始まった僕にとって、

日本とアメリカ、または世界のどこかで活躍

している仲間がいるということは新しい生活

を歩み始めている自分への励みとなるし、誇

りに思える。これは、これから先も変わらず

に思い続けることになるだろう。JASCer72

人の2006年の夏は終わったけれど､会議中に

築いた関係を温め、更に深めていくこれから

が本当のJASCの始まりなのかもしれない。

永田隆介

JASCの感想を文章化しようとすると、どう

もためらいが生じてしまう。何か安っぽくな

ってしまうからである。毎日を一生懸命過ご

し、毎日様々な感情が掻き立てられる。その

ような濃密な夏を簡単には表現しきれないこ
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生板沙織 11月に日本側実行委員で1ヶ月も費やして話

合った会議の目的と理念を思い出した。各年

度によって設けられる会議のテーマは異なる

が、常にその根底にあるのが、「世界の平和は

太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間

の平和にある。その一翼を学生も担うべきで

ある」という日米学生会議創立以来の理念で

ある。今、面倒くさいと思っている作業も、

辛いと思える時間も、平和のためなら一つも

無駄にならない。もちろん、私一人や実行委

員16人で世界を変えることができるとは到

底思わなかったが、その理念が私の原動力と

なったのである。

アメリカに対するイメージがどれだけ改善

されたのか、はっきりと数値で表すことはで

きないが、一つひとつの写真に映し出される

笑顔を見ていると、日米学生会議という小さ

なコミュニティーの中だけでも平和が生まれ

たのではないかと思う。

最後に、本当に家族のように愛している実

行委員に心から感謝を伝えたい。Thankyou

Yuta,AkikO,Machaaki,Eichan,Hatako,Hanchan,

Philip,Sheehan,Yoko,Geo伍Kenchan,Loc!,

Rachel,Benchan,DaiChan,andSydnie!!ILOVE

YOUSOMUCH!!

毎日の忙しい生活の中で、ふとラップトッ

プの作業を中断し、別のファイルを開けて夏

の写真を眺めてみる。同じような写真を含む

数百枚の写真を何度見ても、飽きない。画面

を覗き込んでいると、またあの場所に戻れる

ような気がしてくる。もしかしたら、その数

分間は戻っているのかもしれない。

｢私は、アメリカを心の底から愛している｡」

いつも写真を見終わると同時にその想いが

こみ上げてくるのだ。

運営に携わった1年間は実に早く過ぎ去っ

たが、あの短い時間に収まっていることが不

思議であるほどの思い出が詰まっている。昨

年の会議が終わりに近づくにつれ、私は「や

っと終わる。日米学生会議は1回でいい。実

行委員は絶対になりたくない｡」と思うように

なっていた。そんな私がなぜそこからまた1

年間、日米学生会議に魂を打ち込むことにな

ったのか。それは、アメリカを本当に愛して

いたからである。

私は日本で生まれ、大学に入学するまでア

メリカで育った。そのため、国籍は日本人で

も、心の中は常にアメリカ人だった。帰国し

てから、イラク戦争を受けて、同世代の若者

が「反米」となったことに非常にショックを

受けた。ｱﾒﾘｶをもっと理解してほしい､

そして好きになってほしい、という思いが

徐々に強くなっていった。メディアに惑わさ

れずに実際にアメリカに行き､」アメリカ人と

触れることができたら、アメリカ人は戦争好

き、横柄、傲|曼だというステレオタイプを緩

和することができるのではないかと思い、そ

れを達成するには日米学生会議が絶好の場だ

と思った。

そのような想いから始めた実行委員だった

が、本会議まで多くの失敗や苦い思いも味わ

った。私は選考を担当していたのにも関わら

ず、選考が一番忙しい時期にもう辞めてしま

いたいと何度も思った。しかし、その都度、

ｌ
■

■
■
■一一

波多野綾子

最初に断っておきます。この感想文は、非常

に個人的な様相が強く出ております。と申し

ますのも、実行委員として､全体に言及した、
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公的な・まともなものを残すべきかとも思い

ましたが、それは他のセクションにおいて行

われております。この部分では、正直に自分

の想いを残すこと、どんな人間が何を求めて

参加しているんだろうとこのセクションを読

むであろう次期参加を検討されている方々の

役にもたつのではないかと思い、極めて個人

的な感想を残すことにいたしました。

分。

吸収することではなくて、今まで自分が得て

きたものを、知識を、チャンスを、喜びを、

どうやったら周囲に、参加者に、社会に還元

できるのか？

不満や愚痴だけ、口だけの人間には終わりた

くない。でも、渦巻くアイデアを、どうやっ

たら周りに伝え、協力し、効果的に実行でき

るのか？

試行錯誤の毎日。衝突、トラブル、ミステイ

ク。

自分のキャパシティの不足にいらつくことも、

コンプレックスにさいなまれることも、単純

作業に自分は一体何をしているのか、と思う

こともあった。

第58回日米学生会議実行委員へ立候補する

かしないか。

昨年の会議の最後で、その決断を迫られたと

き。

一瞬も迷いはなかった、といえばそれは嘘に

なる。

個人的な事情であるが、休学をはさみ、在

学を6年目にした私は、この会議と自分の将

来目標を平行できるのか、とても不安だった。

しかし、日米学生会議の理念とその事業に思

いを馳せたとき、ふと、気づいた。この会議

は将来への布石などではなく、私が人生を通

して実現したいと思えることの直線上にある

ものであった。自分に今できることが何かあ

るのなら。迷いはなかった。この会議を創る

ブロックとなること自体が、私が生きる理由

の一部なのだと、純粋にそう思えた。

所詮は学生の会議、とそう考える人もいる

かもしれない。その重みも意義付けも、一人

ひとり異なるものであるだろう。しかし自分

にとっては、この会議を生きることが自己実

現につながった。逆にいえば、そうでなけれ

ば私はこの事業に参加していなかったと思う。

それでも楽しかった。心から尊敬できる仲間

がいたから。

参加者の、一人ひとりの笑顔を思い浮かべる

ことができたから。

一日一日、育っていく会議が愛しくてしょう

がなかった。

そんな日々は飛ぶように過ぎて、唐突に終わ

りを迎え、『日常の中の非日常」から日常に引

き戻されて。今振り返ってみてどうだったか

なんて、まだうまく言葉にできない。

自分は1934年からのバトンを次いで､時代

を創っていこうと主体的に動いた過去の学生

の熱い思いを少しでも、かけらでも次につな

げたのだろうか。きっと、5年後？10年後？

時が経たないとわからない。1つの組織の可

能性にかけた自分の挑戦はまだ終わっていな

いし、その結論もまだでていない。

いや、どれだけときがたっても確定した｢感

想」なんて生まれてこないのではないかと思

う。振り返ったそのとき、どんなところに自

分がいるかで、あらゆるものの見方は変わっ

てくるだろう。

ただ今本当に確かに感じるのは、この会議

を通して本当にたくさんの方がたに出会い、

本当に様々なご支援やご助言をいただいたと

また同時に、私にとって、日米学生会議への

挑戦は、自分への挑戦でもあった。

今まで、与えられることに慣れすぎて、与え

ることに積極的でなかった自分。

頭の中で考えることは得意でも、それを実行

することが苦手だった自分。

1人で行動することは多くても、集団で、チ

ームで行動することに、ずれを感じていた自
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いうこと。やそれは、現在はもちろん、日米

学生会議の創始者の想いや、過去の参加者の

試行錯誤の歴史も含めて、全て。そして自分

はまだそれに対してのお礼を十分にしきれて

いない。

どうすればいいだろう？

その1つは、自分自身が、自分がお世話に

なったような方々のような人間に成長するこ

と。出会いは化学変化を起こす。化学変化を

起こせるような人間になりたい。いつになっ

ても変化できる人間でいたい。

そしてもう1つは、過去からいただいたこ

の美しいバトンを次代にしっかりと渡すこと。

この社会と地球を持続可能な、そしてもっと

もっと、生きるのが楽しい場所にしていくこ

と。きっと幾年かあとに見返したら、恥ずか

しくて笑ってしまうのかもしれないが、今の

自分の想いは1つ。世の中のより多くの人が、

より多くの可能性と未来への希望に満ちた時

代を創り、生きていけますように、そう願っ

てやまない。「伝統への回帰と私たちの挑戦」

はまだ、未完。

平岡萌子

私は今年の春専門学校を卒業し、大学に入

り直した。周りの友人は働き始める人も多い

中、まだ学生でいることを選んだ私の心の中

では､極個人的な一大プロジェクトが密かに、

そして着々と練られていた。それは、「学生の

間にしかできないことをやりつくす」という、

極めて単純なプロジェクト。そして、その記

念すべき第一弾とも言えるのが、この日米学

生会議だった。

それまで、学生が中心に何かを行っている

という団体とは、ほとんど関わらないで生き

てきた。私の勝手な想像で、そういう活動を

している人たちはきっと自己満足に違いない

と、全く根拠のないイメージを作り上げてい

たからだ。そんなマイナスイメージを持ち続

けたまま、たまたま日米学生会議のパンフレ

ットや過去の報告書に目を通す機会があった。

最初は、やはり自分とは関係ない世界に見え

た。日米両国の学生が集まって様々な地を移

動しながら会議を行う。確かに面白そうだが、

そこから何か生まれるのだろうか。熱く議論

を交わすということは一見価値あるものにも

見えるが、結局自己満足に終わるのではない

か。結局学生にはたいしたことはできないだ

ろう。学生会議なんてものは、きっと自分と

は違う世界の人たちがやるもの。物事を冷め

て見る習慣のあった私はそんなことを考えて

いたが、知らない世界にはどうしても心を奪

われてしまうもの。食わず嫌いではなく実際

どんなものか確かめたくて、学生にだって何

かができるという希望を捨てたくなくて、参

加を決めた。

そして参加した結果。私の持っていたマイ

ナスｲﾒｰｼは、嬉しいことにほぼ不正解、

そして一部正解だった。一部正解だったと思

うのは、日米学生会議を通して、学生が非常

に無力であるということを実感したからだ。

いくら真剣に力を注いでも、学生という立場

でできることにはやはり限界があると思う。

様々な好機が重ならない限り、学生に世の中

を動かすような大きなことはなかなかできな

最後に、主催の財団法人国際教育振興会や財

団・企業のスポンサー、後援者の方々、お忙

しい中講演を引き受けてくださった方々、そ

して1年間苦楽を共にした実行委員や参加者

のみんな、この会議を創るため、実現させる

ためにお世話になった全ての方々に、心から

御礼を申し上げます。
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いだろう。しかし、だからと言って日米学生

会議のような学生団体に大した意味がないか

というと、そのような考えはとんでもなく大

きな間違いだった。

日米学生会議を通して得た数多くの素敵な

出会いや経験はここに語りつくせるものでは

ないが、たくさんの貴重な経験や些細な出来

事、その全てを通して私の考え方は変わった。

学生が集まって生み出されるものは、必ずし

も形あるものでなくてもいいのだと、会議が

終わった今は思う。私たち学生は無力だから

こそ、あらゆる機会を逃さずに経験を積み、

そこから学び、吸収していかなければいけな

い。同じ経験をしても、人それぞれの感じ方

があり、学ぶことも違うだろう。大切なこと

は、それぞれが得たものを、いかに後に活か

していくかということ。今回集まった72人は、

それぞれに強い個性を持った素敵な人たちだ

った。その全員がこの日米学生会議を通して

得たもの、そして漠然とした想いを、今後の

人生に最大限活かすことで、この夏の会議の

意義はこれから何百倍にも膨れ上がっていく

のだろう。そして、72人全員がこの夏を通し

て感じたものを糧に成長し、様々な分野で将

来社会に還元できる力をつけていけることを

確信している。

このような貴重な経験をできたことは、実

行委員を始めとした第58回参加者の皆と、日

米学生会議を支えて下さっている多くの方々

のおかげである。この感謝の気持ちを将来何

らかの形にして返せる人間になるよう、ます

ます力を入れて残りの学生生活を過ごしてい

きたい。

ったという自分の過去から始まった。アメリ

カでは日本人として育ち、日本では帰国生と

して「中身は限りなくアメリカ人に近い日本

人」として過ごしてきた中、どちらにも属し

ていないというアイデンティティーに自分自

身も疑問を持っていた。どちらの要素の方が

強いのかを分析し、「日本人らしく」なろうと

努力する中、私が見つけたのは、アメリカと

日本の架け橋になりたいという思いだった。

JASCに参加し､具体的に日米間をつなぐこ

との難しさを感じながら、多くの場面で悩ん

だ。しかし、今振り返ってみるとJASCにお

いては私が目指していた架け橋というものは

必要なかったのではないかと思う。それは

JASCer-人ひとりがお互いとinteractしてい

き、自ら関係を築いていったからだ。文化が

違っても、言語が違っても、お互いが分かり

合いたいという気持ちを持っていれば、分か

り合えるのだと強く感じた。日米の学生が1

ヶ月間共に過ごすことで、本音で語り合うこ

とで、お互いを互いの国の国民としてではな

く、「人」としてみることが出来る。

自分を分類しようとせず、ありのままの自

分で''JustbeyourSelfT'このことをfellOw

JASCersは教えてくれた。自分のありのまま

を受け入れ、そこから自分にしかないパッシ

ョンで貢献していく。こうして初めて、他の

仲間のありのままを受け入れることが出来る。

1ヶ月前までは出会ったことがなかった72人

が1ケ月間、24時間を共に過ごし、最終日に

は一人ひとりが驚くほど愛しい人になってい

た。家族になっていた。

同じ空気を吸い、暑さを感じ、言葉を交わ

すことで、時には衝突しつつ、感情をシェア

出来ること。これは同じ空間を共有すること

によって可能であり、だからこそたくさんの

刺激がある。Fellow58thDelegatesとだけでな

く、スヒ。－カーやアラムナイ、サポーターと

空間を共にすることによって私たちはより多

くの刺激を受け、他者を理解する力を鍛えた。

今では一瞬一瞬が貴重に思え、一人ひとりを

大切に思う。

JASCtaughtustobeourselves,100%andthe

廣瀬裕子

58thJASCが終わってもうすぐ3週間が経

とうとしている。

今でも一ヶ月間、71人のデリゲートと共に

学び、議論し、生活した経験を一言で表すこ

とは出来ない。ただ思う浮かぶ言葉は

GGincredible''である。

私のJASCへの興味は12年間アメリカで育
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の言葉の通りなのです。combinationofouridentitiesbyworkingtogether

withfellowdelegates,alumniandallsupporters

createssomethingtrulywonderfill.

JASCerSの教えてくれたことを胸に、まず

は日米の架け橋となるような、お互いを受け

入れる場を作ること、つまりJASCを続けて

いくことに精一杯力を注ごうと思う。

うまくは言えませんが、誰であっても生ま

れた時から人生の方向性はある程度定められ

ていても、実際にどの方向に進んでいくか、

または目的地までどの道を選んで行くかなど

の決定は、その都度、自分の判断と置かれて

いる環境によって変わってくると思います。

「何かを始めてみよう」、「チャレンジしてみ

よう」、「この道を歩んでみよう」などの決心

をうながすきっかけというのは、「人との出逢

い」から生まれて来るのではないのでしょう。

それは友達、先輩、先生といった身近な出逢

いだったり、大学外、国外など、自分とは違

う境遇にいる人との,全く新しい出逢いだっ

たりもします。

で －
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私にこのような新鮮な出逢いの機会を与え

てくれたもの、そして、何よりも私に未来の

夢と希望をもたらしてくれたのはほかでもな

い、第58回日米学生会議でした。日本での最

後の夏ということでもっとも充実した夏を過

ごしかった私はいろんな選択肢の中で日米学

生会議を選びました。その理由としては、今

まで参加してきた様々な学生交流の中で日韓

のものがもっとも多かったことが決定的だっ

たのではないかと思います。なにより多元的

な理解を深めていきたかったため、将来その

重要なパートナーとなってくる日米を理解す

ることこそとても大事だと思いました。日本

人でも、アメリカ人でもない留学生が日米学

生会議に参加することは珍しいことかもしれ

ませんが、だからこそその珍しい機会を得ら

れられた私はとても幸運な者だと思いました。

日米だけではなく、第三者としての見方、そ

れを72名のみんなの共有できた気がし、とて

も嬉しい限りです。

L､‘獣
砂

黄アラム

rそのときの出逢いが

人生を槙底から

変えることがある

よき出逢いをノ

これは相田みつをさんの言葉です｡そして、

私の大好きな言葉の一つでもあります。初め

て聞いたときには何も感じられなかったこの

言葉が,ある瞬間から、私の人生を一番良くあ

らわしている言葉、一生胸の奥に大事にしま

っておきたい言葉になっていました。もちろ

んたった1つの出逢いで価値観がまるっきり

変わったりする劇的な経験はまだありません

が、この22年間の道のりを振り返ってみると、

自分が歩んできたこの道は他ならない「出逢

いの連続」だったのではないかと思いたくな

ります｡親に人生を学び､先生に学問を学び、

友達と喜怒哀楽の感情を分かち合って来まし

た。その一つひとつの出会いが、幼かった私

を今の私に変えてくれたと言うことも,否定

できない事実でしょう。正に相田みつをさん

人と出逢うたびに色んなことを学び、視野

を広げ、選択肢を増やし、その中で何かを選

ぶ。この繰り返しこそが人生の根底を成して

いると思います。だから積極的に第58回日米

学生会議から得られた新しい出逢いをこれか
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らも大切にしていきたいと思います。将来、

韓国の外交官を目指している身として、日米

学生会議に参加できたことは私の心の奥に一

生忘れられない宝物として大事にしまってお

きたいのです。

と考えるようにもなった。

英語での議論については、ゆっくり話して

もらえばアカデミックな深い内容であっても

十分議論が可能であると自信を持てた反面、

まだまだ自由に英語を使うには多くの訓練が

必要であることも痛感した。会議中、語学堪

能なデリゲートに刺激を受けたこともあり、

向学心を奮い立たせることができた。これは

語学に限ったことではなく、様々な夢を持っ

て努力をしている友人の姿を見てとてもよい

刺激を受けた。向学心も重要だが、何よりも

多くの友人を得たことが心からうれしい。

"JASCFamily''はまさに一生の宝である。

rとうとう哲界の人口が”億/(を超えてし

まいました。

私たち力〔置界申のすべての人と出会おう

と思っても、それば無窒なこと。なぜですか

つて’

それば、私たちが／秒に／人の人と出会った

としても、／”隼の年写力泌要だから。

人と人との出逢い綴然。

人と人との出逢いは壜冷に等し‘1°

あなたとの出達いば掴の一生の宝物bノ 最後に、個人的に特にJASCで実感したこ

とをあげておくなら、それは音楽の持つ力で

ある。私は中高とコーラス部をやっていた経

験を生かし､有志を募ってTalentShowの場で

アカペラを歌うことを企画したのだが、これ

を通して国を超える音楽の力を再認識するこ

ととなった。アカペラの練習をする過程では

国を超えて友情が深まっていく様子を目の当

たりにすることができたし、アカペラ練習以

外の場所でも、さらっとピアノを弾くメンバ

ーの周りに自然とみんなが集まっているのを

見たり、クラシック音楽の話題でアメリカ側

参加者と会話が弾んだりといった経験を通じ

て、音楽のすばらしさを実感した。特に、会

議の後半で多くのメンバーと一緒に新しい

JASCSONGを作ったことは本当にかけがえ

のない経験となった。私は幸運にも来年の学

生会議に実行委員として参加する機会を得た。

来年もぜひ音楽を通じて日米の絆を深めるこ

とに貢献したい。

今までたくさんの出逢いがありました。

国境を越えて多くの人と知り合うこともで

きました。

今までもそうだったように、これからもい

ろんな人と会う度に、自分がもっと多くの面

で成長できるきっかけを必ず見つけられると

信じています。

私のこれからの人生にも少なくない影響を

与えてくれる第58回日米学生会議72名の参

加者一人ひとりに一つひとつ感謝しながら、

この感想文を終わらせて頂きたいと思います。

どうも有難うございます。

松田浩道

日米からのすてきな仲間とともにアメリカ

を旅行した1ヶ月間は毎日が本当に充実して

いて実りが多かった。''JASCisalifechanging

experience.''と会議のはじめのほうに聞いたと

きは「そんな大げさな」と思ったが、今思え

ば確かにそうかもしれない。今まで国際的な

場で働くことなどほとんど考えていなかった

私が外交官の方と話す中で大きな関心を持つ

ようになったし、外国語で議論をする重要性

に改めて気づいてはじめて留学をしてみたい

三窪英里

"Youdeserve.
”

会議終了の前日、来年のECになることが

決まった私に対して、あるAECが繰り返しか

けてくれた言葉である。「私も去年同じ気持ち

だったからあなたの不安な気持ちはよくわか

第58回日米学生会議 日本側報告書 103



第7章 参加者の声

から届いた沢山の手紙は、この1ケ月が決し

て懐く夢のように消える時間ではなく最高の

時間を過ごした証として私の手に残っている。

戦争メモリアルで共に辛い思いをしたこと、

グローバルな問題について真剣に意見交換し

たこと、一緒にタレントショーで歌やダンス

をしたこと…、振り返ると分ち合った時間す

べてがJASCerに励まされ勇気付けられた。こ

のような生涯の財産となる仲間に出会えたこ

とに大きな喜びを感じる。この仲間がいたか

らこそ、私たちが未来に向かって考え、同じ

苦労や悩みを共有しあい奮闘し続けることが

非常に大切であり、将来的に社会貢献そして

世界平和に寄与できる可能性をそれぞれが持

っていることを感じられたと同時に、挑戦の

中で新たな自分を発見する日々となった。こ

の感動は言葉で到底表すことができず、自身

の表現の陳腐さと言葉の無力さに落胆せざる

をえないが、私の2006年の夏はこうして生涯

忘れられないものになった。

最後に、これから1年間第59回ECとし

て、支えてくださるすべての方々に感謝し、

会議の成功に向けて精一杯努めたい。

るけど、大丈夫だから｡」と彼女が目を見てゆ

っくり話してくれたことは決して忘れられな

い。この濃厚な1ヶ月間に出会った全ての人

が私を大きく成長させてくれた。

春､憧れの日米学生会議への参加が決まり、

事前活動として弁護士事務所や法務省を訪問

したり、著名人の講演会に参加したりする中、

私の知的好奇心はぐんぐん高まるばかりであ

った。しかし、いざ本会議となったとき、胸

躍る一方で大きな不安に苛まれていた。それ

は、どちらかというと積極的に他に働きかけ

る性格でもなければ、英語力も十分とは言え

ない私が果たして会議にどう貢献できるのか

全く自信がなかったからだ。

しかし、その心配は杷憂に終わり、疎外感

やストレスを感じることなく本会議を過ごす

ことができた｡JASCは私にとって常に挑戦し

続ける場であったと同時に、自分自身の可能

性を模索するチャンスを与えてくれ、そして

またありのままの私を受け入れてくれた71

人の素晴らしいJASCerとの出会いの場であ

った。

中でも分科会での経験が上記のことを印象

づけた。アメリカ側参加者と一緒に一つの目

標に向かって協働し達成するという試みは貴

重だった。私の所属した&GlObalMobility$で

は、難民、移民、マイノリテイの問題を主に

扱い、街頭で「アメリカ人の移民問題に対す

る意識調査」を行い、統計学を用いた分析は

tangibleresultとして成功した。時には日米間

の問題の違いや考え方の違いに戸惑ったもの

のお互いがお互いの国を知ることの楽しさ、

そして世界を知り問題を直視することの重要

性を実感した。「多様な人種がいるアメリカで

お互いをよりよく知ることによって差別が排

除できると思うか｡」という私の問いに対して

「相手を本当によく知りたいなら、知らなく

ていいことがある｡」というアメデリの意見は

日本人との価値観の違い、問題の差を表して

いるように思えた。

今手元にある2冊の書きなぐったノートは、

ときにアメデリに助けてもらいながら英語を

必死で聞き取った結果であり、またJASCer

醗垂‘

Iq密
V‘､'鶴

4

し

§

f

宮崎あゆみ

22万円でアメリカに行ける。

私がJASCに参加しようと思った理由はそれ

だけだ。

1月なかば、テスト前にはじめて出席した授
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業で偶然配布されたJASCのリーフレット。 源飛輝

いま振り返ってみるとこの頃の私は京都から、

学校から、そして日常生活から抜け出したく

て必死だった。全く興味の湧かない授業に飽

き飽きして人間関係に疑問を抱いて体内時計

がおかしくなって夜しか活動できないことに

美学さえ見出していた。

「JASCという夏が私に残したもの」

この文章は、爽やかな西海岸を発ち残暑

のまだ厳しい関東平野に着陸してから、つ

まり私にとって初めてのアメリカに別れを

告げて久しぶりの日本に戻ってから、51日

目に書かれたものだ｡何もJASCerでサンフ

ランシスコのラーメン屋に座っていた時、

シアトルマリナーズのイチロー選手に居合

わせたという偶然があったから背番号と同

じ「51」にこだわったわけではない。ただ

単に私の体内では未だにあの心地よいゆっ

たりしたオクラホマタイムが流れているの

であろう。本稿の編集担当者はワシントン

にいたビジネスマンや学生のようにきっち

りとしてテキパキ者なのだろうか。そうで

あればこのカウボーイ的きまぐれな筆者と

文章とがいらぬ心配をかけたかもしれな

い。''0h,1'mSOn･y.''それでも、ある程度の

時間が経ってから書いたほうが有り余る興

奮を除いて多少は冷静に書けるので、そう

いうのもそれはそれでいいことではないか、

とポジテイブに捉えてみた。この流儀はク

ールなニューヨーカーに教わったものだ。

今回の訪米はこれまでの知識やイメージ

の確認の場となった。いよいよアメリカを

好きにもなったし嫌いにもなった。日本の

ことが嫌いにもなったし好きにもなった。

そして面白いことにアメリカに行って英

語が下手になった。これは周囲のレベルが

一気にあがったからかもしれない。愉快で

有能ないい仲間が一気に増えた。寝る間も

惜しんでみんなとの時間を過ごしたから睡

眠時間が短くなった。間違いなく2006年の

8月は今までで一番寝ていない1ヶ月だ。

…と、ここまで筆の任せるまま徒然なく

書いてきた。他にもアカデミックなこと、

馬鹿みたいなこと、様々な感想がフツフツ

と沸いて出てくるのだが、頭の中で整理が

つかない。言葉にできやしない。残念なが

ら私の気持ちとは裏腹にこの文章は長くな

りそうもないとここで気が付いた。という

JASCを経験して何が変わったか｡周りから見

たらきっと何も変わってないと思う。

「アメリカの生活リズムのまま日本に帰った

ら早寝早起きが習慣になっちやったりして｡」

「きっと国際関係学の必要性を見出してこれ

でもかってくらい学校行くんやろ－な｡」

なんて甘い幻想を抱いていたものの現実はや

っぱりそんなに甘くはなくって相変わらず早

起きもできないし。

ただ、言葉にはできないけれどやっぱり何か

が少しずつ変わっていてJASCは確実に私の

なかに存在する。

ビーチサンダル､ベーグル､止まった腕時計、

スケッチブック、ブルーベリージャム、

道路標識、CD、電車、マグカップ、

コーヒー、手紙、そして写真。

すべてが思い出すタイミング。

第58回日米学生会議 日本側報告書 105



第7章 参加者の声

のも、文字に落とせば落とすほど皮肉にも

それでは言い表せないことに苛まれ、自分

のボキャブラリーのなさを実感し、あたか

もパンクしそうになるからだ（決してオー

バーな表現ではなく）。それがまた歯がゆい

のだが、充実という単語では収まらない、

それ程のレベルの経験と財産を得たという

ことの裏返しでもあろう。

夏の1ヶ月間、5月からの準備を含めれ

ば3ヶ月間、全く違うバックグラウンドを

持つ両国の色々な学生が共同生活をしなが

ら、色々な場所で色々なことを話し色々な

人に出会って、色々なアクションを起こし

色々なことを通じて色々な経験を積めば、

そりやあ色々なことが出てくるさ。この現

象に終わりはなく、これからも続いていく

のは間違いない。

何かを決めるということは同時に何かを

切り捨てるということだ。そして今年の夏、

私はJASCの一員としてアメリカの土を踏

んでいるという選択をして、成功だったと

思う。

感想を求められて結局出てきたのが

「WithoutJASCなんてもったいなさすぎ

る11」言葉足らずなのは十分承知の上だ

が、シンプルな表現が一番力強いのだと思

うし、強い思いを形にしようすると、どう

してもシンプルな表現に収束してしまう。

最終的な感想が通信販売の売り文句のよう

な調子となり、我ながら苦笑いしてしまう

のだが、本心である。

おっと、フランクからメールが来たぞ。

なんと、日本にやって来るそうな！

そうかそうか、こりや楽しみで仕方がな

い。それじやあ、''Seeyousoon!''

では毎日conlnluteしてしまった。

自分たちのいたホステルから近かったことも

ある。

店員さんは、みんな日本人。でもサービスは

アメリカ流。日本ではありえない会話も、そ

こがまたクセになる。

一番のお気に入りは、スパイシーねぎラーメ

ンのこってり味噌味。

天丼、鱸寿司も。

熱燗もよかった。hOusesmallを'1ホウゼン''と

間違えたのもいい思いで。メニューを逆さか

ら見ていたし、他の酒はみんなⅧ大関!'だの日

本のだったから。

日本酒とあげだし豆腐の組み合わせが最高か

も。

最後の日には、一番愛想の悪かった店員さん

と仲良くなった。

あそこに行くと毎回一組くらいはJASCerに

会った気がした。

一番会ったのはJustin&Euniceかな。

この店であったことは自分の中でかなり大き

かった。

自分は間違えていなかったし、これからの勇

気にもなったし、何よりもつと正直になれる

から。安田雅治

JASCの自分にとっての財産はこういうこと

の集まりだったと思う。
｢刀屋ラーメン｡」

それはサンフランシスコの中心部ユニオンス

クェアの近くにあるラーメン屋、日本料理屋。

味も気に入ったし、雰囲気もよかったし、SF

"lifechangingexperience''とはまさにその通り。

ちなみに､実は刀屋ラーメン初日、SF到着日、
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そこで本物のイチローに会って握手した。 で1ヶ月も語り合うというこの素晴らしい会

議に呼んでもらっているだけでも光栄なこと

であり、多少の劣等感を味わおうとも最後ま

で全力で喰らいついていこうという思いで毎

日を過ごしていた。

8月20日の夜はJASCを締めくくるclosing

ceremonyが行われた。講評のあと、58thJASC

参加者の中から選ばれた59thJASCの実行委

員16名が次回会議の概要を発表した。それを

聞いていると「やっぱり実行委員を含め皆

JASCの事が大好きで、この会議をより良いも

のにしていきたいという思いがあるのだな。

そして、会議はもうすぐ終わってしまうけれ

ど、ここにいるメンバー達は強い絆で結ばれ

ており、JASCの歴史はこれからも続いていく

のだ」ということを強く感じ、何とも言えな

b,happyな感情が湧いてきた。必死に皆に喰

らい付いてきた1ヶ月は意味があったのだ。

思えば、この会議からは多くのものを与え

てもらった。僕は「開発：貧困と発展」とい

う分科会に所属し、5月の春合宿で初めて分

科会メンバーに出会ってから、何を最終目的

にし、どんなリサーチをし、どんな人に話を

伺いに行くのか、貧困解決のためには何が必

要なのかといったことを皆と考えてきた。そ

れぞれタレントを持った集団の中で0から新

しいものをCreateしていく喜びというのは何

にも変えがたいものだった。分科会だけでな

くもっとgeneralな話題、例えば自分のアイデ

ンティティーとは何か、ホモセクシャルにつ

いて、台湾問題、同時多発テロ、沖縄の米軍

基地、ネイティブアメリカン、といったこと

についても意見を交わしたのは大きくて貴重

な経験である。あるいは、サッカーや踊り、

クッキングといったノンバーバル・コミュニ

ケーションを通しても互いの絆を強くするこ

とができたと感じている。

繰り返しになるが、多くのものを与えてもら

いながら、自分から与えられるものはあまり

無かった。それに関しては今後の人生におい

てゆっくりと恩返しをしていきたいと考えて

いる｡JASCを糧にこれから何ができるかが勝

負である｡最後に58thJASCを作り上げてくれ

あのままのイチローだった。

そして22日に帰国。

飽き足らず、成田からの帰り、なぜか船橋に

て、有志で打ち上げしました。

もうそれから1週間になる｡JASC後遺症はな

いけれど、でもさびしい。今日から新EC合

宿。明日花火大会だからみんなに会えるかな。

やっぱりもう東京の景色も前とは少し違う気

がする。

雪｜
、

雷 １
一」
灘

修ｊ

即
Ｉ

▽

rZJ

－

‐≦窪蕊旦
溌 壷-房崖鋤

安田立

2006年8月20日の夜、すなわち58thJASC

最後の夜､僕は幸せな気持ちに包まれていた。

英語力と一般教養（政治、経済、歴史、国

際関係等）の不足から分科会や各種フォーラ

ム、フィールドトリップにおいて内容がなか

なか理解できず､会議に貢献できない苦悩の

日々が続いていた。普段から医学の勉強のか

たわら英語や一般教養の勉強を少しはしてい

たつもりだったが、会議に参加している

intelligentな学生達のレベルには到底及んでお

らず､文字通りの挫折を味わったわけである。

しかしながら、海を越えて日米の学生が本音
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たアメリカ側実行委員、日本側実行委員、ス

マートで優しくてユーモアに溢れたアメリカ

側参加者、日本側参加者、JASCを支えて頂い

ている企業､団体の皆様に心から感謝したい。

イッチが入ったかのどとく動き出した。

ぼくが出会った仲間は、こんなやつらだった。

最高の仲間はこんな言葉をくれた。

「おれは、枠組みをつくる。おまえはそこに

血と肉をつける。いいコンビだった｡」

JASCを通して、一番長い時間を過ごし、一番

たくさん語った裕太。

山田裕一朗

人は弱い。

だから、光と影のバランスをとりながら懸命

に生きている。

人は恐れている。自らの存在が定義されない

世界に身を置くことを。

だから、不安定を満たす何かを求めて生きて

いる。自らの実存を探すかのように。

「ふいりっぷ、英語うまくなったね｡」

英語の苦手なぼくをいつも優しく助けてくれ

た､JECダンスパートナーのさり（生板沙織)。

「ソーシャルイノベーターズ、おつかれさま」

企業に一緒にアポなしで飛び込み、共同から

共創を生み出した戦友のはんちやん（唐沢由

佳)。

今振り返れば、ぼくは常に逃げてきた。

大学生活への落胆、そこから生まれる虚無感

から、海外へ逃げた。

現実の生活の怠惰さから、大きなことしたい

と、第57回日米学生会議へ逃げた。

第57回日米学生会議、自らの弱さを隠すため、

英語力の低さを言い訳に自らを語ることから

逃げた。

「いま、メッセしていいかな」

真夜中、いつも不規則な時間にともに広報戦

略を練ったまちやあき（井上雅章)。

「ふいりっぶならできるよ｡」

いつも関西で一人活動するぼくを電話越しに

励ましてくれたはたこ（波多野綾子)。
2005年8月、僕は実行委員になった。逃げたく

なかった。

「はじめは何回もけんかしたね。でも、今だ

からこんなに仲良くなれたのかな｡」

けんかばっかしたけど、それだけ本気でぶつ

かり合い語り合った明子（島村明子)。

2005年12月初め。実行委員の活動にメンバー

の8人が疑問を持ち始めていたころ、いつもの

オリンピックセンターで緊急合宿を行った。

夜更けまで語り、それでも納得できなかった

ぼくは裕太（井上裕太）にこうけしかけた。

「お前のビジョンを語れや｡」

妥協はしたくないし、真剣だった。裕太はこ

う答えた。

「人はそれぞれ違った価値観を持っているん

だ。その価値観を磨くの、それぞれみんなが

人生の中でより多くの人と出会って、より多

くの価値観と触れること。そして語ること。

だから、終わった後に参加者みんながそれを

経験できるような会議にしたい｡」

そして、会議の最後にえいき（国松永喜）が

くれた手紙にはこんなことが書いてあった。

「いろいろあったけど、あの時(実行委員に）

誘ってくれてありがとう。…。，，縁"とか"運命，，

とか"必然"とか、そういう言葉は嫌いだった

けど、自分の人生にとってのこの時点でお前

に出会えたことは大きな意味があったよ｡」

2006年8月21日深夜､東京からの夜行バスの中。

ぼくは涙が止まらなくなった。

第58回日米学生会議はこの日から、まるでス
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いる学生が、この会議に参加しようと思った

きっかけは、善い意味でも悪い意味でも国際

情勢を牽引するアメリカという国を直接に見

聞きしたいと考えたからだ。実際的に視野を

広げることで、書物とにらめっこの日々のな

か習|貫化してしまった抽象的な思考方法をマ

ッサージしたいという気持ちもあった。しか

し、ひと月近いロング･ジャーニーはすっかり

私を変容させたのだ。経験は思いも寄らぬ場

所へと私たちを導く。

まず、アメリカを一つのイメージとして定

義しようという目論みが打ち破られた。アメ

リカという国は大きい。オクラホマでは残酷

な暑さに苦しめられ、サンフランシスコでは

夏だというのに上着なしでは過ごせない寒さ

に困惑した。気候の面だけではない、会議の

中で出会ったアメリカの学生たちの多様さは

「アメリカ」に明確な輪郭を与えようとする

ことをためらわせる。彼らは中東や北欧、ユ

ダヤやハワイなど様々な民族的出自を背負い、

それぞれが自由で個性的な意見や考えをもっ

ているのだ。必死に耳で聞きとり、拙いなが

ら全力で相手に投げかけた英語による会話の

ひとつひとつが今も記憶に残る。日本のアニ

メや漫画に興味があり、その知識が日本人を

はるかに圧倒する者。彼とは、日本とアメリ

カにおける「サブカルチャー」の意味の違い

について議論した。アメリカの歴代の大統領

の名前をすべて暗記し、その業績にも通暁し

ている者。彼は沖縄の歴史を研究していて、

さらに「空海」や「(学生運動に使用された）

火炎瓶」などの単語を発しては、私たちを驚

かせた。SF作家を目指し、すでにいくつか作

品を発表したことのある者。古代ギリシアの

叙事詩に登場するような絶対的な「英雄」が

現代の文学にも必要なのかいなか、「霊魂」は

どこに由来するのか云々、文学を愛好する者

として国境を越えて精神と精神でぶつかり合

う希有な時間を彼とは共有できた。

こうした学生との直接的な触れ合いを通し

て、私は国家としての断定的な定義付けがア

メリカにはそぐはないと感じた。世界を善悪

の二分法で割り切り、デモクラシーの理念を

▲純亜覗

由井啓太郎

「人間の不幸というものは、みなただ一つ

のこと、すなわち、部屋の中に静かに休んで

いられないことから起こるのだ」（パスカル

『パンセ』より）

たしかに居心地のよい部屋の中からでも、

世界は「書物」という窓を通して眺めること

ができるし、そこから得た知識をもとに人間

は自分を支えるための精神の砦を築くことが

できる。あえて部屋の外に足を踏み出すこと

で、安定した砦を破壊しかねない、予期せぬ

出来事や未知なる他者との遭遇という危険に

身をさらす必要などないはずだ。ところが、

人間は部屋の中にはじっとしていられない。

外の世界に満ちあふれる「経験」を求めるか

らだ。

自分を超越した人や物との接触･交流は、自

己の一貫性を確保してきたアイデンティティ

を破壊してしまう。そして、いったん破壊さ

れたアイデンティティはもう一度再建されな

ければならない。地道で忍耐を必要とする精

神的な作業によって。しかし、立て直したは

ずのそれも新たな出会いによって再び破壊さ

れてしまう．・・・こうした絶え間ない破壊と再

建のサイクルに身を置き続けさせ、人間の存

在を常に未来に向かって開かせること、私は

これを経験と呼ぼう。そして、人間の成熟に

は経験が必要だと強く信じる。

第58回日米学生会議は､私にとって｢経験」

の場となった。日頃フランス文学を研究して
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人類に普及させるという使命感で鼻息を荒く

する一部の指導者だけが「アメリカ」を代表

するのではない。私たちが出会った思慮深く

人間的な魅力にあふれた学生たち、彼らのよ

うな国民一人ひとりが「アメリカ」のイメー

ジを支えている。そして、それは個人の自由

かつ尊厳ある生き方を何よりも大切にする国

家としてのイメージではないだろうか。

そして、このような「個人」についての考

察は、私自身にも向かってくる。今後日本に

おいて私はどのような個人として振る舞って

いくのか？私の個人としてのあり方が、どん

なにわずかであれ「日本」という表象を背負

う宿命にある以上、私はそれに自覚的でいな

ければならない。たとえば、そのような国民

国家的なイデオロギーを批判する立場に身を

置くとしてもだ。大学での文学研究で深い教

養と見識を養い、それに裏打ちされた批判精

神に照らして日本と世界の現実を見据えるこ

と。過去の歴史から学ぶことと未来について

思索をめぐらすこと、決して車輪をひとつに

することなく双方のバランスをとっていく。

そして、アメリカに関する自分の「経験」を

一人でも多くの人々に語り伝え、日米学生会

議の「経験」の輪をさらにもっと広げていく

こと。これが今の精一杯の決意である。

最後に、実り豊かな「経験」の場を提供し

てくださった関係各位の団体、実行委員の皆

さんに感謝したいと思う。そして、予期せぬ

行動（？）ときらりと光る発言で会議を素晴

らしいものにしてくれた旅の仲間たちに友愛

と敬意を表したい。私たちの「経験」は、こ

れからの未来に対して大きく開かれたところ

であり、いつか訪れるやもしれぬ「成熟」に

向けてのロング･ジャーニーは始まったばか

りだ。

ルーカスが僕の名前を持って『ウンギュ～」

つとか言って迎えてくれた。ルーカスの第一

印象は、『ヤベッ、イケメンじやん』だった。

それが僕のJASCの始まりだった。

そこから、JASCは僕が乗っていた時速900

キロの飛行機よりも速く一つのパノラマのよ

うに、そして、思い出を積み重ねながら、飛

んでいった。

コーネルでのドッジボール、その後のサッ

カー、そしてクライマックスだったのは10メ

ートルぐらいの橋からみんなで川にジャンプ

したこと。数えられないぐらいいっぱいあっ

たリセプション、バーベキュー、また、RT時

間にファイル忘れてコーネルのキャンパスで

一人で迷ったことか～・

ワシントンではやっぱりホステルが一番記

憶にのこる｡でも､今考えるとそのおかげで、

思い出がもう一つ増えたからなんかありがた

い。ミュージアムに行って、ボーちやんと一

緒に公園ですわり、ジャスクラブを語ったの

も、すごく楽しかった。

オクラホマでは、みんなが披露してくれた

タレントショー、僕はスキットとアカペラや

ったけど、JASC中、一番一生懸命だったかも

しれない。今でもアカペラやった人には感謝

しているし、『最高だったよっ！」っていって

あげたい。そして、ホームステイでアメフト

を始めて見に行ったことも思い出となってい

る。

最後のサイトであったサンフランシスコは、

僕にとってはみんなとの別れを準備する期間

だった。最後のフォーラムでみんな頑張って

いた姿が今でも頭の中に生々しく浮かぶ。ア

ダムが作曲したJASCソングをファンちゃん

と一緒にレストランで歌詞を考えたことも思

い浮かぶ。

そして、成田空港に到着した。だが、JASC

は最後まで僕にスリルを感じさせた。その主

人公はハタコ11なんかパスポート忘れて､ち

ょっと面白かった。

そして、最後の最後、パーマンの最後の言

葉で58thJASCは終わった。

みんなお疲れ様でした。

王雄撲

飛行機の中での12時間、太平洋の海を眺め

ながら、この1ヶ月間のことをいろいろ思い

浮かべてみた。

アメデリと最初に出会ったコーネルの寮で
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第59回日米学生会議テーマ

‘別"”“""gﾉIZpα"丑"ze"c"P"J･"叩α"o〃"G〃6αﾉc胸α"ge''
太平洋から世界へ～グローバルパートナーシップの探究と次代の創造～

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間の平和にある。その一翼を学生も

担うべきである」という理念の下、1934年満州事変を契機に悪化していた日米関係を憂慮し

ていた4人の日本人学生が太平洋を渡り、日本初の国際学生交流プログラムである日米学生会

議を創設した。以後、太平洋戦争勃発に伴う会議中断をはじめ数々の困難を乗り越えながら、

学生同士の率直な対話が相互理解を深め､平和の実現に貢献するという創設者の信念が継承さ

れ今日に至る。

日米学生会議は創設時より学生独自による会議の企画、運営が行われ、毎年夏日米交互で開

かれる約1カ月の会議は、日米の学生による相互理解と友情を醸成する場であり続けた。第

59回日米学生会議は「太平洋から世界へ～グローバルパートナーシップの探求と次代の創造

～」というテーマの下で、秋田、東京、京都、広島で開催される。

グローバル化の進展により、日米両国には環境、テロ、貧困、人権、移民などの世界規模の

課題に対処するため、2国間の枠組みを超えた協力関係を築くことが求められる。その主体は

決して政府に限定されず、企業、NGO、個人などを含めた多様なものになる。太平洋の平和

が続き、日米関係が成熟しつつあると指摘される今、会議設立当初の理念に回帰し、地球規模

の問題に対応できる協力関係、すなわち「グローバルパートナーシップ」のあり方を探求して

いく。

分科会活動アカデミックなフォーラム、実際に現場を訪れるフィールドトリップ。本会議

中、1ヵ月にわたる共同生活を通し、日米両国の学生が特定の利益に拘束されない率直な議論

を重ねる。時には互いの価値観を衝突させ、受容しながら、自己を相対化することができ、個

人間の絆を深め、異文化間の相互理解に向けて心を開いていく。第59回日米学生会議によっ

て育まれた豊かな人間関係は､必ずや日米両国の国境を超えたパートナーシップを実現すると

同時に、太平洋の、そして世界の平和と安定をもたらす創造的な時代を切り拓く礎たり得るこ

とだろう。

主催

財団法人国際教育振興会

企画・運営

第59回日米学生会議実行委員会

開催期間

2007年7月26日～2007年8月20日
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開催地

東京

江戸開府から四百余年。千二百万の人口を擁する巨大都市に成長した東京は日本の政治・経

済的中枢であると同時に常に新しい文化の発信地であり続けてきた｡米国を始めとする各国の

企業、公館、国際機関が集中する世界有数の大都市である一方、浅草・上野に見られる情緒溢

れる古き良き日本の一面をも残す。東洋と西洋、歴史と現在、そして未来。様々な人種と価値

観が交錯するエネルギッシュなこの街で、第59回日米学生会議全体の理念であるグローバル

パートナーシップの構築に向けた前進を図る。

秋田

山に囲まれ日本海に開けた「美の国」秋田。世界最大級のブナ原生林である白神山地や、日

本一の水深を誇る田沢湖をはじめ、豊かな自然に恵まれ、なまはげや竿燈祭りなど、独自の伝

統文化の宝庫である。それだけでなく、日本有数の米どころであり、野菜やりんご､牛肉など、

全国の食料供給基地として重要な役割を果たしている｡秋田ではホームステイや農業体験など

を通し、東京、京都、広島などの都市では味わえない、日本の「地方」を参加者に体感しても

らう。また、少子高齢化による人口減少、経済格差などの現在地方が抱える課題についても考

察していく。

広島

原爆資料館で人類がいかに恐ろしい兵器を開発したかを目の当たりにすることは、多くの

人々に人生観を揺るがすほどの衝撃を与えるだろう。惨劇を振り返り平和の願いを新たにする

ことは人間として何度でも繰り返しやらねばならないことである。しかし、単に願望するだけ

ではなく、個々人が受ける衝撃にしっかりと向き合った上で、いかに核と向き合うか、我々に

何ができるのか、現実的な議論を展開したい。原爆の悲劇をパールハーバー以前から戦後復興

に至るまでの広い歴史的視野の中でとらえながら、日米の歴史観の相違についてもどちらにも

偏ることなく考察したい。このような作業を通し、共に創造する未来に向けて戦争と平和の意

味を見つめ直す。

京都

大都市として世界的に長い歴史を持つ京都は、神社仏閣などの建築物、有形無形の伝統文化

を有し、観光都市としても世界的に有名である。戦争による破壊から免れた文化の力があった

からである。そのため東京に次いで多くの外国人が訪れる都市であり、彼らの存在なく今日の

京都は語れない。さらに、ここは大学、ヴェンチャー企業、NGO･NPOを多く抱え、未来を向

いた都市でもある。過去を大切にし、頑にアイデンティティを守る。そのことでむしろ高度に

国際化したユニークな都市、京都。この場所で過去・現在をとらえ直し、その先にある日米の

これからをローカルとグローバル双方の視点から考えていきたい。
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第8章 第59回日米学生会議概要

会議の過程

第58回日米学生会議の参加者から選出された実行委員が、日本側の主催団体である財団法

人国際教育振興会、米国側はJASC,Inc.の協力の下、本会議開催のための準備活動を行なう。

参加者が決定後、所属分科会のテーマに関するレポートを作成し、講演会や勉強会、合宿など

を事前に行ない、夏の本会議に臨む。

本会議では、日米各36名、合計72名の学生が約1ヵ月にわたって共同生活を送る。本会議

の主な活動として、討論が中心となる分科会、各種のフィールドトリップ、そして様々な社会

活動、終盤に開催されるフォーラムなどが挙げられる。参加者が7つの分科会に分かれ、第

59回会議のテーマである「太平洋から世界へ～グローバルパートナーシップの探求と次代の

創造～」の下、ディスカッションを行なう。また、フィールドトリップでは、各自の視野を広

げ討論の充実化を図る。さらに、本会議では議論にとどまらず、ホームステイやフォーラムな

ど積極的に地域の方々との交流を図っていく。また、フォーラムでは、分科会での討論の結果

など本会議の成果を社会に向けて発信する。

本会議終了後には、参加者は会議の内容を報告書にまとめ、第59回日米学生会議の総括とす

る。各参加者は、本会議で得られた経験を胸に社会へと巣立っていく。

会議中のプログラム

分科会

本会議において活動の中心となる分科会は7つ設けられており、日米双方からなる参加者が、

本会議期間を通じて議論を重ねる。事前活動に加え、本会議中もフィールドトリップで関連機

関や専門家を訪れるなど、議論の質の向上を目指す努力が続けられる。なお、第59回会議に

おける分科会は以下の通りである。

･開発：貧困撲滅への新たなアプローチ

InnovativeApproachestolntemationalDevelopment

･メディア：グローバル社会の影響力

MedialnnuenceonGlobalSocietv

･暴力と平和：武力行使に対する価値観の再考

PacifismandBelligerence:ExaminingDifferentPerspectivesontheUseofForce

･教育：次代を担う市民の育成

CreatingaGlobalCitizen:EducationFocusedonlntemationalConcems

・日米両国のナショナリズム

Nationalism:PatriotismorXenophobia？
･アイデンティティの社会学

Opposedldentities:Ideology,Ethnicity,andlnequalityinConnict

･文化：グローバリゼーションの渦中で

EastemandWestemPopularArt:WhoislmitatingWhom？
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第8章 第59回日米学生会議概要

フィールドトリップ

分科会の議題や各開催地に関する理解を深めることを目的に、政府機関、国際機関、企業、

大学、NGOおよび研究所などへ訪問研修を実施する。事前活動におけるものと同様に、社会

と直接関わることができる貴重な機会であり、現実に即した議論をするための基礎とする。

SpeCialTbpics

議題がすでに固定された分科会と異なり、参加者が個々の興味や便宜に沿った議論を自由に

設定し、異なる視点からの議論を行なう。参加者の主体的、自発的な参加により、問題発見、

論題設定能力を養う。同時に、より広い参加者同士の交流を促し、新たな視点や発想の獲得に

より、会議をより充実させる。

ConferenceWideDiscussion

分科会では扱わないテーマを対象とし、専門家を招き、第59回会議のテーマである、日米両

国による地球規模の問題に対応できる協力関係、すなわち「グローバルパートナーシップ」の

あり方を探求していく。

ConferenceWideRenection

参加者が一同に集い、会議中に感じた悩み、不安、感動、喜びなど、様々なことを自由に話

し合う。自分の思いを全体に伝え、また他者の思いを共有することで、自己を振り返り、他の

参加者との相互理解を促進することを目的とする。

フォーラム

会議の最終開催地、京都で行なわれる。本会議における分科会の発表など、第59回日米学

生会議の成果を提示していく。現代社会が抱える問題を来場者と共有し、会議の成果を社会に

発信することを目標とする。
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第9章 ご協力頂いた方々

第58回日米学生会議 協力者・協力団体

主催・後援

主催

財団法人国際教育振興会

後援

外務省

文部科学省

米国大使館

日米文化センター

財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会

会議全般

財団法人国際教育振興会

理事長 大井孝

日米学生会議事務局 相澤始枝

総務広報部 水野詠子

青柳明子

国際教育振興会賛助会

会長 山室勇臣

事務局長 伊部正信

事務局 佐々木文

TheJapan-AmericaSmdentConference,Inc.

理事長 RobinL.White

専務理事ReginaMcGarvey

八木沢ひろ子

外務省

文部科学省

米国大使館

ブルー・バンブー株式会社

株式会社実業広報社

株式会社千修

日米文化センター

財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会

京王観光株式会社

立命館大学

企画・運営協力

JASCジャパン（旧OB会）

名誉会長

会長

副会長

顧問

山室勇臣

天野順一

降旗健人

堀内宗忠

宮沢喜一

山崎秀之

中瀬正一

小林規威

グレン・フクシマ
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第9章 ご協力頂いた方々

幹事長 山本東生

役員 辻喜久子

大高巽

井上敏之

宮本昭八

古澤昭子

地域担当役員（国内）

梅崎渉

竹内幸美

地域担当役員（国外）

野原克也

宮崎久

SC 千代明弘

乗竹亮治

HanaHeineken

山田勝

中山智生

木之上高章

市川裕康

呉明仁

小林洋輔

山田良子

飯田智紀

杉田道子

事前活動(分科会活動を除く）

孫崎享

Bain&Company,Inc.

京都・オクラホマ交流会議

株式会社インテグレックス

ら－のろじ－株式会社

経済産業省

株式会社AIコンサルティング・ジャパン

井上敏之

北川敬三

防衛大学校

藤原帰一

フードエックス・グローブ株式会社

農林水産省

NPO法人 学習学協会

鈴木透

大江博

橋爪大三郎

本会議活動

コーネルサイト

ComellUniversitv
ヴ

VisionaryStrategiesInstimte

ClarkeConsultingGroup

N･YC・サイト

EmstandYoung

CommonGround

TheJapan-AmericaAssociationNY

CenterfbrGIobalParmership

A&EEntertainmentTblevision

TheJapaneseMissiontotheUN

Pfizer､Inc
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ワシントンD.C.サイト

TheWhiteHouse

AmericanUniversity

EmbassyofJapan

DepartmentofState

TheWorldBank

Chemonicslntemational,Inc

Mrs.KristyHolch

Mr.EarlCook

Ms.LindaZhang

Ms.RachelBrunette-Chen

Mr.MichaelBenefiel

Ms.KayNegishi

オクラホマサイト

Dr.CvnthiaStantonMoodv

Dr.JennifbrAmyx

Mr.PaulReVnolds

Ms.TheaLorentzen

Ms.ClaudiaAnyaso

Mr.RandolphCarter

Ms.GigiMckendric

Mr・MukubanyaMagnatKavuna

Mr.KevinMelton

Dr.AbdulKarimBangore

Dr.RobertKramer

梅崎渉

Dr.CornelPewewardy

Mr.JeITyTahseuah

Mr.LancerStephens

Mrs.LilyShangreaux

Mr.DanBigbee

SterlinHaljo

Mr.JasonWhite

Dr.JeITvBread

Mrs.MollvShiBoren
‐

Ms・SydnieBrown

Mr.QuintonRomanNose

UniversitVofOklahoma

Memoriallnstimtefbr

thePreventiOnofTerrorism

FirstBaptistChurchofMoore

St.ThomasMoreCatholicChurch

St.JohnMissiOnaryBaptistChurch

NewLifeBibleChurch

Mr.GarvPitchlinn

Dr.RichardAllen

Mrs.SusanArkeketa

Mr.JimAnque

Mrs.GenaTimberman-Howard

サンフランシスコサイト

TheJapaneseConsulateofSF

StarbucksCoffbeCompany

Mrs.MasaveNakamura
ご

IntemationalForumonGlobalization

Adobe

Eth-Noh-Tec

ZenrinUSA

NASAAMESResearchCenter

Mr.RichardKiwata

AsianLawCaucus

Filipinosfbraffirmativeaction

Asiancommunitiesfbr

ReproductiveJustice

BayArealmmigrantRightsCoalitionヴ

TheTidesCenter

GlobalExchange

Accenmre
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第9章 ご協力頂いた方々

分科会活動

外務省

厚生労働省

法務省入国管理局

米国大使館

東京アメリカンセンター

宝酒造株式会社

日本郵船株式会社

東京ガス株式会社

石油資源会社株式会社

日本検査キューエイ株式会社

帝国石油株式会社

富士通株式会社

有限会社ビッグイシュー日本

株式会社資生堂

三洋電機株式会社

京都CSR研究会

近藤文樹

吉原健吾

西田尚弘

船山直子

グリーンピース・ジャパン

アジア開発銀行

三井物産株式会社CSR推進部

ピースボート事務局

JANIC

ほっとけない世界のまずしさ

NGOエクマットラ

UNICEF

HAAIAS

SHARE

アフリカ日本協議会

在タンザニア日本大使館

渡邉彰悟

山脇啓造

新宿多文化共生プラザ

難民支援協会

Inter-AmericanDevelopmentBank

DistriCtofColumbiaCommissionon

theArtSandHumanities

InternationalForumonglobalization

CIS

CPA

軽部謙介

NREWorldBneto

NewUnitedMotorManufacmring,Inc.

Ms.GinaGiambattiStaCesari

渡辺靖

徳久剛史

Mr.ArshadMahmud

MitchellRSmith

中野東禅

赤林朗

矢作直H1,

迫田朋子

西川伸一

橘島次郎

亀田病院

Ms.SylviaSmith

（敬称略、順不同）

キャンペーン事務局

日本放送協会

社団法人

アムネスティ

河東哲夫

北川敬三

C-faフォーラム

インターナショナル日本
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第58回日米学生会議 賛助者・団体・企業

財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会財団法人吉田茂国際基金

財団法人石橋財団

財団法人鹿島平和研究所

財団法人国際教育財団

社団法人日本歯科医師会

社団法人京都日米協会

社団法人大阪日米協会

財団法人日商岩井国際交流財団

財団法人平和中島財団

社団法人日本自動車工業会

社団法人神戸日米協会

野村ホールディングス株式会社

株式会社日立製作所

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

本田技研工業株式会社

松下電器産業株式会社

三井不動産株式会社

三井物産株式会社

三菱地所株式会社

三菱重工株式会社

三菱商事株式会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

明治安田生命保険相互会社

メルシャン株式会社

橘・フクシマ・咲江

堤清二

宮澤喜一

エアバス・ジャパン

株式会社オリエンタルランド

キッコーマン株式会社

株式会社三和

新日本製鐵株式会社

住友不動産株式会社

セコム株式会社

株式会社セブン＆アイ・ホールデイングス

大成建設株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社電通

東京海上日動火災保険株式会社

東京ガス株式会社

東京電力株式会社

トヨタ自動車株式会社

中辻産業株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

日本電気株式会社

WIPジャパン株式会社

富士ゼロックス株式会社

おたふくソース株式会社

山元学校

NPO法人学習学協会

伊藤忠商事株式会社

エクソンモービル有限会社

協和発酵工業株式会社

株式会社公文教育研究会

住友商事株式会社

住友スリーエム株式会社
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秋間修

浅沼澄

池園悦太郎

池園登美子

石榑和夫

市川比呂也

井上敏之

今井康一郎

大橋英雄

小泉冷三

小林規威

近藤文樹

佐々木毅

佐々木健至

塩崎哲也

清水直樹

須崎真二

関口和一

関口孝子

竹本秀人

田村和生

富永宏

友末優子

中瀬正一

中山智夫

奈良靖彦

西田尚弘

布川俊彦

橋本徹

藤原帰一

降旗健人

堀内宗忠

宮里一馬

宮澤喜一

渡部千里

渡部麻弥

(敬称略、順不同）

第58回日米学生会議 日本側報告書 123



an-AmericaSmdentConfbrenceTheJap
SinCel934

圃腰暦
|NTERNATlONALfDUCATlONCENTER

財団法人国際教育振興会主催

i･運営 第58回日米学生会議実行委員会企画


